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OUTLANDER X MRシリーズ

オペレーターズ
ガイド
安全性、使用およびメンテナンス
に関する情報が記載されています

警告

このオペレーターズガイドをよくお読みください。重要な安全情報
が記載されています。
推奨されるオペレーターの最少年齢：16才以上
このオペレーターズガイドは、常に車両に保管してください。
このOHRVに搭載された蒸発ガス関連部品の取り外しまたは改造
は、違法行為となります。
違反した場合、カリフォルニア州法または連邦法によって民事罰ま
たは刑罰が科せられる場合があります。

本書は説明書原本の
翻訳版です



運転には危険が伴います。十分な注意を払わない場合、転回、
傾斜地での運転、障害物上の走行などの日常的な操作であって
も、衝突や横転を起こしやすくなります。
安全のため、このオペレーターズガイドおよび車両上のラベル
に示されているすべての警告を読み、これらに従ってくださ
い。これらの警告に従わない場合、重傷や死亡事故を招くおそ
れがあります。
このオペレーターズガイドは、常に車両に保管してください。

オフロード車両の操作や保守、メンテナンスは、エンジンの排
気や一酸化炭素、フタラート、それに鉛などの化学物質の暴露
を受ける可能性があり、これらはカリフォルニア州法で発がん
性や催奇性、その他の生殖に関する危害の原因となることが知
られています。そのような可能性を最小限に抑えるために、必
要時以外はエンジンのアイドリングをせず、通気性のよい場所
で整備を行い、整備時はグローブを着用するか頻繁に手を洗う
ようにしてください。詳細は、
www.p65warnings.ca.gov/products/passenger-vehicle

本オペレーターズガイド、安全講習ビデオおよび製品に貼付さ
れている警告ラベルに記載の安全注意事項や指示を無視する
と、死亡事故や負傷の原因となる場合があります。

この車両は、運転経験のある他の車両の性能を超えている可能
性があります。新しい車両に慣れるまで十分に時間をかけてく
ださい。

米国カリフォルニア州規制｢PROPOSITION 65｣
に基づく警告警告

無断複写転載を禁じます。本オペレーターズガイドの内容の一部ま
たは全部を、Bombardier Recreational Products Inc.の許可なしに無
断転載することは禁止されています。
©Bombardier Recreational Products Inc. (BRP) 2025
TM®で示される以下の商標は、BRPまたはその関連会社が所有してい
ます。
以下の商標は、Bombardier Recreational Products Inc.またはその子
会社に帰属します。
法域によっては、商標が登録されていない場合があります。

警警告告

警警告告

警警告告

警警告告

Can-Am® D.E.S.S.TM DPS® LinQ®

OutlanderTM ROTAX® XPS®
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Dieses Handbuch ist möglicherweise in Ihrer Landessprache verfügbar. 
Bitte wenden Sie sich an Ihren Händler oder besuchen Sie: 
www.operatorsguides.brp.com

This guide may be available in your language. Check with your dealer or 
go to: www.operatorsguides.brp.com

Es posible que este manual esté disponible en su idioma. Consulte a su 
distribuidor o visite: www.operatorsguides.brp.com

Ce guide peut être disponible dans votre langue. Vérifier avec votre 
concessionnaire ou aller à: www.operatorsguides.brp.com

Questa guida potrebbe essere disponibile nella propria lingua. Contattare 
il concessionario o consultare: www.operatorsguides.brp.com

本手册可能有您的语种的翻译版本。请向经销商问询,或者登录 
www.operatorsguides.brp.com查询。

このガイドは、言語によって翻訳版が用意されています。
ディーラーに問い合わせるか、次のアドレスでご確認ください: 
www.operatorsguides.brp.com

Deze handleiding kan beschikbaar zijn in uw taal. Vraag het aan uw dealer 
of ga naar: www.operatorsguides.brp.com

Denne boken kan finnes tilgjengelig på ditt eget språk. Kontakt din 
forhandler eller gå til: www.operatorsguides.brp.com

Este manual pode estar disponível em seu idioma. Fale com sua 
concessionária ou visite o site: www.operatorsguides.brp.com

Воспользуйтесь руководством на вашем языке. Узнайте о его наличии 
у дилера или на странице по адресу www.operatorsguides.brp.com

Käyttöohjekirja voi olla saatavissa omalla kielelläsi. Tarkista jälleenmyyjältä 
tai käy osoitteessa: www.operatorsguides.brp.com

Denna bok kan finnas tillgänglig på ditt språk. Kontakta din återförsäljare 
eller gå till: www.operatorsguides.brp.com

Deutsch

English

Español

Français

Italiano

中文

日本語

Nederlands

Norsk

Português

Русский

Suomi

Svenska

オペレーターズガイド

219 002 529_JA
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オペレーターズガイド

対象モデル

Outlander 700 X mr

カナダの製品代理店は、 Bombardier Recreational Products Inc.
(BRP) です。

米国内では、製品の流通とサービスは BRP US Inc. が行います。
欧州経済圏（欧州連合加盟国プラス英国、ノルウェー、アイスラン
ドおよびリヒテンシュタイン）、独立国家共同体（ウクライナおよ
びトルクメニスタンを含む）、ならびにトルコでは、製品の流通と
サービスはBRP European Distribution S.A. およびBRPのその他の関
連会社または子会社が行います。
製品の流通とサービスは、Bombardier Recreational Products Inc.
(BRP)または提携機関が行います。

操作上の手引きを参照に、以下の事項に注意してください。

警警告告
指指示示にに従従わわななかかっったた場場合合、、重重傷傷事事故故やや死死亡亡事事故故をを招招くく潜潜在在的的なな
恐恐れれががああるるここととをを示示ししまますす。。
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オペレーターズガイド

空白ページ
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一一般般情情報報
新しいCan-Am® ATV車をご購入いただきありがとうございます。本
製品は、BRP の限定保証および、お客様が必要とされる部品、アク
セサリー、そしてサービスを用意している 認定Can-Am Off-Road
ディーラーのネットワークによって支えられています。

納入時に、お客様には保証範囲をお知らせし、新しい車両がご満足
いただけるものであることを保証するために納入前チェックリスト(-
Predelivery Check List)にお客様からご署名を頂いております。

ディーラーはお客様の満足を提供いたします。全般的なサービス情
報をご希望の場合は、最寄りのディーラーまでお問い合わせくださ
い。

乗乗車車前前にに確確認認すすべべききこことと
ご自身や同乗者の事故のリスクを減らすために、このオペレーター
ズガイドを読んでから車両を運転してください。

また、車両に貼付されているすべての警告ラベルを読み、以下のサ
イトにある安全講習ビデオをご覧ください。

hhttttppss::////ccaann--aamm..bbrrpp..ccoomm//ooffff rrooaadd//ssaaffeettyy

または以下のQRコードを使用してください。

この車両はオフロード専用車です。主に一般的なレクリエーション
での使用を意図したものですが、多目的用としても利用できます。

オペレーターズガイドの警告に従わないと、重傷や死亡事故につな
がる恐れがあります。

推推奨奨年年齢齢
この車両のカテゴリーはSです。必ず推奨年齢に従ってください。
– 16才未満の人は、絶対にこの車両を運転しないでください。

トトレレーーニニンンググココーースス
適切な説明を受けることなく本車両を絶対に運転しないでくださ
い。トトレレーーニニンンググココーーススをを受受講講ししててくくだだささいい。。どの運転者もはじめ
は経験豊富な認定インストラクターからの指導を受ける必要があり
ます。
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ATVの安全性に関する詳細および受講可能なトレーニングについて
は、Can-Am Off-Roadディーラーにお問い合わせください。

米国内の場合は米国特殊車両協会（SVIA）（電話：1 800 887–
2887）、カナダの場合はカナダ安全評議会（CSC）（電話：1 613
739–1535）にお問い合わせください。

安安全全メメッッセセーージジ
本ガイドに記載されている安全に関するメッセージの種類、特長お
よび本ガイドでどのように使用されているかは以下で説明されてい
ます。

安全警告記号 は、人が負傷する恐れがあることを示しています。

警警告告
指指示示にに従従わわななかかっったた場場合合、、重重傷傷事事故故やや死死亡亡事事故故をを招招くく潜潜在在的的なな
恐恐れれががああるるここととをを示示ししまますす。。

注注意意
指指示示にに従従わわななかかっったた場場合合、、中中度度ままたたはは軽軽度度のの負負傷傷をを招招くく恐恐れれがが
ああるるここととをを示示ししまますす。。

注注意意
指指示示にに従従わわななかかっったた場場合合、、車車両両のの構構成成部部品品ななどどにに重重大大なな損損傷傷をを
招招くく恐恐れれががああるるここととをを示示ししまますす。。

ここののオオペペレレーータターーズズガガイイドドににつついいてて
このオペレーターズガイドは、新しい車両の所有者・運転者に、あ
らゆる制御、メンテナンス、安全な操作に関する指示を的確に説明
するようデザインされています。これは、製品を正しく使用するう
えで欠かせないものです。

本オペレーターズガイドは車両内に保管し、メンテナンスやトラブ
ルシューティングの際、また他の人に指導する際に参照してくださ
い。

また本ガイドは各種言語に翻訳されております。内容に不一致が生
じた場合は、英語版の内容が正しいものと見なされます。

オペレーターズガイドの閲覧やコピーを希望する場合は、次のウェ
ブサイトにアクセスしてください。

一般情報
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本書に記載されている情報は、発行時点で正しいものです。ただ
し、BRPは、それ以前に製造された製品に同様の改善を施す義務を
負うことなく、製品を継続的に改善する方針を維持します。その後
の変更により、製造された製品と本ガイドにおける説明および／ま
たは仕様との間に差異が生じる場合もあります。BRPは何らの義務
を負うことなく、製品の仕様、設計、機能、型式、装置などをいつ
でも変更し、あるいは製造を終了する権利を留保します。

車両を売却するときは、このオペレーターズガイドを必ず車両内に
入れておいてください。

操操縦縦者者ととししててのの自自覚覚をを持持つつ
BRPは、パワースポーツを楽しむ人やマリンコミュニティにいる
人々が協力し合い、安全、運転のエチケット、環境について考え直
す機会があると信じています。当社は、すべてのライダーに責任を
持って運転していただく、つまり、互いに配慮し合い、トレイルや
走行する場所を守る責任を持っていただくことで、業界は初心者を
歓迎し、お互いを気遣うコミュニティを築き、建設的な体験をもた
らすようになるものと考えています。

トレイル、道路、水上、または雪上であるかどうかを問わず、BRP
は、良い影響を与える変革を推し進めています。こうした理由か
ら、当社は、活動、教育、コミュニティの強化を通じて、
Responsible Rider（責任あるライダー）プログラムをCRS（企業の
社会的責任）の取り組みの主要部分としています。

安全、運転のエチケット、環境についてのヒントやコツを含む
Responsible Rider（責任あるライダー）プログラムの詳細について
は、
– CANAMOFFROAD.COM/RESPONSIBLE-RIDER/をご覧くださ
い。

一般情報

http://canamoffroad.com/responsible-rider/
http://canamoffroad.com/responsible-rider/


13

操作上の手引きを参照に、以下の事項に注意してください。

警警告告
指指示示にに従従わわななかかっったた場場合合、、重重傷傷事事故故やや死死亡亡事事故故をを招招くく潜潜在在的的なな
恐恐れれががああるるここととをを示示ししまますす。。

一般情報
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空白ページ

一般情報
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安安全全情情報報
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一一般般的的なな注注意意

一一酸酸化化炭炭素素中中毒毒のの回回避避
すべてのエンジン排気は、致命的なガスである一酸化炭素を含みま
す。一酸化炭素を吸うと頭痛、めまい、眠気、吐き気、錯乱や時に
は死亡に至ることがあります。

一酸化炭素は、全くエンジン排気を見たり、その匂いを感じないと
しても存在する恐れがある、無色、無臭、無味のガスです。一酸化
炭素は極めて早く致死濃度に高まることがあり、あっという間に悪
影響を受けて、自身を守れなくなります。また、閉じた場所や換気
が悪い場所では、一酸化炭素の致死濃度が数時間あるいは数日も長
引くことがあります。一酸化炭素中毒の徴候を感じたら、すぐにそ
の場所を離れ、新鮮な空気を得て、治療を求めてください。

一酸化炭素による重傷または死を防ぐには：
– ガレージ、カーポートや納屋などの換気が悪い、または部分的に
閉じられたエリアで車両を絶対に運用しないでください。扇風機
や窓およびドアを開けたりしてエンジン排気を通気しようとし
も、一酸化炭素が危険なレベルに速く達する場合があります。

– 窓やドアなどの開口を通してエンジン排気が建物に吸い込まれる
恐れがある場所では、決して屋外で車両を運転しないでくださ
い。

ガガソソリリンンにによよるる火火事事やや他他のの危危険険のの回回避避
ガソリンは可燃性が高く、非常に爆発性があります。燃料の蒸気は
拡散し、エンジンから遠く離れた火の粉や炎によって引火すること
もあります。火事や爆発の危険性を低減させるために、以下の指示
に従ってください：
– 燃料の保存には、承認された赤いガソリン容器だけを使ってくだ
さい。

– ガソリン容器や危険な液体をリアカーゴラックで運搬しないでく
ださい。

– 車両への給油については燃料のセクションの指示に必ず従ってく
ださい。

– 決して、燃料キャップが正しく取り付けられていない状態で、エ
ンジンを始動、運転しないでください。

ガソリンは有毒で、傷害や死亡を引き起こす場合があります。
– 決して、口によりガソリンをサイフォンしないでください。
– ガソリンを飲み込んだり、ガソリンが目に入ったり、ガソリンの
蒸気を吸い込んだ場合は、直ちに医師の診断を受けてください。

– ガソリンが体にかかった場合は、石鹸と水で洗い、衣服を着替え
てください。

高高温温部部分分にによよるる火火傷傷のの回回避避
ブレーキローターや排気用コンポーネントなど、特定のコンポーネ
ントは運転中に高温になります。火傷を防止するために、運転中や
運転直後はこれらにコンポーネントに触らないでください。
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アアククセセササリリーーとと改改造造
BRPが認定したアクセサリーの改造や追加は、車両（艇体）のハン
ドリング性能に影響する場合があります。改造が行われた後は安全
のため、車両（艇体）に慣れる時間をとって、運転挙動に適応する
方法を理解することが重要です。

BRPによって車両（艇体）専用に認定されていない装置の取り付け
や、許可されていない改造は行わないでください。これらの改造や
装置はBRPによってテストされておらず、危険が生じる場合があり
ます。たとえば、
– 操作不能になったり衝突したりするリスクが高まります。
– オーバーヒートや短絡が生じ、火災ややけどのリスクが高まりま
す。

– 車両（艇体）の保護機能に影響します。
– 車両輸送中のトレーラーの挙動に影響します。
– 輸送中に路上で物品が紛失するリスクがあります。

また、その車両（艇体）の走行が違法になることもあります。

車両で使用できるBRPアクセサリーについては、BRP認定オフロー
ドディーラーにご相談ください。

安全上の理由から、一部のBRPアクセサリーはBRPのディーラーが
取り付ける必要があります。しかし、ディーラーが行う必要がない
ときにアクセサリーを自分で取り付けると決めた場合は、すべての
指示に慎重に従うことが重要です。該当の場合は、製品の使用方法
または整備に関するすべての情報を理解してください。

自分以外の別の人がアクセサリーを車両に取り付けた場合、そのア
クセサリーの安全な使用方法または整備に関する多くの情報が存在
することがあるため、BRPでは、該当の説明シートを読むことを強
くお勧めしています。

説明シートは、次のサイトでご確認いただけます：
– HTTPS://INSTRUCTIONS.BRP.COM

一般的な注意

https://instructions.brp.com/
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安安全全上上のの特特別別なな警警告告
ここのの車車両両はは玩玩具具ののよよううなな車車両両ででははななくく、、運運転転にに危危険険をを伴伴ううももののでで
すす。。
– この車両は、バイクや乗用車などの他の車両とは異なる動きをし
ます。十分な注意を払わない場合、転回、傾斜地での運転、障害
物上の走行などの日常的な操作であっても、衝突や横転を起こし
やすくなります。

以以下下のの指指示示にに従従わわなないい場場合合、、重重傷傷ままたたはは死死亡亡事事故故につながる可能
性があります。
– このオペレーターズガイドと製品に貼付されているすべての警告
ラベルをよく読み、記載されている操作手順に従ってください。
安全講習ビデオをよく見てから車両を運転してください。

– 必ず推奨年齢に従ってください。16才未満の人は、絶対にこの車
両を運転しないでください。

– 使用が認められた適切なサイズのヘルメットや必要とされる他の
保護具を着用せずにこの車両に絶対に乗らないでください。詳細
は、車両の走行のセクションの保護具を参照してください。

– 必ず車両の安全な動作状態を点検、確認してから走行してくださ
い。日常点検のセクションを参照してください。このオペレー
ターズガイドに記載のメンテナンススケジュールに必ず従ってく
ださい。メンテナンスのセクションを参照してください。

– 1-UPモデルでは、同乗者を収容するために改造したり、ラックを
使用して同乗者を運んだりしないでください。

– この車両で同乗者を運ばないでください。同乗者は車両バランス
や操舵機能に影響を与え、操作不能になる恐れがあります。

– この車両のタイヤは、舗装された道路での使用に適してしていま
せん。

– この車両を歩道、車道、駐車場、通りなどの舗装面で運転しない
でください。

– この車両は、舗装面を走行するように設計されていません。車両
を舗装面で短時間だけ使用しなければならない場合は、ステアリ
ング、アクセルペダルおよびブレーキの急な操作を避けてくださ
い。速度を落としてください。

– この車両は、一般道や高速道路を走行するように設計されていま
せん（大半の場合は違法行為となります）。一般道や高速道路で
この車両を走行すると、他の車両との衝突を引き起こす可能性が
あります。

– 疲れているときや病気のとき、薬物やアルコールを使用した後は
絶対にこのATVを操作しないでください。これは同乗者にも適用
する必要があります（該当する場合）。そのような状態は、状況
に対する反応時間や判断力に大きな影響を与え大変危険です。
ATVは必ず慎重に運転してください。

– 絶対にウイリーやジャンプなどのスタント操作を行わないでくだ
さい。

– 過剰な速度で運転しないでください。必ず地形、視認性、運転条
件、およびご自分の経験に適した速度で走行してください。
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– 必ずゆっくり走行し、不慣れな地形上を運転するときは十分注意
してください。この車両を運転するときは、地形条件の変化を見
逃さないように必ず注意してください。

– 極度に粗い、滑りやすい、または緩んだ土地でこの車両を運転す
る場合、そのような土地での操作に必要なスキルを学び、練習す
るまでは絶対に運転しないでください。そのような類の土地で
は、特に注意を払ってください。

– 走行技術のセクションで説明されている転回時の正しい手順に必
ず従ってください。

– 車両や運転者にとって勾配が急すぎる斜面では、絶対にこの車両
を運転しないでください。

– 走行技術のセクションで説明されている登坂時の正しい手順に必
ず従ってください。斜面を上る前に、地形をよく確認してくださ
い。表面が極度に滑りやすいまたは緩んだ斜面は、絶対に上らな
いでください。

– 走行技術のセクションで説明されている斜面でのブレーキ操作お
よび降坂時の正しい手順に必ず従ってください。斜面を下る前
に、地形をよく確認してください。

– 走行技術のセクションで説明されている斜面を横切るときの正し
い手順に必ず従ってください。表面が極度に滑りやすいまたは緩
んだ斜面は避けてください。

– 登坂時にエンストしたり後方に倒れた場合は、必ず正しい手順に
従ってください。エンストを避けるには、登坂時に低速ギヤを使
用して一定の速度を保つようにしてください。登坂時にエンスト
したり後方に倒れた場合は、走行技術のセクションで説明されて
いる走行技術に関する手順に従ってください。

– 新しい土地で運転する前に、障害物がないか必ず確認してくださ
い。大きな岩や倒木などの大きな障害物上を走行しようとしない
でください。障害物上を運転するときは、走行技術のサブセク
ションで説明されている正しい手順に必ず従ってください。

– スリップまたは横滑りしているときは十分注意してください。水
平で滑らかな場所で低速で練習し、スリップまたは横滑り時の安
全操作を学ぶようにしてください。氷など極度に滑りやすい路面
ではゆっくり進み、制御不能なスリップの発生を抑えるために十
分に気を付けてください。

– 後進するときは、車両後ろ側に障害物や人がいないことを必ず確
認してください。後進しても安全なときは、ゆっくり進んでくだ
さい。

– 運転者、他のすべての貨物および追加されたアクセサリーを含め
た状態で、この車両の規定積載量を絶対に超えないようにしてく
ださい。荷物は均等に載せてしっかり固定してください。速度を
下げて、このガイドにある荷物の運搬やトレーラーの牽引に関す
る指示に従ってください。制動距離を長めに取ってください。

– この車両はジャンプするために設計されたものではありません。
ジャンプなどの動きの際に発生する大きな衝撃エネルギーを車両
が十分に吸収できないため、そのエネルギーが運転者に伝わると
危険なことになります。ウイリーを行うと、車両がひっくり返っ
て自身が下敷きになる可能性があります。ジャンプおよびウイ

安全上の特別な警告
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リーの両操作は危険であるため、どのようなときも避ける必要が
あります。

– 水深が深いまたは水の流れが速い場所では絶対に運転しないでく
ださい。水面は、ホイール上面よりも下になければなりません。
ブレーキが濡れている場合は制動能力が低下することを忘れない
でください。水、沼地または雪から出た後はブレーキのテストを
行ってください。必要に応じて、ブレーキを数回かけてパッドを
乾燥させます。

– 制動距離は、天候や地形条件、ブレーキシステムやタイヤの条
件、車両速度や姿勢、および牽引物を含む車両の負荷（ただしこ
れらに限定されません）の影響を受けやすいことを、必ず覚えて
おいてください。これらの条件に応じて走行を加減するようにし
てください。

– 後進する場合、BRPはATVに座るよう推奨しています。立ち上が
らないでください。体が前方に移動してスロットルレバーに体重
がかかり、思わぬ加速が生じて制御不能になる場合があります。

– 操作装置類が正常に機能しない場合は、絶対に車両を運転しない
でください。

– 必ず適切なタイヤ空気圧を維持してください。タイヤを交換する
ときは、推奨されているサイズとタイプのタイヤだけを使用して
ください。タイヤの情報については、このガイドの技術仕様のセ
クションを参照してください。

– 自身の技量や状況にとって速すぎる速度で走行すると負傷する場
合があります。安全に運転を継続できる程度のスロットルを開け
るようにしてください。統計から、事故や負傷は高速での転回時
によく起きていることが示されています。この車両が重いことを
忘れないでください。車両が転倒すると、車両重量が重く、運転
者が脱出できず、負傷する場合があります。

– アクセサリーを不適切に取り付けたり使用することでこの車両を
改造しないでください。BRPが使用を認めたアクセサリーのみを
使用してください。

– 運転者、他のすべての貨物および追加されたアクセサリーを含め
た状態で、この車両の規定積載量を絶対に超えないようにしてく
ださい。荷物は均等に載せてしっかり固定してください。速度を
下げて、このマニュアルにある荷物の運搬やトレーラーのけん引
に関する指示に従ってください。制動距離を長めに取ってくださ
い。

安全上の特別な警告
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運運転転にに関関すするる警警告告
下記の警告と様式は米国消費者製品安全委員会によって要求されて
いるものであり、すべてのATVのオペレーターズガイドに掲載する
必要があります。

下記の図は参考用です。使用されているモデルは異なる場合があり
ます。

正正ししいい説説明明をを受受けけずずにに車車両両をを運運転転ししたた場場合合

警警告告

考考ええらられれるる危危険険
適適切切なな説説明明をを受受けけるるここととななくくここのの車車両両をを運運転転すするる。。
起起ここるる事事象象
運運転転者者がが各各種種のの状状況況やや地地形形ににおおけけるるここのの車車両両のの正正ししいい運運転転方方法法
をを知知ららなないい場場合合、、事事故故のの危危険険がが非非常常にに高高くくななりりまますす。。
危危険険のの回回避避方方法法
初初心心者者やや経経験験のの浅浅いい運運転転者者ははトトレレーーニニンンググココーーススをを受受講講すするる必必
要要ががあありりまますす。。そそのの後後、、ココーーススでで学学んんだだ技技術術ややオオペペレレーータターーズズ
ガガイイドドにに記記載載さされれてていいるる運運転転技技術術をを定定期期的的にに練練習習すするる必必要要ががああ
りりまますす。。
トトレレーーニニンンググココーーススにに関関すするる詳詳細細はは、、認認定定CCaann--AAmmデディィーーララーーにに
おお問問いい合合わわせせくくだだささいい。。
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推推奨奨年年齢齢

警警告告

16才 未 満
運 転 禁 ⽌運 転 禁 ⽌運 転 禁 ⽌運 転 禁 ⽌運 転 禁 ⽌運 転 禁 ⽌運 転 禁 ⽌運 転 禁 ⽌
16才 未 満16才 未 満16才 未 満

考考ええらられれるる危危険険
ここのの車車両両のの推推奨奨年年齢齢にに従従わわなないい。。
起起ここるる事事象象
ここのの推推奨奨年年齢齢にに従従わわなないいとと、、未未成成年年がが重重傷傷をを負負っったたりり死死亡亡すするる
可可能能性性ががあありりまますす。。
未未成成年年ががここのの車車両両のの推推奨奨年年齢齢範範囲囲内内ででああっっててもも、、ここのの車車両両をを安安
全全にに運運転転すするるののにに必必要要なな技技量量、、能能力力、、ままたたはは判判断断力力をを有有ししてておお
ららずず、、重重大大なな事事故故にに巻巻きき込込ままれれるる場場合合ももあありりまますす。。
危危険険のの回回避避方方法法
1166才才未未満満のの人人ははここのの車車両両をを運運転転ししなないいででくくだだささいい。。

運転に関する警告
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リリアアララッッククにに同同乗乗者者をを座座ららせせるる行行為為

警警告告

考考ええらられれるる危危険険
同同乗乗者者ををここのの車車両両ののリリアアララッッククにに座座ららせせるる。。
起起ここるる事事象象
上上述述ののよよううにに同同乗乗者者をを座座ららせせるるここととでで：：
–– 車車両両のの安安定定性性がが損損ななわわれれ、、制制御御不不能能ににななるる可可能能性性ががあありりまま
すす。。

–– 固固いい面面へへのの衝衝撃撃にによよりり同同乗乗者者がが負負傷傷すするるここととががあありりまますす。。
–– 事事故故をを起起ここしし、、自自身身やや同同乗乗者者がが負負傷傷すするる可可能能性性ががあありりまますす。。
危危険険のの回回避避方方法法
同同乗乗者者ををここのの車車両両ののリリアアララッッククにに座座ららせせなないいででくくだだささいい。。

運転に関する警告
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路路面面上上ででのの車車両両

警警告告

考考ええらられれるる危危険険
舗舗装装面面ででここのの車車両両をを運運転転すするる。。
起起ここるる事事象象
タタイイヤヤはは、、オオフフロローードド専専用用ととししてて設設計計さされれてていいまますす（（舗舗装装路路でで
使使用用すするるたためめののももののででははあありりまませせんん））。。
舗舗装装面面ははここのの車車両両ののハハンンドドリリンンググ特特性性やや制制御御にに大大ききなな影影響響をを与与
ええ、、車車両両のの操操作作がが不不能能ににななるる場場合合ががあありりまますす。。
危危険険のの回回避避方方法法
ここのの車車両両をを歩歩道道、、車車道道、、駐駐車車場場、、通通りりななどどのの舗舗装装面面でで運運転転ししなな
いいででくくだだささいい。。

運転に関する警告
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公公道道、、一一般般道道、、ままたたはは高高速速道道路路ででのの走走行行

警警告告

考考ええらられれるる危危険険
公公道道、、一一般般道道、、ままたたはは高高速速道道路路をを走走行行すするる。。
起起ここるる事事象象
他他のの車車両両とと衝衝突突すするる可可能能性性ががあありりまますす。。
危危険険のの回回避避方方法法
土土やや砂砂利利ががああるる場場合合ででもも、、ここのの車車両両をを公公道道、、一一般般道道ままたたはは高高速速
道道路路上上でで絶絶対対にに運運転転ししなないいででくくだだささいい。。ここのの車車両両をを公公道道、、一一般般
道道、、ままたたはは高高速速道道路路でで走走行行すするるここととはは、、多多くくのの州州でで違違法法ととさされれ
てていいまますす。。

運転に関する警告



26 安全情報

保保護護具具未未着着用用ででのの運運転転

警警告告

考考ええらられれるる危危険険
使使用用がが認認めめらられれたたヘヘルルメメッットト、、ゴゴーーググルルおおよよびび保保護護具具をを着着用用すす
るるここととななくくここのの車車をを走走行行ささせせるる。。
起起ここるる事事象象
–– 使使用用がが認認めめらられれたたヘヘルルメメッットトをを着着用用せせずずにに走走行行すするるとと、、事事故故
のの際際にに頭頭部部にに重重傷傷をを負負っったたりり死死亡亡すするる可可能能性性がが高高ままりりまますす。。

–– ゴゴーーググルルをを着着用用せせずずにに走走行行すするるとと事事故故をを起起ここししたたりり、、事事故故のの
際際にに重重傷傷をを負負うう可可能能性性がが高高ままりりまますす。。

–– 保保護護具具をを着着用用せせずずにに走走行行すするるとと、、事事故故のの際際にに重重傷傷をを負負うう可可能能
性性がが高高ままりりまますす。。

危危険険のの回回避避方方法法
正正ししくく装装着着ででききるる認認めめらられれたたヘヘルルメメッットトをを着着用用ししててくくだだささいい。。
ままたた、、次次ののももののをを着着用用ししててくくだだささいい：：
–– 目目のの保保護護具具（（ゴゴーーググルルややフフェェイイススシシーールルドド））
–– 硬硬質質ののチチンンガガーードド
–– ググロローーブブととブブーーツツ
–– 長長袖袖シシャャツツままたたははジジャャケケッットト
–– ロロンンググパパンンツツ

運転に関する警告
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薬薬物物ややアアルルココーールル

警警告告

考考ええらられれるる危危険険
薬薬をを服服用用ししたたりりアアルルココーールルをを摂摂取取ししたた状状態態ででここのの車車両両をを使使用用すす
るる。。
起起ここるる事事象象
判判断断力力にに深深刻刻なな影影響響をを与与ええるる可可能能性性ががあありりまますす。。
状状況況にに対対すするる反反応応ががよよりり遅遅くくななるる可可能能性性ががあありりまますす。。
ババラランンススとと認認識識力力にに影影響響をを与与ええるる可可能能性性ががあありりまますす。。
事事故故をを起起ここししたたりり死死亡亡すするる可可能能性性ががあありりまますす。。
危危険険のの回回避避方方法法
運運転転者者はは、、薬薬をを服服用用ししたたりりアアルルココーールルをを摂摂取取ししたたりりししたた状状態態でで
ここのの車車両両をを絶絶対対にに使使用用ししなないいででくくだだささいい。。

運転に関する警告
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ススピピーードドのの出出ししすすぎぎ

警警告告

考考ええらられれるる危危険険
過過剰剰なな速速度度ででここのの車車両両をを運運転転すするる。。
起起ここるる事事象象
車車両両がが制制御御不不能能ににななるる可可能能性性がが高高ままりり、、事事故故をを起起ここすすここととががああ
りりまますす。。
危危険険のの回回避避方方法法
必必ずず地地形形、、視視認認性性、、運運転転条条件件、、おおよよびび自自身身のの経経験験にに適適ししたた速速度度
でで走走行行ししててくくだだささいい。。

ウウイイリリーーややジジャャンンププななどどののススタタンントト操操作作

警警告告

考考ええらられれるる危危険険
ウウイイリリーーややジジャャンンププななどどののススタタンントト操操作作をを行行うう。。
起起ここるる事事象象
転転覆覆ななどどのの事事故故をを起起ここすす可可能能性性がが高高ままりりまますす。。
危危険険のの回回避避方方法法
ウウイイリリーーややジジャャンンププななどどののススタタンントト操操作作をを絶絶対対にに行行わわなないいででくく
だだささいい。。目目立立ととううととすするる行行動動ははおお止止めめくくだだささいい。。

運転に関する警告
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車車両両のの点点検検

警警告告
考考ええらられれるる危危険険
車車両両のの点点検検をを行行わわずずにに運運転転すするる。。
車車両両をを正正ししくく維維持持ししなないい。。
起起ここるる事事象象
事事故故をを起起ここししたたりり装装置置がが損損傷傷すするる可可能能性性がが高高ままりりまますす。。
危危険険のの回回避避方方法法
走走行行前前にに必必ずず車車両両をを点点検検しし、、車車両両がが安安全全なな運運転転状状態態ににああるるこことと
をを確確認認ししててくくだだささいい。。
ここののオオペペレレーータターーズズガガイイドドにに記記載載ののメメンンテテナナンンススススケケジジュューールル
にに必必ずず従従っっててくくだだささいい。。

凍凍結結ししたた水水路路

警警告告
考考ええらられれるる危危険険
凍凍結結ししたた水水路路上上でで走走行行すするる。。
起起ここるる事事象象
氷氷のの上上ででブブレレーーキキををかかけけるるとと重重傷傷やや死死亡亡事事故故をを引引きき起起ここすす可可能能
性性ががあありりまますす。。
危危険険のの回回避避方方法法
車車両両ととそそのの荷荷重重、、おおよよびび動動くく車車両両にによよっってて生生じじるる力力をを支支ええるるのの
にに氷氷がが十十分分厚厚くく安安定定ししてていいるるここととをを確確認認すするるままでではは、、凍凍結結面面上上
ででここのの車車両両をを走走行行ささせせなないいででくくだだささいい。。

運転に関する警告
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車車両両ででのの適適切切なな姿姿勢勢

警警告告

考考ええらられれるる危危険険
運運転転中中にに運運転転者者がが手手ををハハンンドドルルババーーかからら放放ししたたりり、、足足ををフフッットト
レレスストトかからら放放すす。。
起起ここるる事事象象
一一方方のの手手やや足足をを放放すすだだけけででもも、、車車両両のの制制御御能能力力がが低低下下ししたたりり、、
ババラランンススをを崩崩ししてて車車両両かからら落落下下すするる可可能能性性ががあありりまますす。。フフッットト
レレスストトかからら足足をを放放すすとと、、足足がが後後輪輪にに当当たたりり、、負負傷傷ししたたりり事事故故をを
起起ここすす可可能能性性ががあありりまますす。。
危危険険のの回回避避方方法法
運運転転者者はは常常にに両両手手ででハハンンドドルルババーーををつつかかままななけけれればばななりりまませせ
んん。。車車両両のの運運転転中中はは、、両両足足ををフフッットトレレスストトにに乗乗せせるる必必要要ががあありり
まますす。。

運転に関する警告
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不不慣慣れれなな地地形形

警警告告

考考ええらられれるる危危険険
不不慣慣れれなな地地形形でで車車両両をを運運転転すするるととききにに十十分分なな注注意意をを払払わわなないい。。
起起ここるる事事象象
反反応応すするるののにに十十分分なな時時間間ががなないい状状態態でで隠隠れれたた岩岩、、隆隆起起部部、、ままたた
はは穴穴にに出出くくわわすすここととががあありりまますす。。
車車両両がが転転覆覆ししたたりり操操作作不不能能ににななっったたりりすするる可可能能性性ががあありりまますす。。
危危険険のの回回避避方方法法
ゆゆっっくくりり走走行行しし、、不不慣慣れれなな地地形形上上をを運運転転すするるととききはは十十分分注注意意しし
ててくくだだささいい。。
車車両両をを運運転転すするるととききはは、、地地形形条条件件のの変変化化をを見見逃逃ささなないいよよううにに必必
ずず注注意意ししててくくだだささいい。。

運転に関する警告
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極極度度にに粗粗いい、、滑滑りりややすすいい、、ままたたはは緩緩んんだだ地地形形でではは十十
分分にに注注意意ししててくくだだささいい

警警告告

考考ええらられれるる危危険険
極極度度にに粗粗いい、、滑滑りりややすすいい、、ままたたはは緩緩んんだだ土土地地でで運運転転すするるととききにに
十十分分なな注注意意をを払払わわなないい。。
起起ここるる事事象象
トトララククシショョンンのの喪喪失失ままたたはは車車両両がが制制御御不不能能なな状状態態をを引引きき起起ここすす
可可能能性性ががあありりまますす。。ここれれにによよりり、、転転覆覆ななどどのの事事故故をを起起ここすす可可能能
性性ががあありりまますす。。
危危険険のの回回避避方方法法
極極度度にに粗粗いい、、滑滑りりややすすいい、、ままたたはは緩緩んんだだ土土地地ででここのの車車両両をを運運転転
すするる場場合合、、そそののよよううなな土土地地ででのの操操作作にに必必要要ななススキキルルをを学学びび、、練練
習習すするるままでではは絶絶対対にに運運転転ししなないいででくくだだささいい。。
そそののよよううなな類類のの土土地地でではは、、特特にに注注意意をを払払っっててくくだだささいい。。

運転に関する警告
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不不適適切切なな転転回回

警警告告

考考ええらられれるる危危険険
不不適適切切なな転転回回。。
起起ここるる事事象象
車車両両がが操操作作不不能能ととななりり、、衝衝突突やや転転覆覆をを引引きき起起ここすす可可能能性性ががあありり
まますす。。
危危険険のの回回避避方方法法
ここののオオペペレレーータターーズズガガイイドドにに記記載載のの転転回回手手順順にに必必ずず従従っっててくくだだ
ささいい。。低低速速でで転転回回のの練練習習をを行行っっててかからら高高速速でで転転回回すするるよよううににしし
ててくくだだささいい。。
過過剰剰なな速速度度でで転転回回ししなないいででくくだだささいい。。

運転に関する警告
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勾勾配配がが急急なな斜斜面面

警警告告

考考ええらられれるる危危険険
勾勾配配がが急急なな斜斜面面ででのの運運転転。。
起起ここるる事事象象
勾勾配配がが急急なな斜斜面面でではは、、水水平平面面やや軽軽微微なな斜斜面面にに比比べべてて車車両両ががよよりり
簡簡単単にに転転覆覆すするる可可能能性性ががあありりまますす。。
危危険険のの回回避避方方法法
車車両両やや運運転転者者ににととっってて勾勾配配がが急急すすぎぎるる斜斜面面でではは、、絶絶対対ににここのの車車
両両をを運運転転ししなないいででくくだだささいい。。
軽軽微微なな斜斜面面でで練練習習ししててかからら急急なな斜斜面面でで運運転転ししててくくだだささいい。。

運転に関する警告
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登登坂坂走走行行

警警告告

考考ええらられれるる危危険険
不不適適切切なな登登坂坂走走行行。。
起起ここるる事事象象
操操作作不不能能ににななっったたりり車車両両がが転転覆覆すするる可可能能性性ががあありりまますす。。
危危険険のの回回避避方方法法
ここののオオペペレレーータターーズズガガイイドドにに記記載載のの登登坂坂手手順順にに必必ずず従従っっててくくだだ
ささいい。。
斜斜面面をを上上るる前前にに、、必必ずず地地形形ををよよくく確確認認ししててくくだだささいい。。
表表面面がが極極度度にに滑滑りりややすすいいままたたはは緩緩んんだだ斜斜面面はは、、絶絶対対にに上上ららなないい
ででくくだだささいい。。
体体重重をを前前方方へへ移移動動ししててくくだだささいい。。
ススロロッットトルルをを突突然然開開いいたたりり、、突突然然ギギヤヤチチェェンンジジをを行行わわなないいででくく
だだささいい。。車車両両がが後後方方ににひひっっくくりり返返るる可可能能性性ががあありりまますす。。
傾傾斜斜地地のの頂頂上上をを高高速速でで走走りり抜抜けけなないいででくくだだささいい。。斜斜面面のの向向ここうう
側側にに障障害害物物やや急急なな落落ちち込込みみががああっったたりり、、他他のの車車両両やや人人ががいいるる可可
能能性性ががあありりまますす。。

運転に関する警告
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降降坂坂走走行行

警警告告

考考ええらられれるる危危険険
不不適適切切なな降降坂坂走走行行。。
起起ここるる事事象象
操操作作不不能能ににななっったたりり車車両両がが転転覆覆すするる可可能能性性ががあありりまますす。。
危危険険のの回回避避方方法法
ここののオオペペレレーータターーズズガガイイドドにに記記載載のの降降坂坂手手順順にに必必ずず従従っっててくくだだ
ささいい。。

注注記記：：
降降坂坂時時ののブブレレーーキキ操操作作ににはは特特殊殊なな技技術術がが必必要要でですす。。

斜斜面面をを下下るる前前にに、、必必ずず地地形形ををよよくく確確認認ししててくくだだささいい。。
体体重重をを後後方方へへ移移動動ししててくくだだささいい。。
絶絶対対にに高高速速でで斜斜面面をを下下ららなないいででくくだだささいい。。
車車両両がが片片側側ににききつつくく傾傾くくよよううなな傾傾斜斜ののああるる斜斜面面をを下下るるののはは避避けけ
ててくくだだささいい。。ででききるる限限りり斜斜面面をを真真っっ直直ぐぐ降降りりててくくだだささいい。。

運転に関する警告
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斜斜面面のの横横断断ままたたはは斜斜面面ででのの転転回回

警警告告

考考ええらられれるる危危険険
不不適適切切なな斜斜面面のの横横断断ままたたはは斜斜面面ででのの転転回回。。
起起ここるる事事象象
操操作作不不能能ににななっったたりり車車両両がが転転覆覆すするる可可能能性性ががあありりまますす。。
危危険険のの回回避避方方法法
オオペペレレーータターーズズガガイイドドにに記記載載さされれてていいるる転転回回技技術術をを水水平平面面でで習習
得得すするるままでではは、、斜斜面面でで車車両両のの転転回回をを絶絶対対にに行行わわなないいででくくだだささ
いい。。斜斜面面でで転転回回すするるととききはは十十分分気気ををつつけけててくくだだささいい。。
可可能能なな場場合合はは、、勾勾配配がが急急なな斜斜面面をを横横切切るるののはは避避けけててくくだだささいい。。
斜斜面面をを横横切切るるととききはは：：
ここののオオペペレレーータターーズズガガイイドドにに記記載載のの正正ししいい手手順順にに必必ずず従従っっててくく
だだささいい。。
表表面面がが極極度度にに滑滑りりややすすいいままたたはは緩緩んんだだ斜斜面面はは避避けけててくくだだささいい。。

運転に関する警告
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登登坂坂中中ののエエンンスストト、、後後方方へへのの転転倒倒、、ままたたはは降降車車

警警告告

考考ええらられれるる危危険険
登登坂坂中中ののエエンンスストト、、後後方方へへのの転転倒倒、、ままたたはは不不適適切切なな降降車車。。
起起ここるる事事象象
車車両両がが転転覆覆すするる可可能能性性ががあありりまますす。。
危危険険のの回回避避方方法法
登登坂坂時時にに低低速速ギギヤヤをを使使用用ししてて一一定定のの速速度度をを保保つつよよううににししててくくだだ
ささいい。。
前前進進速速度度をを失失っったた場場合合：：
–– 運運転転者者はは、、体体重重をを斜斜面面のの上上方方向向にに維維持持ししててくくだだささいい。。ススロロッッ
トトルルをを突突然然開開いいたたりり、、突突然然ギギヤヤチチェェンンジジをを行行わわなないいででくくだだささ
いい。。車車両両がが後後方方ににひひっっくくりり返返るる可可能能性性ががあありりまますす。。

–– ブブレレーーキキををかかけけまますす。。
–– 停停止止ししたたららパパーーキキンンググブブレレーーキキををかかけけまますす。。
–– 斜斜面面上上でで車車両両がが真真っっ直直ぐぐ上上をを向向いいてていいるる場場合合はは、、斜斜面面のの上上側側
かからら降降車車ししまますす。。

後後方方にに倒倒れれかかけけてていいるる場場合合：：
–– 運運転転者者はは、、体体重重をを斜斜面面のの上上方方向向にに維維持持ししててくくだだささいい。。ススロロッッ
トトルルをを突突然然開開いいたたりり、、突突然然ギギヤヤチチェェンンジジをを行行わわなないいででくくだだささ
いい。。車車両両がが後後方方ににひひっっくくりり返返るる可可能能性性ががあありりまますす。。

–– 後後方方ににひひっっくくりり返返ろろううととししてていいるる間間はは、、絶絶対対ににリリアアブブレレーーキキ
ををかかけけなないいででくくだだささいい。。

–– フフロロンントトブブレレーーキキをを徐徐々々ににかかけけまますす。。
–– 完完全全にに停停止止ししたたらら、、リリアアブブレレーーキキををかかけけててパパーーキキンンググブブレレーー
キキををかかけけまますす。。

–– 斜斜面面上上でで車車両両がが真真っっ直直ぐぐ上上をを向向いいてていいるる場場合合はは、、斜斜面面のの上上側側
かからら降降車車ししまますす。。

–– 車車両両のの周周りりをを回回っってて乗乗車車しし、、ここののオオペペレレーータターーズズガガイイドドにに記記
載載さされれてていいるる手手順順にに従従いいまますす。。

運転に関する警告
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障障害害物物をを乗乗りり越越ええてて走走行行すするる

警警告告

考考ええらられれるる危危険険
障障害害物物のの上上をを誤誤っったた方方法法でで運運転転すするる。。
起起ここるる事事象象
操操作作不不能能ににななっったたりり衝衝突突ししたたりりすするる可可能能性性ががあありりまますす。。
車車両両がが転転覆覆すするる可可能能性性ががあありりまますす。。
危危険険のの回回避避方方法法
新新ししいい土土地地でで運運転転すするる前前にに、、障障害害物物ががなないいかか確確認認ししててくくだだささ
いい。。
大大ききなな岩岩やや倒倒木木ななどどのの大大ききなな障障害害物物上上をを走走行行ししよよううととししなないいでで
くくだだささいい。。
障障害害物物上上をを走走るるととききはは、、ここののオオペペレレーータターーズズガガイイドドにに記記載載のの正正
ししいい手手順順にに必必ずず従従っっててくくだだささいい。。

運転に関する警告
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横横滑滑りりややススラライイデディィンンググ

警警告告

考考ええらられれるる危危険険
誤誤っったた方方法法ででススリリッッププやや横横滑滑りりををすするる。。
起起ここるる事事象象
ここのの車車両両のの制制御御をを失失うう場場合合ががあありりまますす。。
ままたた、、突突然然トトララククシショョンンがが回回復復ししてて車車両両がが転転覆覆すするる場場合合ががあありり
まますす。。
危危険険のの回回避避方方法法
水水平平でで滑滑ららかかなな場場所所でで低低速速でで練練習習しし、、ススリリッッププままたたはは横横滑滑りり時時
のの安安全全操操作作をを学学ぶぶよよううににししててくくだだささいい。。
氷氷ななどど極極度度にに滑滑りりややすすいい路路面面ででははゆゆっっくくりり進進みみ、、制制御御不不能能ななスス
リリッッププやや横横滑滑りりのの発発生生をを抑抑ええるるたためめにに十十分分にに気気をを付付けけててくくだだささ
いい。。

運転に関する警告
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水水深深がが深深いいままたたはは水水のの流流れれがが速速いい場場合合

警警告告

考考ええらられれるる危危険険
水水深深がが深深いいままたたはは水水のの流流れれがが速速いい場場所所ででここのの車車両両をを運運転転すするる。。
起起ここるる事事象象
タタイイヤヤがが浮浮いいててトトララククシショョンンやや制制御御をを失失いい、、事事故故をを引引きき起起ここすす
可可能能性性ががあありりまますす。。
危危険険のの回回避避方方法法
水水深深がが深深いいままたたはは水水のの流流れれがが速速いい場場所所ででははここのの車車両両をを絶絶対対にに運運
転転ししなないいででくくだだささいい。。
水水たたままりりをを横横切切ろろううととすするる前前にに、、水水深深やや流流れれをを確確認認ししててくくだだささ
いい。。水水面面はは、、ホホイイーールル上上面面よよりりもも下下ににななけけれればばななりりまませせんん。。
ブブレレーーキキがが濡濡れれてていいるる場場合合はは制制動動能能力力がが低低下下すするるここととをを忘忘れれなな
いいででくくだだささいい。。水水かからら出出たた後後ははブブレレーーキキののテテスストトをを行行っっててくくだだ
ささいい。。必必要要にに応応じじてて、、ブブレレーーキキをを数数回回かかけけててパパッッドドをを乾乾燥燥ささせせ
まますす。。

運転に関する警告
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リリババーーススででのの運運転転

警警告告

考考ええらられれるる危危険険
誤誤っったた方方法法でで後後進進すするる。。
起起ここるる事事象象
車車両両後後方方のの障障害害物物やや人人ににぶぶつつかかりり、、重重傷傷をを引引きき起起ここすす可可能能性性がが
あありりまますす。。
危危険険のの回回避避方方法法
リリババーーススギギヤヤをを選選択択ししたたととききにに、、車車両両後後方方のの障障害害物物やや人人ががなないい
ここととをを確確認認ししててくくだだささいい。。後後進進ししててもも安安全全ななととききはは、、ゆゆっっくくりり
進進んんででくくだだささいい。。

運転に関する警告
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タタイイヤヤ空空気気圧圧

警警告告

考考ええらられれるる危危険険
不不適適切切ななタタイイヤヤをを使使用用ししてて、、ままたたははタタイイヤヤ空空気気圧圧がが不不適適切切ももしし
くくはは不不均均等等なな状状態態ででここのの車車両両をを運運転転すするる。。
起起ここるる事事象象
ここのの車車両両にに不不適適切切ななタタイイヤヤをを使使用用すするる、、ままたたははタタイイヤヤ空空気気圧圧がが
不不適適切切ももししくくはは不不均均等等なな状状態態ででここのの車車両両をを運運転転すするるとと、、制制御御不不
能能ににななっったたりり、、タタイイヤヤがが破破裂裂ししたたりり、、タタイイヤヤががリリムムのの周周りりをを動動
いいたたりり、、事事故故のの危危険険がが高高ままるる場場合合ががあありりまますす。。
危危険険のの回回避避方方法法
オオペペレレーータターーズズガガイイドドのの中中ででここのの車車両両向向けけにに規規定定さされれてていいるるササ
イイズズおおよよびびタタイイププののタタイイヤヤをを必必ずず使使用用ししててくくだだささいい。。
ここののオオペペレレーータターーズズガガイイドドにに記記載載さされれてていいるる適適切切ななタタイイヤヤ空空気気
圧圧をを必必ずず維維持持ししててくくだだささいい。。
損損傷傷ししてていいるるホホイイーールルままたたははタタイイヤヤはは交交換換ししててくくだだささいい。。

運転に関する警告
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不不適適切切なな改改造造

警警告告

考考ええらられれるる危危険険
不不適適切切なな改改造造ををししたた状状態態ででここのの車車両両をを運運転転すするる。。
起起ここるる事事象象
ここのの車車両両ににアアククセセササリリーーをを不不適適切切にに取取りり付付けけたたりり、、不不適適切切なな改改
造造をを行行ううとと、、ハハンンドドリリンンググ性性能能にに変変化化がが生生じじてて場場合合にによよっっててはは
事事故故をを引引きき起起ここすすここととががあありりまますす。。
危危険険のの回回避避方方法法
アアククセセササリリーーをを不不適適切切にに取取りり付付けけたたりり使使用用すするるここととででここのの車車両両
をを改改造造ししなないいででくくだだささいい。。ここのの車車両両にに加加ええらられれるる部部品品ややアアククセセ
ササリリーーははすすべべてて、、BBRRPPがが認認めめたたももののででななくくててははななららずず、、指指示示にに
従従っってて取取りり付付けけおおよよびび使使用用さされれななけけれればばななりりまませせんん。。質質問問ががああ
るる場場合合はは、、CCaann--AAmmデディィーーララーーににおお問問いい合合わわせせくくだだささいい。。
11--UUPPモモデデルルにに市市販販のの同同乗乗席席をを取取りり付付けけたたりり、、ララッッククをを使使用用ししてて
同同乗乗者者をを運運んんだだりりししなないいででくくだだささいい。。
速速度度やや性性能能をを向向上上すするるたためめのの車車両両のの改改造造はは、、所所有有すするる車車両両のの限限
定定保保証証のの条条件件にに違違反反すするる場場合合ががあありりまますす。。ままたた、、エエンンジジンンややエエ
キキゾゾーースストトココンンポポーーネネンントトのの取取りり外外ししはは、、ほほととんんどどのの法法律律のの下下
でで違違法法ととななりりまますす。。

運転に関する警告
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荷荷物物のの搭搭載載、、運運搬搬、、牽牽引引

警警告告

考考ええらられれるる危危険険
ここのの車車両両へへのの過過積積載載、、不不適適切切なな荷荷物物のの運運搬搬ままたたはは牽牽引引。。
起起ここるる事事象象
車車両両ののハハンンドドリリンンググ性性能能にに変変化化がが生生じじてて事事故故をを引引きき起起ここすす可可能能
性性ががあありりまますす。。
危危険険のの回回避避方方法法
運運転転者者、、他他のの貨貨物物おおよよびび追追加加さされれたたアアククセセササリリーーをを含含めめたた状状態態
でで、、ここのの車車両両のの規規定定積積載載量量をを絶絶対対にに超超ええなないいよよううににししててくくだだささ
いい。。
荷荷物物はは均均等等にに載載せせててししっっかかりり固固定定ししててくくだだささいい。。
荷荷物物をを運運搬搬ししたたりりトトレレーーララーーをを牽牽引引すするるととききはは速速度度をを下下げげててくく
だだささいい。。制制動動距距離離をを長長めめにに取取っっててくくだだささいい。。
オオペペレレーータターーズズガガイイドドにに記記載載さされれてていいるる荷荷物物のの運運搬搬ままたたははトト
レレーーララーーのの牽牽引引にに関関すするる指指示示にに必必ずず従従っっててくくだだささいい。。

運転に関する警告
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可可燃燃物物ままたたはは危危険険物物のの運運搬搬

警警告告

考考ええらられれるる危危険険
可可燃燃物物ままたたはは危危険険物物のの運運搬搬でで爆爆発発をを引引きき起起ここすす可可能能性性ががああるる。。
起起ここるる事事象象
重重傷傷やや死死亡亡事事故故をを引引きき起起ここすす可可能能性性ががあありりまますす。。
危危険険のの回回避避方方法法
可可燃燃物物ままたたはは危危険険物物をを運運搬搬ししなないいででくくだだささいい。。
ここのの車車両両はは、、市市販販のの燃燃料料容容器器ををししっっかかりり固固定定ででききるるよよううにに設設計計
さされれてていいまませせんん。。

運転に関する警告
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走走行行前前点点検検

走走行行前前点点検検用用チチェェッッククリリスストト
エエンンジジンン始始動動前前ににすすべべききこことと（（キキーーははOOFFFFのの状状態態））

点点検検項項目目 実実施施すするる点点検検 ��

エンジンオイ
ル エンジンオイルのレベルを点検します。

クーラント クーラントレベルの点検

ブレーキ液 ブレーキオイルレベルを点検します。

漏れ: 車両の下に漏れがないか点検します。

スロットルレ
バー

スロットルレバーを数回作動させて自由に
動くか点検します。レバーを放したとき
は、レバーがアイドリング位置に復帰しな
ければなりません。

ブレーキロッ
クレバー

ブレーキロックレバーをかけて、正常に機
能するか確認します

エンジンエア
フィルター

エンジンエアフィルターを点検し、清掃し
ます。

エキゾースト
システム

まだ行われていない場合は、排気システム
周辺エリアを清掃します（特に、前回の運
転で車両が沼地、湿地、または枯草や落ち
葉がある場所で使用された場合）。

ラジエーター ラジエーターが汚れていないか点検しま
す。

シート

（前後に引いたり）後ろに引き上げる動作
を数回行い、シートが所定位置に正しく固
定されたことを確認します。取り付け中に
独特のスナップ音が聞こえても、適切に取
り付けられていることを確認するために、
必ずそれを後ろに引き上げてください。

タイヤ
タイヤの空気圧と状態を確認します。タイ
ヤ圧と最大荷重ラベルを参照し、積載量に
基づいて調整します。
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点点検検項項目目 実実施施すするる点点検検 ��

ホイール

ホイールに損傷や異常な遊びがないか点検
し、ラグナットが締め付けられていること
を確認します。
トルクの仕様については、メンテナンス手
順のホイールおよびタイヤを参照してくだ
さい。

ドライブシャ
フトベローズ

ドライブシャフトベローとプロテクターの
状態を点検します。

カーゴ

荷物を運搬する場合は積載量を守ってくだ
さい。カーゴラックへの搭載を参照してく
ださい。
荷物がラックに適切に固定されていること
を確認します。

トレーラーや他の装置を牽引する場合：
– ヒッチおよびトレーラーボールの状態を
点検します。

– ヒッチに貼付されているラベルに記載の
最大垂直荷重および最大牽引荷重を順守
してください。技術仕様を参照してくだ
さい。

– トレーラーがヒッチに正しく固定されて
いることを確認します。

シャーシおよ
びサスペンシ
ョン

車両の下を確認してシャーシやサスペンシ
ョンコンポーネントに異物の付着がないか
点検し、異物を取り除きます。

エエンンジジンン始始動動前前ににすすべべききこことと（（キキーーははOONNのの状状態態））

点点検検項項目目 実実施施すするる点点検検 ��

デジタルディ
スプレイ

（キーをONにしてから数秒間）デジタルデ
ィスプレイのインジケーターランプの挙動
を注視します。

デジタルディスプレイにメッセージが表示
されていないか確認します。

ライト
次の動作と明るさを点検します。
– ヘッドライト（ハイおよびロー）

走行前点検
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点点検検項項目目 実実施施すするる点点検検 ��

– テールライト
– ブレーキライト

燃料レベル 燃料レベルを確認します。

Horn（ホーン
）

ホーンの動作を確認します（装備の場合
）。

エエンンジジンン始始動動後後ににすすべべききこことと

点点検検項項目目 実実施施すするる点点検検 ��

RF D.E.S.S.ポ
スト

D.E.S.S.キーをD.E.S.S.ポストから引いてエ
ンジンを停止することで、D.E.S.S. ポスト
が正常に動作しているか点検しま
す。D.E.S.S.キーを再度取り付けてエンジ
ンを再始動します。

エンジンスト
ップスイッチ

エンジン・ストップ・スイッチが正常であ
るか確認します。エンジンを再始動する。

ステアリング
ステアリングホイールを左右にいっぱいま
で回し、支障なく動作することを確認しま
す。

シフトレバー シフトレバー（P、R、N、HおよびL）の動
作を点検します。

ブレーキ

ゆっくりと数フィート前進し、ブレーキレ
バーおよびブレーキペダルを別々に作動し
ます。ブレーキが十分にかかる必要があり
ます。レバーとペダルを放すと、それらが
完全に元の位置に戻らなければなりませ
ん。

2WD/4WDセ
レクター

すべてのモードの動作を確認します。
– 2WD
– 4WD
– 4WDLock（装備されている場合）。

走行前点検
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乗乗車車
この車両を楽しく快適に乗るために、従うべきいくつかの基本的
ルールとヒントがあります。これらのルールとヒントは、常識的な
ものであったりユーザーにとって初めての内容である場合がありま
す。

時間を取って、このオペレーターズガイドおよび製品上のすべての
警告ラベルを読み、この車両に付属の安全講習ビデオをご覧くださ
い。乗る前にこの車両について知っておくべきことが十分に説明さ
れています。

初心者または経験のある運転者かどうかに関わらず、個人の安全の
ために、この車両の操作装置と機能について知っておくことが重要
です。また、正しい走行方法を知ることも同じように重要です。

本製品は、オフロード専用の高性能ATVです。経験の浅い運転者は
危険を見落とし、さまざまな地形条件で見られるこのATV特有の動
作に驚く可能性があります。

お住まいの地域で、道路で使用することが許されている場合、舗装
面上で短距離だけ、車両をひとつのオフロード使用地域から別の使
用地域に動かす目的のためにのみ、車両を走行させてください。車
両を常に低速で走行させてください。絶対に40 km/h（25 MPH）を
超えないでください。旋回するときは速度を下げてください。

公道や通りを走行するときは、常にすべての交通規則を遵守してく
ださい。道路を横断する場合、リーダーの運転者は、車両から降り
て、周りに注意を払い、ほかの運転者に指示を出します。同乗者が
先に横断した場合は、その人が運転者の横断を手助けします。

歩道上を走行しないでください。歩道は歩行者用のものです。

このオペレーターズガイドの情報がすべてではありません。地元当
局、ATVクラブ、認定ATVトレーニング団体で詳細情報を取得し
て、トレーニングを受けること、または正規Can-Am Off-Road
ディーラーに相談することを強く推奨します。

製品に貼付されている警告ラベルに記載の推奨年齢に従うことを推
奨します。ユーザーがこの車両の推奨年齢範囲内であっても、この
車両を安全に運転するのに必要な技量、能力、または判断力を有し
ておらず、重大な事故に巻き込まれる場合もあります。

認知機能障害や身体的障害を持つ方は、転覆や衝突の危険にさらさ
れることが多く、負傷や死亡事故を引き起こす恐れがあります。

この車両は、運転者1人だけを乗せるように特別に設計されていま
す。運転者の動きを制限することのない長いシートであっても、同
乗者を運ぶために設計されたものではありません。

1-UPモデルに市販の同乗席を取り付けたり、ラックを使用して同乗
者を運んだりしないでください。同乗者を乗せると車両の安定性や
操作に影響する場合があります。
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どの車両も同じものではありません。各車両は、異なる性能特性、
コントロール類、および特徴を備えています。乗り心地と操作性も
異なっています。

オフロード条件で走り出す前に、操作装置や車両の一般的な動きを
十分熟知してください。危険がなく各操作の応答を感じることがで
きる適した場所で、運転の練習を行ってください。練習は低速で行
います。高速での走行は、十分な経験、知識、および適した走行条
件が必要となります。

走行条件は場所ごとに異なります。それぞれの場所は天候条件の影
響を受け、時間や季節によって激しく変化する場合があります。

砂地での走行は、雪上や森林、沼地での走行とは異なります。それ
ぞれの場合では、非常に高い認識力とスキルが必要な場合がありま
す。適切な判断を心掛けてください。常に注意を払いながら走行し
てください。立ち往生したり負傷する可能性のある危険を不用意に
負わないようにしてください。

車両はどこでも安全に走行すると思い込まないでください。穴、く
ぼみ、バンク、柔らかいまたは硬い「地面」などの不規則性による
突然の地形の変化によって、車両が転倒したり不安定になる場合が
あります。このような状況を避けるために、速度を下げて必ず前方
の地形を確認してください。車両が転倒や横転を始めた場合、倒れ
る方向とは反対の方向に直ちに車両から降りるのが最善の方法で
す。

車両の「12ヶ月安全点検」を受けていただくことをお勧めします。
詳細については、認定Can-Am Off-roadディーラーに相談してくださ
い。可能な限り、認定Can-Am Off-roadディーラーでシーズン前点検
を受けていただくようお勧めします。認定Can-Am Off-roadディー
ラーを訪ねると、ご自身の車両が安全キャンペーンの対象になって
いるかどうかを確認できます。安全に関するサービスキャンペーン
のお知らせが届いた場合は、できるだけ早く認定Can-Am Off-road
ディーラーにお問い合わせいただくようお勧めします。

必要とするアクセサリーが入手できるかどうかについては、正規
Can-Am Off-roadディーラーにご相談ください。

ラライイデディィンンググギギアア
実際の天候条件を確かめて、適切な服装を決めてください。予想さ
れる最も寒い天候に適した衣服を着用してください。肌の上に防寒
用下着を着用すると、断熱性が高くなります。運転者は、使用が認
められたヘルメット、ゴーグル、ブーツ、グローブ、長袖のシャツ
および長ズボンなど、適切な保護具と衣服を常に着用することが重
要です。このような衣服によって、走行中に遭遇する軽微な危険か
ら保護されます。運転者は、車両に巻き込まれたり、木の枝や背の
低い木々に引っ掛かる恐れのある、スカーフなどのだぶついた衣類
を着用しないでください。条件によっては、曇り止めゴーグルやサ
ングラスが必要になる場合があります。ゴーグルやサングラスで利

乗車
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用できるさまざまな色のレンズは、地形の違いを見分けるのに役立
ちます。サングラスは日中だけ着用してください。

適 切 な ⾛ ⾏ ⽤ 保 護 具 を 着 ⽤ し た 運 転 者

使 ⽤ 許 可 さ れ て
い る ヘ ル メ ッ ト

胸 部
プ ロ テ ク タ ー

グ ロ ー ブ

ブ ー ツ

⻑ 袖

丈 夫 で ⻑ い ズ ボ ン

⾛ ⾏ ⽤ の チ ン ガ ー ド

眼 ⽤ 保 護 具

同同乗乗者者をを乗乗せせたた運運転転
この車両は、運転者1人だけを乗せるように特別に設計されていま
す。

長いシートが取り付けられていても、車両は同乗者を運ぶために設
計されたものではなく、また同乗者の運搬を意図したものではあり
ません。

同乗者を乗せようとして同乗席を取り付けたりカーゴエリアを使用
しないでください。同乗者を乗せると車両の安定性や操作に影響す
る場合があります。

乗車
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レレククリリエエーーシショョンン走走行行
この車両は泥地での走行専用に設計されているため、そのような走
行条件下では地上高が高くなります。

トレイルでの走行条件によっては、地上高やタイヤのタイプが車両
のハンドリング特性、トラクション、および安定性に大きく影響す
る場合があります。

そのような条件では速度を下げてください。

他の人の権利や限度を考慮してください。他の種類のオフロード用
途のために指定されている場所からは離れてください。これには、
スノーモービルのトレイル、乗馬コース、スキーのクロスカント
リーのコース、マウンテンバイクのトレイルなどがあります。トレ
イル上に誰もいないと想定しないでください。常にトレイルの右側
を維持し、トレイルの片方からもう片方へとジグザグに進まないで
ください。他のトレイル使用者が前方に現れた場合は、停止するか
脇へ寄せる準備をしてください。

地域の4輪バギークラブにご参加ください。このようなクラブでは、
地図やアドバイスが提供され、走行できる場所の情報を入手するこ
とができます。近隣にクラブがない場合は、クラブの立ち上げにご
協力ください。グループでの走行やクラブの活動は楽しいものであ
り、社会経験が得られます。

他のライダーからの安全離隔距離を保ってください。速度、地形条
件、天候、車両の機械的状態の判断、および自分自身が周りの人に
対して持っている「判断の信用」は、適切な安全離隔距離をより良
く判断するための助けとなります。他の原動機付き車両のように、
この車両は「急には」止まれません。

走行する前に、どこに行くか、帰る予定時間を誰かに伝えましょ
う。

走行時間の長さに応じて、補助用のツール、飲食品、および非常用
装置を搭載してください。ガソリンやオイルを補給できる場所も確
認してください。遭遇しうる状況に対処するための準備を行ってく
ださい。

救急箱 モンキーレンチ

携帯電話 ナイフ

摩擦テープ 懐中電灯

立ち往生している車両の救出用
ロープまたはストラップ 色付きレンズのゴーグル

乗車
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軽食 トレールマップ

付属の多機能ツール 水

タイヤ空気圧ゲージ

泥泥地地ででのの走走行行
この車両は泥地での走行専用に設計されています。ATVをトレイル
で走行している場合を除き、低速ギヤを使用する必要があります。

この車両は、粗い地形や極度の条件に対応するように製造されてい
ますが、誤って使用すると、特定のコンポーネントの回復不能な摩
耗や故障を引き起こす場合があります。

スロットルを大きく開けて非常に深い泥地を走行しているときに、
急にハンドルを切ったりいっぱいまでハンドルを切ったりしないで
ください。

点検およびメンテナンススケジュールを厳守する必要があります。

環環境境
この車両の長所の 1 つは、ほとんどの地域から距離のある、人里離
れた場所へと向かえることです。しかし、自然そして他の人の楽し
む権利を常に大切する必要があります。環境保護指定区域には乗り
入れないでください。森林でできる作物や低木の上での走行、木の
伐採、フェンスの取り壊し、ホイールのスピン、地形の破壊はしな
いでください。「そっと」走るようにしてください。

ごみや異物などがこの車両のエキゾーストやエンジンの他の高温箇
所の近くに堆積して着火し、それが乾燥した草に落下した場合、火
事が発生する可能性があります。ごみや異物が堆積するような湿地
帯、湿原、背の高い草がある所での走行は避けてください。これら
の場所で走行する場合は、エンジンおよび高温箇所を点検し、ごみ
や異物を取り除いてください。詳細は、車両のお手入れを参照して
ください。

野生動物を追いかけることは、多くの地域で違法とされています。
野生動物は、原動機付き車両に追いかけられた後に、極度の疲労で
命を落とすこともあります。トレイル上で動物に出くわした場合
は、車両を停止して、注意しながら静かに見守ってください。これ
は、人生の中の良い思い出の 1つとなるでしょう。

「持ち込んだ物は持ち帰る」というルールを守ってください。ごみ
を散らかさないでください。許可を得ていない限り、キャンプファ
イヤーは行わないでください。行う場合は、乾燥した地域から離れ
た場所でのみ行ってください。トレイル上で自身が生み出す危険
が、後日であっても他人や自分自身を負傷させる場合があります。

乗車



安全情報 55

農地を大切にしてください。私有地を走る前に、土地の所有者の許
可を必ず得てください。穀物、家畜、土地の境界線を大切にしてく
ださい。

最後に、小川や湖、川を汚さないでください。車両の排気ガス量が
変わるため、エンジンやエキゾーストシステムを改造したり、それ
らのコンポーネントを取り外したりしないでください。

設設計計上上のの制制限限
車両は同クラスの中でも非常に丈夫なものですが、軽量の車両とし
て定義されており、その運転も特定の目的に制限されています。

車両の一部に荷重を追加すると、重力的安定性や性能に変化が生じ
ます。

オオフフロローードドででのの運運転転
オフロードでの運転特性は危険なものです。車両走行のために特に
整備されていない地形には、地面を構成する物質、形状、険しさが
予測できない内在的な危険が存在します。地形自体が連続する危険
な要素を呈しており、この地形を走破しようとするオペレーター
は、このことを承知の上で受け入れなければなりません。

車両をオフロードで走らせるオペレーターは、最も安全な経路を選
択し目の前の地形から目を離さないよう、常に最大限の注意を払う
必要があります。この車両に適用される走行時の指示に十分慣れて
いない人にこの車両を運転させたり、険しく不安定な地形で運転す
るのは絶対に止めてください。

走走行行技技術術
このガイドの情報がすべてではありません。認定されたトレーニン
グコースの指示に従い、知識やスキルを向上させてください。

配慮、注意、経験および運転技術は、車両を運転する際の危険に対
する最も良い予防策となります。

トレイル上のすべての標識を厳守してください。標識は、自身や他
の人を手助けするために設置されています。

オフロード運転では、速度ではなく、パワーとトラクションが重要
になります。視認性や自身の能力に見合わない速い速度での運転は
せず、取り得る安全なルートを選択してください。

傾斜、そして岩や切り株などの障害物に突然の変化がないか、目の
前の地形を常に確認してください。これらのものにより安定性を損
ない、転倒や横転を引き起こす可能性があります。

乗車
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また、傾斜やバンクの反対側の地形条件を知っておくことも、賢明
な考えです。対応や降下が不可能な急激な落ち込みもよくありま
す。

障害物や一部の地形に車両が安全に対処できることにわずかでも疑
いがあるときは、必ず別のルートを選択してください。

必ず正しい運転を心掛けて、曲がり道や坂道、粗い地形を走行して
いるときに車両が転覆しないようにしてください。

乗乗車車姿姿勢勢
正常操作を維持するため、両手をハンドルバーに置き、すべての操
作装置類に簡単に手が届くようにすることを強く推奨します。これ
は、フットペグ上の足についても言えることです。足が負傷する可
能性を最小限に抑えるため、足は常にフットペグト上に置いてくだ
さい。つま先を外側に向けたり転回時の補助として足を伸ばしたり
しないでください。そのようにすると、足が障害物に当たったりか
らんだりして、足がホイールに当たる場合があります。

この車両にはサスペンションがあるものの、不快に感じる「連続し
た凹凸」のような粗い地形条件があって、背中に振動が伝わり背中
を痛める可能性もあります。かがんだ姿勢で「構えたり」走行する
ことも頻繁に求められます。速度を下げ、足を固定して衝撃エネル
ギーの一部を吸収できるようにしてください。

道道路路のの横横断断
道路を横断しなければならない場合は、両側をよく見て接近して来
る人や車などがないか確認し、道路の向こう側にある到達位置を決
めます。その位置に向かって真っ直ぐ走行してください。急な針路
の変更や急加速はしないでください。横転する状況を引き起こす場
合があります。歩道や自転車用レーンは人や自転車用に特別に指定
されたものであるため、それらの上を走行しないでください。

旋旋回回
低速で転回の練習を行ってから高速で転回するようにしてくださ
い。

両手をハンドルバーに、足をフットペグに置いてください。

乗車
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転回中は、一定の速度を維持するか若干加速してください。

横転のリスクを減らすために：
– 転回時には注意してください。
– 速度や環境に対してハンドルバーを大きく回しすぎたり、速
く回しすぎたりしないでください。状況に応じて操舵操作を
調整してください。

– カーブにさしかかったら速度を下げてください。曲がってい
るときは、急ブレーキをかけないでください。

– 曲がっているときは、たとえ停止した状態からであっても急
加速しないでください。

– ドーナツターン、スリップ、横滑り、フィッシュテール、ジャン
プなどのスタント操作を行わないでください。車両がスリップま
たは横滑りし始めた場合は、スリップまたは横滑りの方向に操舵
してください。ブレーキを強くかけないでください。ホイールが
ロックします。

– 舗装面は避けてください。この車両は舗装面を走行するように設
計されていないため、舗装面では横転する恐れがあります。舗装
面で走行しなければならない場合は、ゆっくり曲がり、低速で進
み、急加速や急ブレーキを避けてください。

転回中にステアリング、スロットル、またはブレーキを急に操作し
ないでください。

警警告告
過過剰剰なな速速度度でで転転回回ししよよううととししなないいででくくだだささいい。。

横滑りやスリップが発生した場合は、再度コントロールが得られる
までハンドルバーを滑っている方向に回すと役に立つ場合がありま
す。急ブレーキをかけてホイールをロックさせないでください。

乗車
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警警告告
ここのの車車両両ののタタイイヤヤはは、、舗舗装装さされれたた道道路路ででのの使使用用にに適適ししててししてていい
まませせんん。。ままたた、、ここのの車車両両ににははリリアアデディィフファァレレンンシシャャルルがが装装備備ささ
れれてていいまませせんん（（リリアアホホイイーールルはは常常時時同同じじススピピーードドでで回回っってていいまま
すす））。。そそののたためめ、、舗舗装装さされれたた道道はは車車両両ののハハンンドドリリンンググ性性能能やや制制
御御にに大大ききなな影影響響をを与与ええまますす。。

ブブレレーーキキ
ブレーキをかけるときは、必ず両手をハンドルバーに、足をフット
ペグに置いてください。

ブレーキの練習を行って、ブレーキの応答に慣れるようにします。
– 最初は低速で練習してから、速度を上げていきます。
– 直線のコースでさまざまな速度で走り、さまざまな制動力をかけ
ることで、ブレーキの練習を行います。

– 非常ブレーキの練習を行います。最適なブレーキは、直線コース
において、高い力をかけてホイールがロックしない状態のときに
得られます。

制動距離は車両速度、負荷、および路面のタイプによって異なるこ
とを忘れないでください。また、タイヤおよびブレーキの状態は重
要な役割を果たします。

注注記記：：
前進の場合、ブレーキをかけると車重がフロントホイールに移動し
ます。より高い停止効率を得るために、ブレーキシステムはより多
くの制動力をフロントホイールに分配します。これは、強くブレー
キをかけたときの車両のハンドリング性能や操舵制御に影響しま
す。ブレーキをかけるときはこのことを考慮してください。

後後進進走走行行
後進走行の際は、車両後ろ側の経路に人や障害物がないことを確認
してください。ゆっくりと進み、急旋回は避けてください。

後進する場合、当社はATVに座るよう推奨しています。立ち上がら
ないでください。運転者の体重が前方に移動してスロットルレバー
にかかると、不意に加速するおそれがあります。

警警告告
AATTVVをを後後退退ささせせてていいるるととききにに突突然然加加速速すするるとと、、操操作作不不能能ににななるる
恐恐れれががあありりまますす。。

乗車



安全情報 59

障障害害物物
「トレイル」上の障害物は、注意して乗り越える必要があります。
障害物には、ぐらついた岩、倒木、滑りやすい路面、フェンス、ポ
スト、盛り土、およびくぼみなどがあります。

可能なかぎり、これらを避けるようにしてください。障害物には、
乗り越えるのに大きすぎるまたは危険すぎるため、避けなければな
らない場合があることを覚えておいてください。

小さな岩や倒木は、それらに対して直角の方向から近づくことで安
全に乗り越えることができます。

ひざを曲げた状態でフットレストの上に立つようにしてください。
勢いを失わないように速度を調整して、急に加速しないでくださ
い。

ハンドルバーをしっかり握ってください。体重を後方に移動して進
んでください。

車両のフロントホイールを地面から浮かせようとしないでくださ
い。障害物は滑りやすく、乗り越えているときに移動する可能性が
あることに気を付けてください。

登登坂坂走走行行

登坂走行の前に、下記の内容を念頭に置いてください。

登坂走行は、経験のある運転者だけが行ってください。

傾斜の緩やかな場所から発進します。

上り坂に対して真っ直ぐ進み、体重は坂の頂上側に維持します。

足はフットレストの上に置き、ATVを低速ギヤに入れてから加速し
て、登坂を始めます。

一定の速度を保つよう心掛け、スロットルは控えめにして加速は避
けます。
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急な傾斜や地形の変化、または1つのホイールが障害物に乗った状態
は、車両前方が浮いた状態になるため安定性に大きな影響を与え、
転倒する危険が高まります。

また、斜面が急すぎて安全に停止できない、または上るのに失敗し
た後で回復できない場合もあります。

急な傾斜は避けるようにしてください。注意しないと、登坂時に転
倒する可能性があります。

斜面が急すぎて進めないまたは車両が後退し始めた場合は、横滑り
しないよう注意しながらブレーキをかけ、パーキングブレーキをか
けます。左側に降車して「K」ターンを行います（ブレーキレバーに
手をかけた状態で車両の横（車両よりも頂上側）に立ち、後進方向
にゆっくり歩きながらハンドルを切って、車両後方が頂上側を向い
てから降坂します）。

必ず車両よりも頂上側に降りて、車両に近づきすぎないようにして
ハンドルバーを回しながら歩いてください。

転倒し始めた場合は、車両をつかもうとせず離れてください。

高速で頂上を走り抜けないでください。急な落ち込みや障害物など
がある場合があります。

車車両両のの挙挙動動
構成によって、この車両は非常に優れた登坂能力を備えているため
に、トラクションを失う前に転倒する可能性があります。例えば、
坂道の頂上がある程度侵食されて、先端が急激に盛り上がっている
という地形状況に遭遇するのはよくあることです。車両はそのよう
な状況にすばやく対応できるものの、動作している間に車両前部が
車両のバランスが後方に移るポイントまで達すると、転倒する可能
性があります。

搭載している物が原因で車両前部が想定よりも高い位置になると、
同じような状況が発生する場合があります。転倒の可能性が発生し
た場合は、別のルートを通ってください。斜面を横方向に走行する
際の危険に注意してください。後述の斜面の横断のセクションを参
照してください。

降降坂坂走走行行
体重を後方に保ち、座った状態を維持します。スリップしないよう
にブレーキを徐々にかけます。エンジン圧縮の状態またはニュート
ラルに入れた状態で、斜面を「惰性」で下らないでください。

滑りやすい下り坂に対処しながら下ると、車両が滑り下りるように
なります。着実な速度を維持して、若干加速するなどして、コント
ロールを得るようにしてください。急な傾斜は避けるようにしてく
ださい。注意しないと、降坂時に転倒する可能性があります。

乗車



安全情報 61

車車両両のの挙挙動動
この車両は、安全に下ることができる斜面よりも急な斜面を上るこ
とができます。そのため、上る前に、斜面を下るための安全な経路
があることを確認するのが重要です。

斜斜面面のの横横断断
斜面の横断は、車両バランスが大きく変化することがあるため、最最
もも危危険険なな走行の1つとされています。可能な場合は避けるようにして
ください。しかし、斜面を横断する必要がある場合は、必ず体重を
斜面の上側に維持し、車両が転倒し始めた場合に降車する体制を整
えておくことが重要です。

車両の片側が反対側よりも高い状態で、片側がさらに高くなって横
転を引き超すような障害物やくぼみはすべて避けてください。

警警告告
止止ままろろううととししたたりり、、立立ちち往往生生ししてていいるる車車両両をを救救出出ししよよううととししなな
いいででくくだだささいい。。

警警告告
液液体体リリザザーーババーーをを載載せせてて運運搬搬すするるととききはは注注意意ししててくくだだささいい。。リリ
ザザーーババーーにによよっってて下下方方向向にに引引かかれれてて横横転転ののリリススククがが高高ままりり、、斜斜
面面をを横横断断ししてていいるるととききのの車車両両のの安安定定性性にに影影響響をを及及ぼぼししまますす。。
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急急なな落落ちち込込みみ

警警告告
急急なな落落ちち込込みみのの上上ででのの走走行行はは避避けけてて後後退退しし、、回回避避ルルーートトをを選選択択
ししててくくだだささいい。。

通常は、フロントまたはリアホイールのいずれかが急な落ち込みの
上に差しかかって車両の「底」が当たると、車両は停止します。落
ち込みが急で深い場合は、車両が先端から落下したり転倒したりし
ます。

水水たたままりりのの横横断断
水たまりは独特の危険物となり得ます。水たまりが深すぎると、車
両が「浮いて」転覆する場合があります。水たまりを横切ろうとす
る前に、水深や流れを確認してください。

水面はタイヤよりも下になければなりません。

水たまりおよび水たまりのバンクの双方において、岩、草、丸太な
どの滑りやすい面に気を付けてください。トラクションを喪失する
場合があります。高速の状態で水たまりに入らないでください。水
は制動力の役割を果たすため、自身が車両から投げ出されて地面に
落下する可能性があります。

水による制動は、車両の制動能力に影響します。車両が水たまり、
泥または雪から離れた後は、ブレーキを数回かけて乾燥させてくだ
さい。制動距離を長めに取ってください。
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水たまりの近くでは、泥や沼地に遭遇する場合があります。突然の
「穴」や深さの変化に備えてください。同様に、特に植物などに覆
われた岩や丸太などの危険物に注意してください。

氷氷のの上上ででのの走走行行
経路に凍結した水路がある場合、自身、車両およびその荷重を含む
総重量を支えるのに氷が十分厚く安定していることを確認してくだ
さい。水がないか特に注意して見張ってください。水は氷の厚さが
変化している確かな証拠です。

氷は車両の制御にも影響します。速度を下げて、スロットルを「ふ
かしたり」しないでください。アクセルをふかしてもタイヤがスピ
ンするだけであり、車両が転倒する可能性があります。

急ブレーキは避けてください。急ブレーキは、制御不能な横滑りや
車両の転倒を引き起こす可能性があります。

急ブレーキは避けてください。急ブレーキによって制御できない横
滑りが生じ、車両が転倒したり、同乗者（2-UPモデルの場合）が投
げ出される可能性があります。

泥は車両の運転や制御を妨げる可能性があるため、どのようなとき
でも避けてください。

雪雪でで覆覆わわれれたた路路面面ででのの走走行行
日常点検を行うときは、雪や氷の場所に特に注意してください。雪
や氷が溜まっていると、テールランプやリフレクターの視認性が阻
害され、通気口が詰まり、ラジエーターやファンを妨げ、コント
ロールレバー、スイッチおよびブレーキペダルの動きと干渉する場
合があります。ATVを始動する前に、ステアリング、スロットル、
ブレーキレバーおよびペダルコントロールの自由な動きが干渉され
ていないか確認してください。

雪で覆われた走行路上をATVが走るとき、通常はタイヤのグリップ
が下がり、運転者からの入力操作に対する車両の応答が異なってき
ます。グリップが低い面では、ステアリングの応答に切れがなく不
正確で、制動距離が長くなり加速性も鈍くなります。速度を下げ
て、スロットルを「ふかしたり」しないでください。アクセルをふ
かしてもタイヤがスピンするだけであり、オーバーステアリングに
より車両の横滑りが発生する可能性があります。強いブレーキは避
けてください。ブレーキが強いと、車両が真っ直ぐ滑る可能性があ
ります。もう一度言いますが、操作を予測して安全に速度を下げ、
スピンして制御を失う前に、時間と距離に余裕を持って車両全体の
コントロールを維持するのが最善の方法です。

ATVを緩い雪で覆われた面の上で走行させると、動いている車両の
後方乱気流に雪塵が巻き込まれ、むき出しになっているコンポーネ
ント（ブレーキディスクのような可動部品など）に雪が接触、堆積
し、溶けるようになります。水、雪、または氷は、ATVのブレーキ
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システムの応答時間に影響を与える場合があります。車速を下げる
必要がないときであっても、ブレーキを頻繁にかけて氷や雪の堆積
を防止し、ブレーキパッドやディスクを乾燥させてください。その
ようにする一方で、リスクが低い走行状態においてグリップレベル
のテストを行い、入力操作に対する車両の応答の仕方を理解するよ
うにしてください。ブレーキペダル、フットレスト、フロアボー
ド、ブレーキおよびスロットルレバーに雪や氷が付着していない状
態を維持してください。シート、ハンドグリップ、ヘッドライト、
テールライトおよびリフレクターの雪を頻繁に拭き落としてくださ
い。

積雪によって、岩や木の株などの障害物が隠れることがあります。
それらが濡れた状態であれば、車両の身動きが取れなくなったり、
ぬかるんだ雪の中で完全にトラクションを失ったりして、走行性能
が完全に阻害される場合があります。遠い先を見て、そのような障
害物の存在を示している場合がある目視可能な手がかりに、常に注
意してください。疑わしい場合は避けるようにしてください。氷が
ATV、乗員、および積載された荷物を安全に支えられることが確認
されるまでは、凍った水路上を走行しないでください。氷がスノー
モービルを支えるのに十分な厚さであっても、同じ重量のATVを支
えることができない場合がありますので注意してください。これ
は、スノーモービルのトラックやスキーに比べて、4つのタイヤの場
合は荷重がかかる接触面積が小さくなるためです。

快適性を最大限して霜焼けにならないようにするには、走行時の天
候に適した衣服やATV乗車時の保護具を必ず着用してください。

運転が終わるたびに車体およびすべての可動部品（ブレーキ、ステ
アリングコンポーネント、ドライブライン、操作装置類、ラジエー
ターファンなど）に堆積している雪や氷を除去するのは良い習慣で
す。水気のある雪は停止している間に氷に戻るため、次の走行前点
検のときに取り除くのがより困難になります。

雪の中で走行しているときは、ブレーキによる停止能力が低下する
場合があります。安全に速度を下げて、制動距離を長く取ってくだ
さい。雪が付着していると、ブレーキコンポーネントや操作装置類
の上に氷ができたり雪が堆積する場合があります。ブレーキを頻繁
にかけて氷や雪の堆積を防いでください。

砂砂地地ででのの走走行行
砂地および砂丘での走行は、独特の走りを味わえるものですが、守
るべき基本的な注意事項があります。

濡れた深いまたは細かな砂は、トラクションを喪失させ、車両が横
滑りしたり、落ちたり、「身動きがとれない」状態になる恐れがあ
ります。

こうした状況が発生した場合は、硬い土台となるものを探してくだ
さい。もう一度言いますが、速度を下げて状況に注意を払うことが
最善の方法です。
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砂丘を走行する際は、車両にアンテナタイプの安全フラグを装備し
ておくとよいでしょう。これにより、付近の砂丘にいる他の人から
自身の位置がより見えやすくなります。

別の人の安全フラグが目の前に見える場合は、慎重に走行を続けて
ください。

アンテナタイプの安全フラグは、自身の体に引っ掛かったり跳ね返
ることがあるため、突き出た低い枝や障害物がある場所では使用し
ないでください。

走行時に同乗者がいると、車両のハンドリング性能および安定性に
影響する場合があることを忘れないでください。

緩緩いい石石地地ででのの走走行行
緩い石地や砂利上での走行は、氷の上での走行と非常によく似てい
ます。緩い石地や砂利は車両の操舵に影響し、特に高速時に横滑り
や転倒を引き起こす（その結果、運転者が投げ出される）可能性が
あります。

もう一度言いますが、速度を下げて状況に注意を払うことが最善の
方法です。

また、制動距離に影響する場合もあります。アクセルを「ふかした
り」横滑りを起こしたりすると、緩んだ石を、後方にある他の人の
走路に向けて飛ばしてしまうことになりますので、覚えておいてく
ださい。こうしたことを意図的に行わないでください。
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荷荷物物のの運運搬搬とと作作業業のの実実施施

車車両両をを使使用用ししたた作作業業
車両は、除雪や木材の牽引、荷物の運搬に至るさまざまな軽作業を
行うのに役立ちます。認定Can-Am Off-roadディーラーでさまざまな
アクセサリーを入手することができます。考えられる負傷を防止す
るため、アクセサリーに付属の説明書や警告に従ってください。車
両の最大積載重を必ず守ってください。過積載は車両のコンポーネ
ントに過剰な応力をかけるため、故障を引き起こす可能性がありま
す。重い荷物を引いたり持ち上げたり、または車両を手で押す際、
無理をしないようにしてください。

警警告告
車車両両かからら離離れれるる前前にに、、取取りり付付けけたた機機器器類類をを必必ずず地地面面にに下下ろろししてて
くくだだささいい。。

荷荷物物のの運運搬搬

警警告告
–– 総総積積載載量量がが116633 kkgg（（336600 llbb））をを超超ええてていいるるととききはは、、絶絶対対にに9900
kkmm//hh（（5555 MMPPHH））をを超超ええなないいででくくだだささいい。。

運転者や運搬用ラックなどの車両に積載される貨物は、車両のハン
ドリング性能、安定性および制動距離に影響します。

運転者、荷物およびアクセサリーの重量、ならびにトレーラー垂直
荷重を含む車両の許容積載量を超えないでください。技術仕様を参
照してください。

「荷物」が滑ったり落下して事故を起こす可能性があることに注意
してください。

荷物を横に突き出して載せるのは避けてください。茂みやその他の
障害物に引っ掛かったり挟まれたりする恐れがあります。

貨物を運搬したりトレーラーを牽引しているときは、地形に合わせ
て安全に速度を下げます。

制動距離を長めに取ってください。
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できるだけ積荷を低くしてリヤラックに固定し、重心が高くなるこ
とによる影響を抑えます。

警警告告
ララッッククにに荷荷物物をを搭搭載載ししてて車車両両をを使使用用すするるとと、、車車両両ののハハンンドドリリンン
ググ性性能能、、安安定定性性おおよよびび制制動動距距離離にに影影響響ししまますす。。そそののたためめ、、正正しし
いい積積載載おおよよびび重重量量配配分分がが重重要要でですす。。絶絶対対にに不不適適切切にに過過負負荷荷、、牽牽
引引ままたたはは荷荷物物をを積積んんだだりりししなないいででくくだだささいい。。車車両両をを運運転転すするる前前
にに、、荷荷物物ががララッッククにに適適切切にに載載せせらられれ、、安安全全にに固固定定さされれてていいるるここ
ととをを必必ずず確確認認ししててくくだだささいい。。荷荷物物をを運運搬搬ししたたりりトトレレーーララーーをを牽牽
引引すするるととききはは、、地地形形条条件件にに応応じじてて安安全全にに速速度度をを下下げげてて、、傾傾斜斜やや
粗粗いい地地形形はは避避けけててくくだだささいい。。特特にに、、傾傾斜斜面面上上ででああっったたりり同同乗乗者者
（（22--UUPPモモデデルルのの場場合合））ががいいるるととききはは、、制制動動距距離離をを長長めめにに取取っってて
くくだだささいい。。ススリリッッププやや横横滑滑りりがが発発生生ししなないいよようう注注意意ししててくくだだささ
いい。。ででききるるだだけけ積積荷荷をを低低くくししててララッッククにに固固定定しし、、重重心心がが高高くくなな
るるここととにによよるる影影響響をを抑抑ええまますす。。ここここでで示示ししたた推推奨奨事事項項にに従従わわなな
いいとと、、車車両両ののハハンンドドリリンンググ性性能能にに変変化化がが生生じじてて事事故故をを引引きき起起ここ
すす可可能能性性ががあありりまますす。。

最最大大積積載載量量表表

許容総積載
量

180 kg
（397 lb）

運転者、荷物およびアクセサリーの
重量、ならびにトレーラー牽引荷重
を含む。

リアカーゴ
エリア

109 kg
（240 lb）

均等に搭載された状態。
リアラックおよび垂直荷重を含む。

適適切切なな車車両両総総積積載載量量のの例例

車車両両総総積積
載載量量

オオペペレレーー
タターー

荷荷物物のの積積
載載量量

アアククセセササ
リリーー

ヒヒッッチチ荷荷
重重

180 kg
（397 lb）

86 kg
（190 lb）

64 kg
（141 lb） 10 kg 20 kg

カカーーゴゴララッッククへへのの搭搭載載
荷物はできるだけ低く積んでください – 荷物が高いと車両の重心が
高くなり、安定性が低下します。荷物はできるだけラック上に均等
に置いてください。

カーゴラックでは荷物を固定してください。車両の他の部分に荷物
を固定しないでください。正しく固定されていないと、荷物が滑っ

荷物の運搬と作業の実施
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たり落下したりして乗員や居合わせた人に当たる可能性がありま
す。また、走行中にずれて、車両のハンドリング性能に影響するこ
ともあります。

高い位置にある物はオペレーターの視認性に影響し、事故の際に発
射物のような動きをする場合があります。横に突き出した荷物は、
茂みや木の枝などの障害物に引っ掛かったり挟まれたりする恐れが
あります。荷物がブレーキライトを覆ったり邪魔したりしないよう
にしてください。荷物がカーゴラックから突き出ていないこと、お
よび荷物が視界を遮っておらず、車両の操作装置と干渉していない
ことを確認してください。

注注意意
カカーーゴゴララッッククのの容容量量をを超超ええなないいででくくだだささいい。。技技術術仕仕様様をを参参照照しし
ててくくだだささいい。。

ガソリン容器や危険な液体をリアカーゴラックで運搬しないでくだ
さい。

荷荷物物のの運運搬搬ししななががららのの運運転転
荷物を運搬しているときは速度を下げて、徐々に曲がってくださ
い。

斜面や粗い地形を避けてください。

制動距離を長めに取ってください。

特に斜面で重量物を運搬している場合、この車両ではより長い制動
距離が必要になることがあります。

道路を走行しているときは、両側のスタビライザーバーをロックし
た状態で維持します。こうすることで、道路を曲がりながら進んで
いるときに、車両が傾斜する危険が減ります。全体の手順について
は、走行に関する調整のセクションを参照してください。

それに応じてサスペンションを調整します。

シフトレバーをL（ロー）位置にします。

貨貨物物ののけけんん引引
貨物をバンパーに取り付けて牽引しないでください。車両の転倒を
引き起こす可能性があります。貨物をけん引するには、トレーラー
ヒッチ（取り付けられている場合）のみを使用してください。

緊急事態の場合、リカバリーフックを使用して立ち往生した車両を
正常な状態に戻してください。リカバリーフックのセクションを参
照してください。

荷物の運搬と作業の実施
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チェーンやケーブルを使用して貨物をけん引するときは:
– 発進する前にたるみがなく、けん引中は張力を保つようにしてく
ださい。

– ブレーキは徐々にかけるようにしてください。貨物の慣性によっ
て衝撃が発生することがあります。

警警告告

たたるるみみにによよりり、、チチェェーーンンややケケーーブブルルがが破破断断ししたたりり反反発発ししたたりりすす
るるここととががあありりまますす。。

貨物をけん引するときは、最大けん引荷重を守ってください。ト
レーラーの牽引のセクションを参照してください。

別の車両をけん引するときは、別の人に被けん引車を運転してもら
うようにしてください。被けん引車に乗っている人は、車両のブ
レーキをかけたり、制御不能にならないようにステアリングホイー
ルを操作する必要があります。

貨物をけん引しているときは速度を下げて、徐々に曲がってくださ
い。

斜面や粗い地形を避けてください。

険しい傾斜は避けてください。

特に斜面では制動距離を長めにとってください。

スリップや横滑りが発生しないよう注意してください。

トトレレーーララーーのの牽牽引引

注注意意
トトレレーーララーーををけけんん引引すするるににああたたりり、、BBRRPP認認定定ののリリアアヒヒッッチチがが車車
両両にに正正ししくく取取りり付付けけらられれてていいるる必必要要ががあありりまますす。。

トレーラーを装備した車両の運転は、特に傾斜のあるスロープにお
いて転倒するリスクが非常に高くなります。車両の後ろでトレー
ラーを使用する場合は、そのヒッチが車両側のヒッチに対応してい
ることを確認してください。トレーラーが車両とともに水平になっ
ていることを確認します。（一部の場合、車両側ヒッチに専用のエ
クステンションの取り付けが必要になる場合があります。）セキュ
リティーチェーンやケーブルを使用して、トレーラーを車両に固定
します。

トレーラーをけん引しているときは速度を下げて、徐々に曲がって
ください。斜面や粗い地形を避けてください。険しい傾斜は避けて

荷物の運搬と作業の実施
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ください。特に、傾斜面上であったり同乗者（2-UPモデルの場合）
がいるときは、制動距離を長めに取ってください。スリップや横滑
りが発生しないよう注意してください。

トレーラーに対して貨物を不適切に搭載すると、制御不能になる可
能性があります。

牽引荷重や（ヒッチにかかる）垂直荷重を超えないでください。技
術仕様を参照してください。

タングにいくらかの重量がかかっていることを確認してください。

貨物がトレーラーに安全に固定され、荷重が均等に分散された状態
であることを必ず確認してください。均等に分散されてバランスの
取れたトレーラーであれば、運転も楽になります。

トレーラーのけん引時は、シフトレバーを必ずL（ローレンジ）にし
てください – さらに、トルクを高めにすることで、ローレンジでの
運転がリアタイヤへの荷重の増加を補助することになります。

停止または駐車するときは、車両およびトレーラーのホイールをブ
ロックして動かないようにします。

貨物を積載したトレーラーを切り離すときは注意してください。貨
物が自分自身や他の人の上に倒れる場合があります。

トレーラーけん引するときは、ヒッチ上のラベルに示されている最
大けん引荷重を順守してください。

最大牽引荷重はトレーラー重量を含みます。

警警告告

車車両両とと牽牽引引さされれるる車車両両のの間間ののエエリリアアににはは近近づづかかなないいででくくだだささ
いい。。

警警告告
搭搭載載さされれてていいるるままたたはは牽牽引引さされれてていいるる機機械械ままたたははトトレレーーララーーのの
ユユーーザザーーズズガガイイドドにに記記載載のの説説明明をを遵遵守守ししててくくだだささいい。。連連結結さされれ
たた車車両両--機機械械、、ままたたはは車車両両--トトレレーーララーーをを操操作作すするる場場合合はは、、必必ずずすす
べべててのの説説明明をを遵遵守守ししててくくだだささいい。。

荷物の運搬と作業の実施
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重重要要なな製製品品ララベベルル
（（カカナナダダ//米米国国））

セセーーフフテティィハハンンググタタググ
この車両には、重要な安全情報が記載されている下げ札およびラベ
ルが付いています。

この車両に乗る人は、必ずこの情報をよく読み理解した上で乗車し
てください。

警 告

ATV を 正 し く 使 ⽤ し な い と 重 傷 や 死 亡 事 故 を 引 き 起 こ す
恐 れ が あ り ま す 。

使 ⽤ が 認 め ら れ た
ヘ ル メ ッ ト と 保 護
具 を 必 ず 着 ⽤ し て
く だ さ い 。

絶 対 に 公 道 で
使 ⽤ し な い で
く だ さ い 。

絶 対 に 同 乗 者 を
運 ば な い で く だ
さ い 。

薬 を 服 ⽤ し た り
ア ル コ ー ル を 摂
取 し た 状 態 で は
絶 対 に 使 ⽤ し な
い で く だ さ い 。

下 記 の 場 合 は 絶 対 に 運 転 し な い で く だ さ い 。
• A TVに 関 す る 適 切 な ト レ ー ニ ン グ や 説 明 を 受 け て い な い 。
• ⾃ ⾝ の 技 量 や 状 況 に と っ て 速 す ぎ る 速 度 。
• 公 道 上  ‑ 他 の ⾞ 両 と 衝 突 す る 可 能 性 が あ り ま す 。
• 同 乗 者 を 乗 せ た 状 態  ‑ 同 乗 者 は バ ラ ン ス や 操 舵 機 能 に 影 響 を
与 え 、 操 作 不 能 に な る 危 険 が ⾼ ま り ま す 。

必 ず 下 記 の こ と を ⾏ っ て く だ さ い 。
• 正 し い 運 転 を ⼼ 掛 け て 、 曲 が っ て い る と き や 坂 道 や 粗 い 地 形 を
⾛ ⾏ し て い る と き に ⾞ 両 が 転 覆 し な い よ う に し て く だ さ い 。  

• 舗 装 ⾯ は 避 け て く だ さ い  ‒ 舗 装 ⾯ は ハ ン ド リ ン グ や 制 御 機 能
に ⼤ き な 影 響 を 与 え る こ と が あ り ま す 。

オ ペ レ ー タ ー ズ ガ イ ド を 読 み 、 所 定 位 置 に 保 管 し て く だ さ い 。
す べ て の 指 ⽰ お よ び 警 告 に 従 っ て く だ さ い 。

ス ポ ー ツ モ デ ル

こ の カ テ ゴ リ ー S（ ス ポ ー ツ ）の ATVは 、オ フ ロ ー ド
専 ⽤ の ⾼ 性 能 ATVで す 。こ の ⾞ 両 は 、⾼ い 技 量 と
⼗ 分 な 経 験 を 持 つ 運 転 者 が ス ポ ー ツ タ イ プ の
レ ク リ エ ー シ ョ ン お よ び 競 技 で 使 ⽤ す る た め の

も の で す 。

ATVの 運 転 技 術 を 学 べ る ト レ ー ニ ン グ コ ー ス を ご
利 ⽤ い た だ け ま す 。詳 細 は 最 寄 り の デ ィ ー ラ ー に お

問 い 合 わ せ く だ さ い 。

ATVの 運 転 に 関 す る 地 域 の 法 規 制 に つ い て は 、
最 寄 り の デ ィ ー ラ ー に ご 確 認 く だ さ い 。

⼗ 分 な 経 験 を 持 つ 運 転 者 が 使 ⽤ す る
レ ク リ エ ー シ ョ ン ⽤ ⾞ 両 で す 。

運 転 者 の み 使 ⽤ 可  ‑ 同 乗 禁 ⽌

16才 未 満 運 転 禁 ⽌

こ の 品 質 表 ⽰ 票 は 、販 売 前 に 取 り 外 す こ と は で き ま せ ん 。

こ の ATVは
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安安全全ララベベルル
車両にあるすべての警告ラベルを読んで理解してください。

これらのラベルは、オペレーターまたはその場に居合わせる人の安
全のために、車両に貼ってあります。

車両に貼付されている警告ラベルは、車両に常設されるべきものと
考えてください。

ラベルが剥がれたり読めなくなったりした場合は、新しいラベルに
交換してください。認定Can-Am Off-Roadディーラーまでお問い合
わせください。

重重要要事事項項： ここののガガイイドドおおよよびび車車体体ﾝﾝににいいかかななるる不不一一致致ががああるる場場
合合、、車車体体のの安安全全性性ララベベルルははここののガガイイドドののララベベルルよよりり優優先先さされれまま
すす。。

重要な製品ラベル（カナダ/米国）
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全全般般的的警警告告ララベベルル

ATV を 正 し く 使 ⽤ し な い と 重 傷 や 死 亡 事 故 を 引 き 起 こ す 恐 れ が あ り ま す

使 ⽤ が 認 め ら れ た
ヘ ル メ ッ ト と 保 護
具 を 必 ず 着 ⽤ し て

く だ さ い 。

絶 対 に 公 道 で 使
⽤ し な い で く だ

さ い 。

薬 を 服 ⽤ し た り
ア ル コ ー ル を 摂
取 し た 状 態 で は
絶 対 に 使 ⽤ し な
い で く だ さ い 。

絶 対 に 同 乗 者 を
運 ば な い で く だ

さ い 。

QR コ ー ド リ ン ク を 使 ⽤ す る か  Can-am ウ ェ ブ サ イ
ト に ア ク セ ス し て 安 全 講 習 ビ デ オ を ご 覧 く だ さ い 。

オ ペ レ ー タ ー ズ ガ イ ド の 場 所 を 確 認 し 、 読 み ま す 。
す べ て の 指 ⽰ お よ び 警 告 に 従 っ て く だ さ い 。
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警 告

下 記 の 場 合 は  絶 対 に  運 転 し な い で く だ さ い 。

• ATV に 関 す る 適 切 な ト レ ー ニ ン グ や 説 明 を 受 け て い な い 。

• ⾃ ⾝ の 技 量 や 状 況 に と っ て 速 す ぎ る 速 度 。

• 公 道 上  ‒ 他 の ⾞ 両 と 衝 突 す る 可 能 性 が あ り ま す 。

• 同 乗 者 が い る 場 合  ‑ 同 乗 者 は バ ラ ン ス や 操 舵 特 性 に 影 響 し 、
操 縦 不 能 に 陥 る リ ス ク が ⾼ く な り ま す 。

運 転 者 は  必 ず  下 記 に 従 っ て く だ さ い 。

• 正 し い 運 転 を ⼼ 掛 け て 、 曲 が っ て い る と き や 坂 道 や 粗 い 地
形 を ⾛ ⾏ し て い る と き に ⾞ 両 が 転 覆 し な い よ う に し て く だ
さ い 。

• 舗 装 ⾯ は 避 け て く だ さ い  ‑ 舗 装 ⾯ は ハ ン ド リ ン グ や 制 御 機
能 に ⼤ き な 影 響 を 与 え る こ と が あ り ま す 。

重要な製品ラベル（カナダ/米国）
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同同乗乗者者警警告告ララベベルル
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同 乗 者 を 乗 せ  な い  で く
だ さ い 。

同 乗 者 を 乗 せ る と 制 御 不
能 と な り 、 重 傷 や 死 亡 事
故 を 引 き 起 こ す 恐 れ が あ
り ま す 。

警 告

重要な製品ラベル（カナダ/米国）
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タタイイヤヤ圧圧力力とと最最大大荷荷重重 -- 警警告告ララベベルル

重要な製品ラベル（カナダ/米国）
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ATV

• 

• 
- 
- 
- 

163 kg 90 km/h

90 km/h
2

kPa
kPa

XT, XMR, 
ELECTRIC

55
55

XMR
2

1

180 kg 235 kg 272 kg

69
69

10747_JA

重要な製品ラベル（カナダ/米国）
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重要な製品ラベル（カナダ/米国）
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最最大大ララッックク荷荷重重 -- 警警告告ララベベルル

リアラック

• 絶 対 に こ の キ ャ リ ア で 同 乗 者 を 運 ば な い で く だ さ い 。

• 後 部 最 ⼤ 積 載 量 ： 均 等 に 載 せ た 状 態 で 109 kg。
 ト レ ー ラ ー の 垂 直 荷 重   該 当 す る 場 合   を 含 む  。

9938_JA

警 告

重要な製品ラベル（カナダ/米国）
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推推奨奨年年齢齢 –– 警警告告ララベベルル

Bombardier Recreational Products Inc. 

ATV ANSI / SVIA-1-2023

BRP ATV

16

10060_JA

16 ATV

16 ATV

重要な製品ラベル（カナダ/米国）
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公公道道ででのの使使用用禁禁止止 -- 警警告告ララベベルル

ATV
ATV

ATV

ATV

10
39

9_
JA

This vehicle is an all terrain vehicle and is not 
intended for use on public roads.

WARNING

重要な製品ラベル（カナダ/米国）
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シシフフトト手手順順 –– 注注意意ララベベルル

96
02

_J
A

通 知
• 必 ず ⾞ 両 を 停 ⽌ し て か ら レ バ ー を シ フ ト し て
く だ さ い 。

• 必 ず フ ッ ト ブ レ ー キ を か け て か ら パ ー キ ン グ   (P) 
ま た は ニ ュ ー ト ラ ル  (N) か ら シ フ ト し て く だ さ い 。

重要な製品ラベル（カナダ/米国）
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牽牽引引おおよよびびヒヒッッチチ荷荷重重 -- 警警告告ララベベルル

9228_JA

ト レ ー ラ ー に 対 し
て 貨 物 を 適 切 に 搭
載 し な い と 制 御 不
能 と な り 、 重 傷 や
死 亡 事 故 を 引 き 起
こ す 恐 れ が あ り ま
す 。

• 最 ⼤ け ん 引 重 量 ：
ブ レ ー キ 装 備
830 kg
ブ レ ー キ ⾮ 装 備
394 kg

• 最 ⼤ 垂 直 重 量 ：
83 kg

警 告

重要な製品ラベル（カナダ/米国）
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貨貨物物のの牽牽引引、、高高温温表表面面（（リリアアババンンパパーー））——警警告告ララベベ
ルル

10
64
2_
JA

重要な製品ラベル（カナダ/米国）
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同同乗乗席席のの取取りり付付けけ -- 警警告告ララベベルル

2-UPモデル

•  
•  
•  
•  
•  

10
73

7_
JA

重要な製品ラベル（カナダ/米国）
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ウウィィンンチチ操操作作——警警告告ララベベルル

警警告告

–– オオペペレレーータターーズズガガイイドドをを読読みみ、、所所定定位位置置にに保保管管ししててくくだだささ
いい。。

–– フフッッククのの操操作作ににはは、、必必ずずフフッッククスストトララッッププをを使使用用ししててくくだだ
ささいい。。

–– 絶絶対対ににフフッッククにに指指をを入入れれたたりり、、フフッッククととフフェェアアリリーードドのの間間
にに手手をを入入れれたたりりししなないいででくくだだささいい。。

–– ウウィィンンチチををリリフフトト装装置置ややホホイイスストトととししてて絶絶対対にに使使用用ししなないい
ででくくだだささいい。。

警 告

97
31
_J
A

重要な製品ラベル（カナダ/米国）
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ククーーラランントト高高温温 -- 警警告告ララベベルル

警警告告
高高温温時時はは開開けけなないいででくくだだささいい。。

警 告熱
い
時
は
開 け な い で く

だ

さ
い

重要な製品ラベル（カナダ/米国）
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ややけけどど注注意意 -- 警警告告ララベベルル

重要な製品ラベル（カナダ/米国）
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安安全全ココンンププラライイアアンンススハハンンググタタググ
米米国国カカリリフフォォルルニニアア州州規規制制｢｢PPRROOPPOOSSIITTIIOONN 6655｣｣にに基基づづくく警警告告

704906872_JA

警 告 : オ フ ロ ー ド ⾞ 両 の 操 作 や 保 守 、 メ ン

テ ナ ン ス は 、 エ ン ジ ン の 排 気 や ⼀ 酸 化 炭 素 、 フ タ

ラ ー ト 、 そ れ に 鉛 な ど の 化 学 物 質 の 暴 露 を 受 け る

可 能 性 が あ り 、 こ れ ら は カ リ フ ォ ル ニ ア 州 法 で 発

が ん 性 や 催 奇 性 、 そ の 他 の ⽣ 殖 に 関 す る 危 害 の 原

因 と な る こ と が 知 ら れ て い ま す 。

そ の よ う な 可 能 性 を 最 ⼩ 限 に 抑 え る た め に 、 必 要

時 以 外 は エ ン ジ ン の ア イ ド リ ン グ を せ ず 、 通 気 性

の よ い 場 所 で 整 備 を ⾏ い 、 整 備 時 は グ ロ ー ブ を 着

⽤ す る か 頻 繁 に ⼿ を 洗 う よ う に し て く だ さ い 。

詳 し い 情 報 は  

w w w .P65W arnings.ca.gov/

products/passenger‑vehicle

を 参 照 し て く だ さ い 。

重要な製品ラベル（カナダ/米国）
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重重要要なな製製品品ララベベルル（（カカナナダダ//米米国国をを除除くくすすべべててのの
国国））
この車両には、重要な安全情報が記載されている下げ札およびラベ
ルが付いています。

この車両に乗る人は、必ずこの情報をよく読み理解した上で乗車し
てください。

安安全全ララベベルル
車両にあるすべての警告ラベルを読んで理解してください。

これらのラベルは、オペレーターまたはその場に居合わせる人の安
全のために、車両に貼ってあります。

車両に貼付されている警告ラベルは、車両に常設されるべきものと
考えてください。

ラベルが剥がれたり読めなくなったりした場合は、新しいラベルに
交換してください。認定Can-Am Off-Roadディーラーまでお問い合
わせください。

重重要要事事項項： このガイドおよび車体ﾝにいかなる不一致がある場
合、車体の安全性ラベルはこのガイドのラベルより優先されます。
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全全般般的的警警告告ララベベルル

重要な製品ラベル（カナダ/米国を除くすべての国）
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警警告告

–– オオペペレレーータターーズズガガイイドドをを読読みみ、、所所定定位位置置にに保保管管ししててくくだだささ
いい。。AATTVVをを正正ししくく使使用用ししなないいとと重重傷傷やや死死亡亡事事故故をを引引きき起起ここ
すすおおそそれれががあありりまますす。。すすべべててのの指指示示おおよよびび警警告告にに従従っっててくく
だだささいい。。

–– 必必ずずゴゴーーググルルをを着着用用ししててくくだだささいい。。
–– 必必ずず認認定定さされれたたヘヘルルメメッットトおおよよびび保保護護具具をを着着用用ししててくくだだささ
いい。。

–– 安安全全講講習習ビビデデオオをを見見ててかからら運運転転ししててくくだだささいい。。
–– 1166才才未未満満のの場場合合はは絶絶対対ににここののAATTVVをを運運転転ししなないいででくくだだささ
いい。。

–– 絶絶対対にに公公道道でで使使用用ししなないいででくくだだささいい。。
–– ここのの11--UUPPのの車車両両でではは絶絶対対にに同同乗乗者者をを運運ばばなないいででくくだだささ
いい。。

–– 薬薬物物ややアアルルココーールルをを採採取取ししたた場場合合はは、、決決ししてて乗乗船船ししなないいでで
くくだだささいい。。

https://can-am.brp.com/
off-road/safety

16+

: www.brp.com/en/about-brp/patents.html 10
95

2_
JA

重要な製品ラベル（カナダ/米国を除くすべての国）
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重要な製品ラベル（カナダ/米国を除くすべての国）
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同同乗乗者者警警告告ララベベルル

警警告告

–– オオペペレレーータターーズズガガイイドドをを読読みみ、、所所定定位位置置にに保保管管ししててくくだだささ
いい。。AATTVVをを正正ししくく使使用用ししなないいとと重重傷傷やや死死亡亡事事故故をを引引きき起起ここ
すすおおそそれれががあありりまますす。。すすべべててのの指指示示おおよよびび警警告告にに従従っっててくく
だだささいい。。

–– ここのの11--UUPPのの車車両両でではは絶絶対対にに同同乗乗者者をを運運ばばなないいででくくだだささ
いい。。

4229

重要な製品ラベル（カナダ/米国を除くすべての国）
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タタイイヤヤ圧圧力力とと最最大大荷荷重重 -- 警警告告ララベベルル

警警告告

–– オオペペレレーータターーズズガガイイドドをを読読みみ、、所所定定位位置置にに保保管管ししててくくだだささ
いい。。

–– 荷荷物物をを運運搬搬ししたたりり牽牽引引ししたたりりすするるととききはは速速度度をを下下げげててくくだだ
ささいい。。

–– 表表示示さされれてていいるる適適切切ななタタイイヤヤ空空気気圧圧をを維維持持ししててくくだだささいい。。
不不適適切切ななタタイイヤヤ空空気気圧圧やや過過積積載載はは制制御御不不能能のの原原因因ととななりり、、
重重傷傷やや死死亡亡事事故故をを引引きき起起ここすす可可能能性性ががあありりまますす。。

–– 運運転転者者、、荷荷物物、、アアククセセササリリーー、、おおよよびびトトレレーーララーーののヒヒッッチチ
荷荷重重をを含含めめ、、積積載載量量がが118800 kkgg（（339977 llbb））をを超超ええなないいよよううにに
ししててくくだだささいい。。

XMR

10
60
9_
JA

< 180 kg

kPa
kPa

55

kPa

55

重要な製品ラベル（カナダ/米国を除くすべての国）
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重要な製品ラベル（カナダ/米国を除くすべての国）
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最最大大ララッックク荷荷重重 -- 警警告告ララベベルル

リアラック

警警告告
–– 絶絶対対ににララッッククでで人人をを運運搬搬ししなないいででくくだだささいい。。
–– リリアア側側最最大大積積載載量量：：均均等等にに分分散散ささせせたた状状態態でで110099 kkgg（（224400
llbb））（（該該当当のの場場合合はは、、トトレレーーララーーののヒヒッッチチ荷荷重重をを含含むむ。。））

< 109 kg

99
46
_J
A

重要な製品ラベル（カナダ/米国を除くすべての国）
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シシフフトト手手順順 –– 注注意意ララベベルル

注注意意
必必ずず車車両両をを停停止止ししててかかららレレババーーををシシフフトトししててくくだだささいい。。必必ずず
フフッットトブブレレーーキキををかかけけててかかららパパーーキキンンググ（（PP））ままたたははニニュューートト
ララルル（（NN））かかららシシフフトトししててくくだだささいい。。

ST
OP

4069

重要な製品ラベル（カナダ/米国を除くすべての国）
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牽牽引引おおよよびびヒヒッッチチ荷荷重重 -- 警警告告ララベベルル

警警告告
–– 牽牽引引荷荷重重をを絶絶対対にに超超ええなないいででくくだだささいい
–– ブブレレーーキキ装装備備：：883300 kkgg（（11,,883300 llbb））ままたたはは88,,114400 NN
–– ブブレレーーキキ非非装装備備：：339944 kkgg（（887700 llbb））ままたたはは33,,887700 NN

–– 垂垂直直荷荷重重をを絶絶対対にに超超ええなないいででくくだだささいい：：8833 kkgg（（118833 llbb））まま
たたはは881144 NN

830 kg   8,140 N 未 満

394 kg   3,870 N 未 満

83 kg   814 N 未 満 9792_JA

重要な製品ラベル（カナダ/米国を除くすべての国）
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貨貨物物のの牽牽引引、、高高温温表表面面（（リリアアババンンパパーー））——警警告告ララベベ
ルル

警警告告
ババンンパパーーややララゲゲーージジララッッククにに取取りり付付けけてて貨貨物物をを牽牽引引ししよよううとと
ししなないいででくくだだささいい。。車車両両がが転転倒倒すするる可可能能性性ががあありりまますす。。
貨貨物物をを牽牽引引すするるににはは、、必必ずずトトレレーーララーーヒヒッッチチままたたははリリカカババ
リリーーフフッッククをを使使用用ししててくくだだささいい。。

10
64
4

重要な製品ラベル（カナダ/米国を除くすべての国）
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ウウィィンンチチ操操作作——警警告告ララベベルル

警警告告

–– オオペペレレーータターーズズガガイイドドをを読読みみ、、所所定定位位置置にに保保管管ししててくくだだささ
いい。。

–– フフッッククのの操操作作ににはは、、必必ずずフフッッククスストトララッッププをを使使用用ししててくくだだ
ささいい。。

–– 絶絶対対ににフフッッククにに指指をを入入れれたたりり、、フフッッククととフフェェアアリリーードドのの間間
にに手手をを入入れれたたりりししなないいででくくだだささいい。。

–– ウウィィンンチチををリリフフトト装装置置ややホホイイスストトととししてて絶絶対対にに使使用用ししなないい
ででくくだだささいい。。

警 告

97
31
_J
A

重要な製品ラベル（カナダ/米国を除くすべての国）
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同同乗乗席席のの取取りり付付けけ -- 警警告告ララベベルル

2-UPモデル

警警告告
乗乗車車前前にに助助手手席席がが正正ししくく取取りり付付けけらられれてていいるるここととをを必必ずず確確認認
ししててくくだだささいい。。
助助手手席席をを取取りり付付けけるるににはは：：

11.. ララッッチチレレババーーをを座座席席前前方方にに引引いいてて、、ララッッチチレレババーーがが開開位位置置
ににななっってていいるるここととをを確確認認ししまますす。。

22.. 前前方方へへのの動動ききをを利利用用ししてて、、座座席席のの両両方方のの前前側側タタブブをを車車両両のの
アアンンカカーーハハウウジジンンググにに挿挿入入ししまますす。。

33.. 下下方方向向にに回回ししててリリアアララッッチチをを掛掛けけまますす。。
44.. ララッッチチレレババーーをを後後方方へへ押押ししてて閉閉じじ、、座座席席をを所所定定位位置置にに固固定定
ししまますす。。

座座席席がが所所定定位位置置ににししっっかかりり固固定定さされれてていいるるここととをを確確認認ししててかか
らら使使用用ししててくくだだささいい。。
詳詳細細ははオオペペレレーータターーズズガガイイドドをを参参照照ししててくくだだささいい。。

10
73
9

重要な製品ラベル（カナダ/米国を除くすべての国）
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ククーーラランントト高高温温 -- 警警告告ララベベルル

警警告告
高高温温時時はは開開けけなないいででくくだだささいい。。

警 告熱
い
時
は
開 け な い で く

だ

さ
い

重要な製品ラベル（カナダ/米国を除くすべての国）
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ややけけどど注注意意 -- 警警告告ララベベルル

重要な製品ラベル（カナダ/米国を除くすべての国）
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安安全全面面ででのの欠欠陥陥のの報報告告
カナダでは、衝突、傷害または死亡を招きかねない車両の欠陥を発
見した場合は、直ちにカナダ運輸省（Transport Canada）および
Bombardier Recreational Products Inc.にご連絡ください。

カナダ運輸省は他のドライバーから似たような苦情を受け取った場
合、調査を開始する場合があり、特定の車両に安全面における欠陥
を見つけた場合は、製品回収と是正キャンペーンを実施する場合が
あります。ただし、カナダ運輸省はあなたと、あなたのディーラー
またはBombardier Recreational Products Inc.の間に生じた個人的な
問題に関わることはできません。

カカナナダダ運運輸輸省省窓窓口口：：

819-994-3328（ガティノー-オタワ地域または国際電話）
無料電話：1 800-333-0510（カナダ）

Transport Canada - ASFAD
330 Sparks Street
Ottawa, ON
K1A 0N5

hhttttppss::////wwwwww..ttcc..ggcc..ccaa//rreeccaallllss
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船船体体情情報報



106

基基本本ココンントトロローールル

1. ハンドルバー
2. スロットルレバー
3. ブレーキペダル
4. RF D.E.S.S.ポスト
5. エンジンストップスイッチ
6. ブレーキレバー
7. ブレーキロックレバー

操作上の手引きを参照に、以下の事項に注意してください。

警警告告
指指示示にに従従わわななかかっったた場場合合、、重重傷傷事事故故やや死死亡亡事事故故をを招招くく潜潜在在的的なな
恐恐れれががああるるここととをを示示ししまますす。。
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ハハンンドドルルババーー
ハンドルバーは車両の操舵を制御します。

ハンドルバーが右または左に回転するときに、フロントホイールが
その方向を向いて車両を操舵します。

警警告告
高高速速でで後後退退ししななががらら旋旋回回すするるとと、、安安全全とと制制御御のの喪喪失失ににつつななががるる
恐恐れれががあありりまますす。。

ススロロッットトルルレレババーー
スロットルレバーはハンドルバーの右側に設けられています。

スロットルレバーはエンジン回転数を制御します。

車両速度を上げるか維持するには、右親指でスロットルレバーを押
します。

車両速度を下げるにはスロットルレバーを放します。

代代表表的的なな例例
1. スロットルレバー
2. 加速時
3. 減速時

ブブレレーーキキレレババーー
ブレーキレバーはハンドルバーの左側に設けられています。

基本コントロール
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ブレーキレバーの機能は、速度を下げたり車両を停止することで
す。

ブレーキレバーを握ると、フロントおよびリアブレーキがかかりま
す。

ブレーキの効果はレバーを握る力に比例します。

基本コントロール
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ブブレレーーキキロロッッククレレババーー
ロックレバーは、ハンドルバーの左側にあります。

1. ブレーキレバー
2. ブレーキロックレバー

車両を駐車するときは、必ずブレーキロックをかけます。

ブレーキロックレバーは、前輪と後輪をブレーキがかかっている状
態にして、車両が動くのを防止します。

警警告告

車車両両をを操操作作ししなないいととききはは、、必必ずずブブレレーーキキロロッッククをを使使用用しし、、かかつつ
シシフフトトレレババーーををパパーーキキンンググにに入入れれててくくだだささいい。。

1. ブレーキレバーを引きます。
2. ブレーキロックレバーを前方へ移動してブレーキロックをかけま
す。

基本コントロール
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1. ブレーキをかける
2. ブレーキをロックする

注注記記：：
ブレーキロックレバーは複数の位置にセットすることができます。

注注意意
ブブレレーーキキロロッッククををかかけけるる場場合合はは、、車車両両がが確確実実にに停停止止ししてていいるるここ
ととをを確確認認ししててくくだだささいい。。

3. ブレーキロックレバーは、ブレーキレバーを握るだけで解除でき
ます。ブレーキレバーは静止位置に戻らなければなりません。

警警告告

車車両両をを走走行行ささせせるる前前にに、、ブブレレーーキキロロッッククがが解解除除さされれてていいるるこことと
をを確確認認ししまますす。。
走走行行中中ブブレレーーキキロロッッククががOONNににななっってていいるるとと、、ブブレレーーキキシシスステテムム
がが損損傷傷しし、、制制動動力力のの喪喪失失やや火火災災がが生生じじるる恐恐れれががあありりまますす。。

ブブレレーーキキペペダダルル
ブレーキペダルは右側フットレストにあります。

基本コントロール
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ブレーキペダルを踏むとリアブレーキがかかります。

放すと、ブレーキペダルは元の位置にもどらなくてはなりません。

ブレーキの効果はペダルに加える力に比例します。

注注記記：：
4WDになっているときは、ブレーキもドライブトレーンを通じてフ
ロントホイールに影響を与えます。

ブレーキレバーシステムが故障した場合は、ブレーキペダルを踏む
ことでリアブレーキを使用できます。

エエンンジジンンスストトッッププススイイッッチチ
このスイッチは、エンジン停止用および非常操作用として使用でき
ます。

エンジンを停止するには、スロットルレバーを完全に放し、エンジ
ンストップスイッチを停止位置にします。

イグニッションキーをOFF位置に回す、またはD.E.S.S.キーを引き抜
くことで、エンジンを停止させることができますが、BRPでは、エ
ンジンストップスイッチを停止位置に回すことでエンジンを停止さ
せるよう推奨しています。

DD..EE..SS..SS..装装備備モモデデルルキキーー
エンジンストップスイッチは、多機能スイッチの下側にあります。

基本コントロール
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1 2

1. 停止
2. 作動

RRFF DD..EE..SS..SS..キキーーおおよよびびポポスストト
DD..EE..SS..SS..キキーー
これらのキーには、固有の電子シリアルナンバーを発信する電子回
路が組み込まれています。

D.E.S.S. システムは、キーコードを読み取り、キーを認識できる場
合だけエンジンの始動を許可します。

車両にはキーが1本付属しています。このキーは、以下のものとして
プログラムできます。
– ノーマル
– パフォーマンス
– ワーク

注注記記：：
必要に応じて、予備のキーをディーラーからご購入いただけます。

基本コントロール
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概要については、認定Can-Am Off-Roadディーラーにお問い合わせ
ください。

警警告告
パパフフォォーーママンンススキキーーままたたははノノーーママルルキキーーをを使使用用すするるとと、、重重傷傷やや
死死亡亡事事故故ににつつななががるる横横転転、、転転倒倒、、衝衝突突、、おおよよびび制制御御不不能能なな状状態態
をを引引きき起起ここすす可可能能性性ががあありりまますす。。通通常常ののキキーーのの使使用用がが、、オオペペ
レレーータターーのの準準備備やや要要件件のの満満足足、、慎慎重重なな運運転転のの代代わわりりににななるるこことと
ははあありりまませせんん。。

ノノーーママルルキキーー

ノーマルキーの場合は車両の加速度が制限され、車両速度は70 km/h
（43 MPH）に制限されます。

警警告告
急急なな下下りり坂坂でではは、、エエンンジジンン回回転転数数リリミミッッタターーががああっっててもも、、ここのの
速速度度のの超超過過をを防防止止ででききなないい場場合合ががあありりまますす。。

このキーは、徐々に加速することを好むオペレーターや、最高速度
や急加速が望まれない環境にいるオペレーターにとって有用となる
場合があります。

たとえば、細くてカーブの多いトレイルでは、オペレーターがノー
マルキーを好む場合があります。

パパフフォォーーママンンススキキーー

パフォーマンスキーにより、ユーザーはエンジンの最大トルクや車
両の最高速度を発揮できるようになります。

このキーは、きびきびしたスロットルレスポンスを好む運転者に
とって、または高速や急加速が適した環境において役立つ場合があ
ります。

例えば、広く開かれた直線のトレイルでは、運転者がパフォーマン
スキーを好む場合があります。

ワワーーククキキーー

ワークキーには、エンジントルクの制限機能がありませんが、車両
速度をプログラムすることができます。

制限速度は、ディーラーがキーを作成しているときに決定する必要
があります。プログラムされた速度は、ディーラーのみが変更でき
ます。

基本コントロール
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DD..EE..SS..SS..柔柔軟軟性性
認定Can-Am Off-Roadディーラーは、車両のD.E.S.S.を、最多8個の
異なるキーを受け付けるように設定できます。

2個以上のD.E.S.S.を装備するCan-Am車両を所有している場合、認
定Can-Amディーラーは、そのそれぞれが他の車両のD.E.S.S.キーを
受け付けるように設定できます。

DD..EE..SS..SS..キキーーラランンヤヤーードド

警警告告
ラランンヤヤーードドをを自自身身にに直直接接取取りり付付けけなないいででくくだだささいい。。

この車両には、転倒時にキーの紛失を防止するために、D.E.S.S.
キーランヤードが装備されています。

このランヤードは、D.E.S.S.ポストの下部にある専用のフックに必ず
取り付けててください。

基本コントロール
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二二次次ココンントトロローールル

1. スロットルレバーコントロールハウジング
2. シフトレバー
3. 多機能スイッチ

操作上の手引きを参照に、以下の事項に注意してください。

警警告告
指指示示にに従従わわななかかっったた場場合合、、重重傷傷事事故故やや死死亡亡事事故故をを招招くく潜潜在在的的なな
恐恐れれががああるるここととをを示示ししまますす。。
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ススロロッットトルルレレババーーココンントトロローールルハハウウジジンンググ

1. 2WD位置
2. 4WD位置
3. 4WDLock位置
4. 4WDLock表示

トトララククシショョンンモモーードドのの変変更更
2WDまたは4WDモードにする前に

1. 車両を完全に停止します。
2. エンジンをアイドリングさせます。
3. 希望するモードを選択してください。

注注意意
車車両両がが動動いいてていいるるととききにに22WWDD//44WWDDセセレレククタターーをを使使用用すするるとと、、フフ
ロロンントトデディィフファァレレンンシシャャルルがが損損傷傷すするる場場合合ががあありりまますす。。

44WWDDLLoocckkモモーードド搭搭載載モモデデルル

4WDLockモードの作動または解除方法

1. 4WDモードが選択されていることを確認します。
2. 速度を30 km/h（20 MPH）未満に下げます。
3. スロットルを放します。
4. セレクターを上方向いっぱいに一瞬押します。
5. 4WDLockモードを解除するには、セレクターを上方向にもう一度
押します。

二次コントロール
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4WDLockを作動させると、スロットルレバーコントロールハウジン
グの表示とデジタルディスプレイ上のアイコンが点灯し、ブザーが
鳴ります。

注注記記：：
表示が点滅してから点灯に変った場合、リクエストが拒否されてい
ます。速度を30 km/h（20 MPH）未満に下げ、スロットルを放して
からもう一度お試しください。

22WWDDモモーードド
このモードでは、エンジンの出力がリアホイールのみに伝達されま
す。

2WDモードにするには、セレクターを押し下下げげまますす。

代代表表的的なな例例

44WWDDモモーードド
エンジンの出力は、フロントおよびリア両方のホイールに均等に配
分されます。

フロントホイール間での伝達は、Visco-Lokシステムを用いてトラク
ションに合わせて行われます。

4WDモードにするには、中中央央ににああるるセレクターを動かします。

二次コントロール
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代代表表的的なな例例

44WWDDLLoocckkモモーードド

警警告告
急急なな方方向向転転換換はは、、制制御御不不能能なな状状態態にに陥陥っったたりり負負傷傷ししたたりりすするる原原
因因ににななりりまますす。。
カカーーブブにに入入るる前前ままたたははカカーーブブをを走走行行ししてていいるるととききはは、、絶絶対対にに
44WWDDLLoocckkモモーードドににししなないいででくくだだささいい。。
44WWDDLLoocckkモモーードドににななるるとと、、車車両両挙挙動動がが変変りりまますす。。
回回転転半半径径もも増増加加ししまますす。。

このモードは、フロントディファレンシャルをロックしてトラク
ションを高め、一定の状況（車両がぬかるみや軟質の土壌で立ち往
生しているなど）から車両を脱出させるために設けられたもので
す。

エンジンの出力は、4つのホイールに均等に配分されます。

4WDLockモードでは、スピードリミッターにより車速が40 km/h
（25 MPH）に制限されます。このリミッターの解除方法についての
詳細は、多機能スイッチのセクションを参照してください。

エエンンジジンンモモーードドセセレレククタターー
このオプションは、一部のモデルのみに提供されています。

二次コントロール
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1. エンジンモードセレクター

エンジンモードセレクターは、スロットルレバーコントロールハウ
ジング上部にあります。

2つの特定のモード（ノーマルモード以外）を選択できます。
– 仕事で使う
– SPORT（700およびHD7エンジンのみ）

選択されたモード（ノーマルモード以外）が、ゲージのモード表示
部に表示されます。

また、スポーツモードが作動したときはブザーが鳴ります。

ワワーーククモモーードド

ワークモードでは、スムーズなスロットルレスポンスが得られ、最
高速度が70 km/h（43 MPH）に制限されます。

ワークモードにするには、セレクターを左に動かします。

右側に動かすと機能が停止します。

ススポポーーツツモモーードド

スポーツモードでは、きびきびとしたスロットルレスポンスが得ら
れます。

このモードはどの種類のキーでも作動させることができ、使用され
たキーで最大のパワーを発揮します。

スポーツモードにするには、セレクターを右に動かします。

二次コントロール
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左側に動かすと機能が停止します。

シシフフトトレレババーー
シフトレバーは、車両右側のステアリングコラム付近にあります。

シフトレバーは、ギアを変更するのに使用します。

シフトレバーには5つの位置があります：

L

H

N

R

P

二次コントロール
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シフトレバー位置

位置 ギヤ

P パーキング

R リバース

N ニュートラル

H ハイレンジ（前進）

L ローレンジ（前進）

車両にブレーキをかけて停止してから、ギアを選択する必要があり
ます。

注注意意
ここののギギアアボボッッククススはは、、車車両両がが動動いいてていいるる間間ににシシフフトトすするるよよううにに
設設計計さされれてていいまませせんん。。

パパーーキキンンググ
パーキング位置はギアボックスをロックして、車両の動作防止を補
助します。

警警告告

車車両両がが動動作作ししてていいなないいととききはは、、必必ずずパパーーキキンンググ（（PP））位位置置ににししてて
くくだだささいい。。シシフフトトレレババーーががPP（（パパーーキキンンググ））ににななっってていいなないい場場
合合、、車車両両がが進進むむ場場合合ががあありりまますす。。

リリババーースス

二次コントロール
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リバース位置にすると、車両を後進させることができます。

注注記記：：
後進時はエンジン回転数が制限されるため、車両の後進速度も制限
されます。

警警告告
下下りり坂坂をを後後進進すするるととききはは、、重重力力にによよりり、、設設定定さされれてていいるる後後進進速速
度度よよりりもも車車両両速速度度がが上上昇昇ししまますす。。

ニニュューートトララルル
ニュートラル位置にすると、ギアボックスが切り離されます。

警警告告
車車両両がが動動作作ししてていいなないいととききはは、、必必ずずパパーーキキンンググ（（PP））位位置置ににししてて
くくだだささいい。。シシフフトトレレババーーががNN（（ニニュューートトララルル））ななっってていいるる場場合合、、
車車両両がが進進むむ場場合合ががあありりまますす。。

ハハイイレレンンジジ（（前前進進））
この位置にすると、ギアボックスの高速レンジが選択されます。こ
れは、通常の走行速度レンジです。車両は、最高速度に到達できま
す。

ロローーレレンンジジ（（前前進進））
この位置にすると、ギアボックスの低速レンジが選択されます。車
両は低速で動き、ホイールは最大のトルクを発揮します。

注注意意
トトレレーーララーーをを牽牽引引すするるとときき、、重重いい荷荷物物をを運運搬搬すするるとときき、、障障害害物物
をを横横切切るるとときき、、ぬぬかかるるみみをを走走行行すするるとときき、、ままたたはは傾傾斜斜をを上上っったた
りり下下っったたりりすするるととききはは、、ロローーレレンンジジをを使使用用ししててくくだだささいい。。

多多機機能能ススイイッッチチ——DD..EE..SS..SS..装装備備モモデデルルキキーー
ヘヘッッドドラライイトトススイイッッチチ

二次コントロール
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1

2

3

1. ディマー/ライトOFF
2. ロービーム
3. ハイビーム

ハハイイビビーームム：スイッチを上方に押して、ハイビームを選択します。

ロローービビーームム：スイッチを中央に入れて、ロービームを選択します。

デディィママーー//OOFFFF：
– 短く押す：ハイビームのヘッドライトが瞬間的にオンになりま
す。

– 長く押す：ヘッドライトをOFFにします。

始始動動//DDPPSS//オオーーババーーラライイドドボボタタンン
このボタンには3つの機能があります。
– エンジンを始動します
– オーバーライド機能の作動
– DPSモードの変更

エエンンジジンンススタターートトボボタタンン

二次コントロール
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スタートボタンを長押しして、エンジンを始動させます。

エンジンが始動したら、すぐにボタンを放します。

基本手順セクションのエンジン始動手順を参照してください。

オオーーババーーラライイドド機機能能

この機能は、ギヤがリバースまたは4WDLockモードに入っていると
きに、エンジンスピードリミッターをバイパスします。

4WDLockに入っている場合、オーバーライドモードでは、別のス
ピードリミットに達するまで回転数を上げられます。
– 60 km/h、ハイギヤまたはローギヤの場合
– 25 km/h、リバースの場合。

警警告告
オオーーババーーラライイドドモモーードドをを使使用用すするる前前にに、、車車両両のの周周りりにに障障害害物物がが
なないいここととをを確確認認ししまますす。。
オオーーババーーラライイドドモモーードドはは、、低低速速走走行行中中にに、、車車両両がが泥泥ややそそのの他他のの
柔柔ららかかいい地地面面ににははままりり込込んんだだ場場合合ににののみみ、、使使用用ししててくくだだささいい。。
リリババーーススでで正正常常にに走走行行ししてていいるるととききににはは、、オオーーババーーラライイドドモモーー
ドドをを使使用用ししなないいででくくだだささいい。。そそののよよううににすするるとと、、過過度度のの速速度度がが
出出まますす。。
ギギヤヤがが44WWDDLLoocckkにに入入っってていいてて、、正正常常にに走走行行ししてていいるるととききににはは、、
オオーーババーーラライイドドモモーードドをを使使用用ししなないいででくくだだささいい。。ささももなないいとと、、
ココンントトーールルをを失失うう恐恐れれががあありりまますす。。

オーバーライド機能の起動は、次にように行います。

二次コントロール
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1. 車両が完全に停止していることを確認します。
2. オーバーライド/DPSボタンを押したままにして、スロットルレ
バーを徐々に踏み込みます。

3. オーバーライド機能を使用する場合、ゲージがオーバーライド
メッセージを表示し、機能が作動していることを確認します。

4. オーバーライド機能は、オーバーライド/DPSボタンを放すだけ解
除されます。

DDPPSS機機能能

このボタンは、ダイナミックパワーステアリング（DPF）モードを
変更するのにも使用します。

DPSモードの概要については走行に関する調整のセクションを参照
してください。

ククララククシショョンンボボタタンン
フフィィンンラランンドドでで販販売売さされれるる車車両両ののみみ

ホーンボタンは、コンソール上、グローブボックスの上方にありま
す。

ホーンを鳴らすには、ホーンボタンを押します。

二次コントロール
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二次コントロール
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装装備備品品
操作上の手引きを参照に、以下の事項に注意してください。

警警告告
指指示示にに従従わわななかかっったた場場合合、、重重傷傷事事故故やや死死亡亡事事故故をを招招くく潜潜在在的的なな
恐恐れれががああるるここととをを示示ししまますす。。

シシーートト
シシーートトのの取取りり外外しし
1. シートラッチを引き上げます。このラッチは、シート後部の下に
あります。

1. シートラッチ

2. シートを上に引いてから後方に引きます。
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3. 前側の固定デバイスを解除できるまで持ち上げ続け、その後シー
トを完全に取り外します。

シシーートトのの取取りり付付けけ
1. シートの前側タブを、リレースターターサポートハウジングの
フックに挿入します。

装備品



129

2. シートの後部を押して正しく配置します。

3. シートがその所定位置に置かれたら、シートをしっかり押して固
定します。このとき、カチッという感覚がはっきりと感じられま
す。

装備品
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4. 強く引いたり、前部を引いてラッチがかかっていることを確かめ
て、シートが固定されていることを再度確認してください。

警警告告
（（前前後後にに引引いいたたりり））後後ろろにに引引きき上上げげるる動動作作をを数数回回行行いい、、シシーートト
がが所所定定位位置置にに正正ししくく固固定定さされれたたここととをを確確認認ししまますす。。取取りり付付けけ中中
にに独独特特ののススナナッッププ音音がが聞聞ここええててもも、、適適切切にに取取りり付付けけらられれてていいるる
ここととをを確確認認すするるたためめにに、、必必ずずそそれれをを後後ろろにに引引きき上上げげててくくだだささ
いい。。

フフッットトペペググ
運転者のフットペグは車両の左右側にあります。

装備品
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警警告告
車車両両運運転転中中、、運運転転者者はは常常にに両両足足ををフフッットトペペググにに置置くく必必要要ががあありり
まますす。。

多多機機能能ツツーールル
多機能ツールは、シートの下にあります。

タイヤ空気圧ゲージは、多機能ツールの横にあります。

装備品
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1. 多機能ツール
2. タイヤ空気圧ゲージ

ココンンソソーールル

装備品
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ココンンソソーールルのの取取りり外外しし
1. 両方のクオーターターンネジを外します。

2. コンソールの右側のボタンを押します。

3. ステアリングの両側の両ロッキングタブを外します。

装備品
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1

1. ロッキングタブの位置

4. コンソールを上に引いてから後方に引いて外します。

ココンンソソーールルのの取取りり付付けけ
1. 最初にコンソールの前側タブを挿入します。
2. コンソールを押し下げて、ステアリングの両側の両ロッキングタ
ブを留めます。

1

1. ロッキングタブの位置

3. 右側のボタンがコンソールに係合していることを確認します。

装備品



135

4. 2個のクオーターターンネジでコンソールを固定します。

ググロローーブブボボッッククスス
身の回り品やオペレーターズガイドを保管するための小型ストレー
ジコンパートメントです。

グローブボックスの物を固定するための弾性ストラップも付属して
います。

装備品
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注注意意
ここののスストトレレーージジココンンパパーートトメメンントトはは、、夏夏場場やや低低速速でで長長時時間間運運転転
ししてていいるるととききにに高高温温ににななるる場場合合ががあありりまますす。。
ここののよよううなな状状況況でで携携帯帯電電話話ななどどのの電電子子機機器器をを保保管管すするるここととははおお
勧勧めめししてていいまませせんん。。高高温温にによよりり、、電電話話ややそそののババッッテテリリーーがが損損傷傷
ししてて修修復復ででききななくくななるる可可能能性性ががあありりまますす。。

1. カバーラッチを引くと、グローブボックスが開きます。

装備品
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ググロローーブブボボッッククススのの取取りり外外しし
1. コンソールを取り外します。装備のセクションのコンソールの取
り外しを参照してください。

2. ハンドルバーの下で、グローブボックスを固定している両方のね
じを取り外します。

3. グローブボックスカバーを開きます。

4. 以下のボルトを取り外します。

装備品
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5. シートを取り外します。
6. グローブボックスを取り外します。

ララジジエエーータターーカカババーー
1. 両方のカバーラッチを外します。

2. カバーを車両前方へ傾けてから開きます。

装備品
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ササイイドドパパネネルル

ササイイドドパパネネルルのの取取りり外外しし
1. サイドパネルのラッチを解除します。
2. 上側のロッキングタブを外します。

装備品
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1. ラッチを回す
2. パネル上部を引く
3. サイドパネルを車両外側へ向けて傾けてから引き上げます。

1. サイドパネルを傾ける
2. 引き上げる

ササイイドドパパネネルルのの取取りり付付けけ
1. サイドパネルの下側タブを挿入し、車両に配置します。

装備品
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1. サイドパネルタブを挿入する
2. 車両にサイドパネルを取り付ける
2. 上側のロッキングタブを固定します。
3. サイドパネルのラッチをロックします。

1. パネル上部を押す
2. ラッチを回す

装備品
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1122 VVのの電電源源ソソケケッットト

懐中電灯などの携帯機器の使用に便利です。

保護キャップを取り外して使用します。

電源ソケットを環境から保護するために、使用後は必ず保護キャッ
プを取り付けてください。

カカーーゴゴララッックク

警警告告

–– 絶絶対対ににカカーーゴゴララッッククでで人人をを運運搬搬ししなないいででくくだだささいい。。
–– 荷荷物物ががオオペペレレーータターーのの視視線線をを妨妨げげたたりり、、車車両両のの正正常常なな操操舵舵能能
力力にに影影響響をを与与ええなないいよよううににししててくくだだささいい。。

–– 車車両両にに過過剰剰のの荷荷物物をを積積みみすすぎぎなないいででくくだだささいい。。
–– すすべべててのの荷荷物物がが正正ししくく固固定定さされれ、、ララッッククのの外外にに出出てていいなないいここ
ととをを必必ずず確確認認ししててくくだだささいい。。

推奨貨物重量については、最大ラック荷重 - 警告ラベルを必ず参照し
てください。

装備品
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カーゴラックは、装備品やさまざまな荷物を運搬するのに便利で
す。絶対に人を運ぶためには使用しないでください。

1. リアカーゴラック

ウウィィンンチチ（（装装備備さされれてていいるる場場合合））

警警告告
重重傷傷やや死死亡亡事事故故、、重重要要部部品品のの損損傷傷をを防防止止すするるたためめにに
–– 牽牽引引時時はは、、絶絶対対ににウウィィンンチチケケーーブブルル//ロローーププをを使使用用ししてて車車両両をを
固固定定ししなないいででくくだだささいい。。

–– ウウィィンンチチケケーーブブルル//ロローーププをを貨貨物物やや他他のの車車両両にに固固定定ししたた状状態態でで
はは、、絶絶対対にに走走行行ししなないいででくくだだささいい。。

–– （（雪雪やや泥泥でで））身身動動ききがが取取れれななくくななっったた車車両両をを救救出出すするるたためめだだ
けけににウウィィンンチチをを使使用用ししててくくだだささいい。。

–– 貨貨物物をを引引くく前前にに、、必必ずずウウィィンンチチメメーーカカーーののイインンスストトララククシショョ
ンンをを参参照照ししててくくだだささいい。。

ウィンチは、左側の多機能スイッチ上にあるウィンチコントロール
スイッチ、またはリモートコントロール（別売）を使用して操作で
きます。

車両への損傷を防止してウィンチケーブル/ロープをウィンチへ誘導
するために、フェアリードが使用されています。

装備品
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1. ウィンチ
2. フェアリード
3. ウィンチフック
4. フックストラップ

下記のヒントは、バッテリーが消耗するリスクを抑えるのに役立ち
ます。

手手動動ででののウウィィンンチチのの巻巻きき出出しし：：ハンドルを使用してウィンチのロッ
クを解除し、フックストラップを引いて巻き出します。

巻き上げまたは巻き取り中は、エンジンを作動させたままにするよ
う推奨します。バッテリーを充電するため、巻き上げ直後はエンジ
ンを停止しないでください。

また、30秒以上巻き上げを行うときは、エンジン回転数を3000 rpm
の範囲まで上げてバッテリーの充電電圧を高めるよう推奨します。

ウィンチの詳細については、車両に付属しているウィンチメーカー
の説明書を参照してください。

リリカカババリリーーフフッックク
立ち往生した際に車両を復旧させるために使用する便利なフックで
す。

装備品
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フフロロンントトリリカカババリリーーフフッッククのの位位置置

リリアアリリカカババリリーーフフッッククのの位位置置

トトレレーーララーーヒヒッッチチ
トレーラーやその他の装備を牽引するための便利なトレーラーヒッ
チ。

トレーラーメーカーの推奨事項に従って適切なサイズのボールを取
り付けてください。

警警告告

牽牽引引ししよよううととすするる装装置置にに合合うう適適切切ななササイイズズののボボーールルをを取取りり付付けけ
ててくくだだささいい。。

装備品
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積載重量や牽引時の推奨事項については、けん引およびヒッチ重量 -
警告ラベルのセクションを参照してください。

1. トレーラーヒッチ受け部
2. 牽引およびヒッチ荷重 - 警告ラベル

装備品
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44..55イインンチチデデジジタタルルデディィススププレレイイ

多多機機能能表表示示
ロロアアーーデディィススププレレイイ

下記の項目を表示させることができます。
– RPM
– 速度統計情報
– エンジン温度
– バッテリー電圧
– 設定
– メッセージ

下側ボタンを使用して、表示される情報を変更します。

1. 上ボタン
2. 下ボタン

左左側側のの表表示示



148

左側の表示には以下のものが含まれます：
– 燃料レベルインジケーター

右右側側のの表表示示

左側の表示には以下のものが含まれます：
– エンジン温度
– 2X4 / 4X4表示(装備されている場合)
– フロントディファレンシャルロック - Visco-4Lokアイコン（装備
されている場合）

4.5インチデジタルディスプレイ
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アアイイココンン 詳詳細細

2x4アイコン

4X4アイコン

フロントディファレンシャルロ
ック - Visco-4Lokアイコン

中中央央のの表表示示

中央の表示には次のものが含まれます。
– 車両速度（km/h、MPH、またはRPM）.
– トラックキット作動（装備されている場合）

トトラランンススミミッッシショョンン位位置置表表示示

4.5インチデジタルディスプレイ
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この表示はギヤボックスのギヤポジションを示します。
– P（パーキング）
– R（後進）
– N（ニュートラル）
– H（ハイレンジ）
– L（ローレンジ）
– – （無効なレンジ）

エエンンジジンンモモーードドのの表表示示

エンジンモードの表示では、選択された動作モードが示されます。
– ECOまたはWORK（車両構成のとおり）
– スポーツ

モードを切り替えるには、下側ボタンを長押ししてから下側ボタン
を軽く押して、利用できるモードを順に表示します。

4.5インチデジタルディスプレイ
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エエンンジジンンモモーードド 作作動動時時ののメメッッセセーージジ

Eco ECOモード(ECO MODE)

ワーク ワークモード

Sport スポーツモード

トトリリッッププ表表示示

この表示はトリップ情報を示します。
– 積算距離計オドメーター
– トリップA
– トリップB
– 車両アワーメーター
– 時計

上側ボタンを使用して、表示される情報を変更します。

上側のボタンを押したままにすると、トリップA/Bメーターがリセッ
トされます。

4.5インチデジタルディスプレイ
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1. 上ボタン
2. 下ボタン

イインンジジケケーータターーラランンププ
警警告告おおよよびび表表示示ラライイトト

警警告告おおよよびび表表示示ラライイトト

オレンジ色 - 車両機能異常

青色 - ハイビーム

赤色 - エンジン温度が高過ぎる。

緑色 - ニュートラル

4.5インチデジタルディスプレイ
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警警告告おおよよびび表表示示ラライイトト

赤 - ブレーキロックレバーが掛かっている、また
はブレーキシステムの不具合

RED - バッテリー電圧が低すぎる、または電気系
統の問題。

赤色 - オイル圧力低下
エンジンがオフのときは常時オン

オレンジ色 - 低燃料レベル。

オレンジ色
点点灯灯：車両排出ガス制御システムの不具合。

点点滅滅：エンジンの不具合。応急帰還モードになり
ます。直ちに車両の整備を行ってください。

アアイイココンンおおよよびびイインンジジーータターー

4.5インチデジタルディスプレイ
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アアイイココンンおおよよびびイインンジジーータターー

– スポーツモードが選択されている
ことを示します。

– ワークモードが選択されているこ
とを示します。

– 点灯しているときは、メンテナン
スが必要であることを示していま
す。

– メンテナンスについては、認定
Can-Am Off-roadディーラーまた
は整備担当者にご相談ください。

– トラックキット作動（装備されて
いる場合）。

– フロントディファレンシャルロッ
ク（Visco-4Lok）が作動している
ことを示します。
このオプションが利用可能なと
き。

– スピードリミッターが選択されて
いることを示します。

– このオプションが利用可能なと
き。

設設定定((SSEETTTTIINNGGSS))
メニュー内を移動するためのボタンは、LCDディスプレイの左側に
あります。

4.5インチデジタルディスプレイ
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1. 上ボタン
2. 下ボタン

セセッットトアアッッププ
下側ボタンを使用してSSEETTTTIINNGGSSを選択し、ボタンを押したままに
して設定メニューに入ります。

メメンンテテナナンンススののリリセセッットト
メンテナンスメッセージをリセットするには、メンテナンスの手順
のセクションの「メンテナンスが必要」メッセージのリセットを参
照してください。

注注記記：：
メンテナンスのときにのみ（エンジンを100時間運転するごとに）実
行可能です。

故故障障ココーードド((FFAAUULLTT CCOODDEESS))
故障コードが1つ以上発生しているときに利用可能です。

下側ボタンを使用してCCOODDEESSを選択し、ボタンを押したままにして
発生しているアクティブな故障コードを確認します。

故障コードは下側表示部にスクロール表示されます。

統統計計情情報報ののリリセセッットト
下側ボタンを使用してRREESSEETT SSTTAATTを選択し、ボタンを押したまま
にしてリセットします。

4.5インチデジタルディスプレイ
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単単位位のの選選択択
この多機能ゲージは工場でヤードポンド単位に設定されています
が、メートル単位に変更することができます。

下側ボタンを使用してUUNNIITTSSを選択し、ボタンを押したままにして
単位を変更します。

時時計計のの設設定定
下側ボタンを使用して、以下のすべての手順を行う必要がありま
す。

1. CCLLOOCCKKを選択して、時刻を調整します。
2. ボタンを押して時計表示を選択します。
3. ボタンを1秒間押したままにします。
4. ボタンを押して、12時間表示または24時間表示を選択します。
5. ボタンを押したままにして選択内容を確定します。
6. ボタンを押して時の桁を変更します（時の桁が点滅します）。
7. ボタンを押したままにして時の桁の選択内容を確定します。
8. ボタンを押して分の桁に切り替えます（分の桁が点滅します）。
9. ボタンを押したままにして分の桁の選択内容を確定します。

言言語語のの設設定定
ゲージ表示の言語は変更することができます。

利用できる言語とゲージの設定については、認定Can-Am Off-Road
ディーラーにお問い合わせください。

輝輝度度のの設設定定
LCDディスプレイの輝度を調整できます。

下側のボタンを使用してBBRRIIGGHHTTNNEESSSS（（輝輝度度））を選択し、ボタン
を押したままにして輝度を変更します。

下側ボタンを使用して輝度を調整した後、ボタンを押したままにし
て選択内容を確定します。

4.5インチデジタルディスプレイ



157

燃燃料料
操作上の手引きを参照に、以下の事項に注意してください。

警警告告
指指示示にに従従わわななかかっったた場場合合、、重重傷傷事事故故やや死死亡亡事事故故をを招招くく潜潜在在的的なな
恐恐れれががああるるここととをを示示ししまますす。。

燃燃料料にに関関すするる要要件件

注注意意
新新ししいいガガソソリリンンをを必必ずず使使用用ししまますす。。ガガソソリリンンはは放放っってておおくくとと酸酸
化化ししまますす。。酸酸化化すするるとと、、オオククタタンン、、揮揮発発性性化化合合物物のの損損失失、、おおよよ
びびガガムムおおよよびびワワニニススのの蓄蓄積積がが起起ここりり、、燃燃料料シシスステテムムをを損損傷傷ししかか
ねねまませせんん。。

アルコールとの燃料の混合は国および地域によって異なります。ご
使用されている車両は推奨される燃料を使用するために設計されて
いますが、次のことに注意してください。
– 政府の規制によって定められているアルコール割合を超えるアル
コールを含む燃料を使用することは推奨されておらず、もし使用
した場合、次のような燃料システムコンポーネントの問題が発生
しかねません。
– 始動および操作時の困難。
– ゴムまたはプラスチック部品の老化。
– 金属部品の腐食。
– 内部エンジン部品への損傷。

– ガソリンのアルコール度が政府の現在の規制を超えていると疑っ
た場合、燃料漏れまたはその他の燃料システムの異常がないか常
に点検してください。

– アルコールが混合された燃料は水分を多く含む車があり、燃料の
相分離につながる恐れがあり、エンジンの性能上の問題またはエ
ンジンの損傷を引き起こす可能性があります。

推推奨奨燃燃料料
ガソリンは、次の最低オクタン価が必要となります。

オクタン価87のAKI (R+M)/2またはRONオクタン価91の通常の無
鉛ガソリン

10%以下のエタノールを含む無鉛ガソリンを使用してください。
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注注意意
他他のの燃燃料料をを試試ししたたりりししなないいこことと。。不不適適当当なな燃燃料料をを使使用用すするるとと、、
エエンンジジンンままたたはは燃燃料料シシスステテムムのの損損傷傷をを招招ききかかねねまませせんん。。

注注意意
EE8855ののララベベルルのの燃燃料料ポポンンププかかららのの燃燃料料はは絶絶対対にに使使用用ししなないいででくくだだ
ささいい。。

E15のラベルの燃料の使用は、U.S. EPA（米国環境保護庁）の規制
により禁止されています。

車車両両へへのの給給油油手手順順

警警告告
–– 燃燃料料はは、、一一定定のの条条件件下下でで可可燃燃性性おおよよびび爆爆発発性性をを持持ちちまますす。。
–– 裸裸火火をを明明かかりりににししてて燃燃料料レレベベルルをを確確かかめめるるののはは絶絶対対ににややめめてて
くくだだささいい。。

–– 絶絶対対にに近近くくででタタババココをを吸吸っったたりり、、炎炎やや火火花花をを発発生生ささせせたたりりしし
なないいででくくだだささいい。。

–– 換換気気ののよよいい場場所所でで作作業業ししててくくだだささいい。。
–– 給給油油時時はは、、車車両両をを水水平平面面にに駐駐車車ししててくくだだささいい。。

1. エンジンを止めます。

警警告告

給給油油前前にに必必ずずエエンンジジンンをを停停止止ししててくくだだささいい。。

2. オペレーターと同乗者を車両から降ろしてください。

警警告告
給給油油中中、、誰誰もも車車両両にに乗乗せせなないいででくくだだささいい。。給給油油中中にに火火災災やや爆爆発発
がが起起ききたた場場合合、、車車両両にに乗乗っってていいるるとと、、そそのの場場所所かからら直直ちちにに逃逃げげ
るるここととががででききなないい可可能能性性ががあありりまますす。。

燃料
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3. 燃料リザーバーキャップを反時計回りにゆっくり回して、キャッ
プを外します。

警警告告
差差圧圧がが感感じじらられれたた（（燃燃料料タタンンククキキャャッッププをを緩緩めめるるととききにに笛笛ののよよ
ううなな音音がが聞聞ここええたた））場場合合、、作作業業をを続続けけるる前前にに車車両両をを点点検検ままたたはは
修修理理ししててくくだだささいい。。

4. 給油ノズルをフィラーネックに差し込んでください。
5. タンクから空気を逃がして燃料が逆流しないように、燃料をゆっ
くり注ぎます。燃料をこぼさないように注意してください。

6. 燃料がフィラーネックの根元のところまで達したら、給油を止め
ます。燃燃料料をを入入れれすすぎぎててははいいけけまませせんん。。

警警告告
車車両両をを温温かかいい場場所所にに停停車車すするる前前にに、、絶絶対対にに燃燃料料タタンンククにに補補充充しし
なないいででくくだだささいい。。温温度度上上昇昇ににつつれれてて、、燃燃料料がが膨膨張張しし流流出出すするる可可
能能性性ががあありりまますす。。

7. カチッと音がするまで、燃料タンクキャップを反時計方向にしっ
かり締めます。

警警告告

車車両両かかららここぼぼれれたた燃燃料料はは必必ずず拭拭きき取取っっててくくだだささいい。。

燃料
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燃料



161

慣慣ららしし運運転転期期間間
操作上の手引きを参照に、以下の事項に注意してください。

警警告告
指指示示にに従従わわななかかっったた場場合合、、重重傷傷事事故故やや死死亡亡事事故故をを招招くく潜潜在在的的なな
恐恐れれががああるるここととをを示示ししまますす。。

慣慣ららしし運運転転中中のの運運転転
この車両には、10 時間または300 km（200 mi）の慣らし期間が必要
です。

エエンンジジンン
慣らし期間中は：
– アクセル全開での運転は避けてください。
– スロットルレバーをストロークの3/4以上押さないようにしてく
ださい。

– 加速を維持し続けるのは避けてください。
– 巡航速度での長時間の運転は避けてください。
– エンジンのオーバーヒートを避けてください。

ただし、短い加速や速度の変動は、慣らし運転の質を向上させま
す。

ブブレレーーキキ

警警告告

新新ししいいブブレレーーキキはは、、慣慣ららしし運運転転がが完完了了ししなないいとと最最大大効効率率でで作作動動
ししまませせんん。。ブブレレーーキキのの効効率率がが最最適適ででなないい場場合合ががああるるたためめ、、注注意意
をを余余分分にに払払っっててくくだだささいい。。
最最初初のの4400～～5500回回ののブブレレーーキキ操操作作でではは、、穏穏ややかかににブブレレーーキキををかかけけ
るるよよううににししててくくだだささいい。。

ベベルルトト
新品のベルトは、50 km（30 mi）の慣らし運転を必要とします。

慣らし期間中は：
– 激しい加速や減速は避けてください。
– 貨物のけん引は避けてください。
– 高速での巡航は避けてください。
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基基本本手手順順
操作上の手引きを参照に、以下の事項に注意してください。

警警告告
指指示示にに従従わわななかかっったた場場合合、、重重傷傷事事故故やや死死亡亡事事故故をを招招くく潜潜在在的的なな
恐恐れれががああるるここととをを示示ししまますす。。

電電子子シシスステテムムのの起起動動
DD..EE..SS..SS..キキーー装装備備ののモモデデルルのの場場合合：：スタートボタンを0.5秒弱押し
て放すと、電装システムがオンになります。
– 下記の場合は、いずれの装置にも電源を供供給給せせずずにに電装システム
が30秒間オンになります。
– D.E.S.S.キーが取り付けられていない状態、ままたたはは
– エンジンストップスイッチが停止位置になっている

– 下記の場合は、装置に10分間電源を供給します。
– D.E.S.S.キーが取り付けられた状態、おおよよびび
– エンジンストップスイッチが動作位置になっている

D.E.S.S.キーを取り外した、ままたたははエンジンストップスイッチを停
止位置にした場合は、30秒後に電装システムが遮断されます。

注注意意
電電装装シシスステテムムをを頻頻繁繁にに起起動動ししたたりり、、電電気気装装置置をを使使用用すするるとと、、
ババッッテテリリーーをを消消耗耗ししててエエンンジジンンをを始始動動ででききななくくななるる場場合合ががあありり
まますす。。

エエンンジジンンをを始始動動ささせせまますす
1. シフトレバーがパーキングまたはニュートラル位置にあることを
確認します。

注注記記：：
なお、オーバーライドモードでは、シフトレバーがどの位置であっ
てもエンジンを始動できます。エンジンスタートボタンを押してい
る間に、ブレーキレバーを引き続けるかブレーキペダルを踏み続け
ます。

2. キーをイグニッションスイッチに挿入してキーをON位置に回
す、またはD.E.S.S.キーがD.E.S.S.ポストに取り付けられている
ことを確認します。

3. エンジンストップスイッチをRUNに設定します。
4. エンジンが始動するまで、エンジンスタートボタンを押し続けま
す。
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注注意意
数数秒秒経経っっててももエエンンジジンンがが始始動動ししなないい場場合合はは、、ススタターートト位位置置でで1100
秒秒以以上上保保持持ししなないいででくくだだささいい。。
トトララブブルルシシュューーテティィンンググののセセククシショョンンをを参参照照ししててくくだだささいい。。

5. エンジンが始動したら、エンジンスタートボタンを直ちに放しま
す。

注注記記：：
バッテリーがあがっている場合はエンジンを始動できません。バッ
テリーを充電するか交換してください。

選選択択ししたたギギヤヤのの変変更更
1. ブレーキをかけて車両を停止し、希望するシフトレバー位置を選
択します。

2. ブレーキを解除します。

注注意意
選選択択ししたたギギアアをを変変更更すするるととききはは、、必必ずずブブレレーーキキををかかけけてて車車両両をを
完完全全にに停停止止ししててかかららシシフフトトししててくくだだささいい。。ギギヤヤボボッッククススがが損損傷傷
すするる恐恐れれががあありりまますす。。

3. スロットルレバーを徐々に押してエンジン回転数を上げると、
CVT（無段変速機）につながります。

4. 反対に、スロットルレバーを放すとエンジン回転数が下がりま
す。

基本手順
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車車両両をを駐駐車車ししてて、、パパーーキキンンググレレブブレレーーキキををかかけけるる

警警告告

車車両両をを運運転転ししなないいととききはは、、必必ずずブブレレーーキキロロッッククレレババーーををかかけけ、、
かかつつシシフフタターーををパパーーキキンンググ位位置置ににししてて、、パパーーキキンンググブブレレーーキキをを
かかけけててくくだだささいい。。

警警告告

車車両両がが動動きき出出すす恐恐れれががああるるたためめ、、急急なな傾傾斜斜ででののパパーーキキンンググブブ
レレーーキキのの使使用用はは避避けけててくくだだささいい。。

警警告告
高高温温部部品品でで火火災災がが生生じじるるよよううなな場場所所ににはは駐駐車車ししなないいででくくだだささ
いい。。

1. 停車および駐車時は必ずシフトレバーをパーキング位置にしてく
ださい。これは、傾斜地で駐車するときに特に重要です。急な傾
斜や車両が荷物を運搬している場合は、石やレンガを使用してホ
イールが動かないようにしてください（輪止めをかけることが望
ましい）。

2. 駐車する際は、最も平坦な地形を選択します。
3. スロットルを放し、ブレーキを使って車両を完全に停止します。
4. シフトレバーをパーキング位置します。
5. ブレーキロックレバーをかけてください。
6. エンジンストップスイッチをOFF位置まで押します。
7. イグニッションスイッチからキーを取り外す、またはD.E.S.S.ポ
ストからD.E.S.S.キーを取り外します。

基本手順
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特特殊殊なな手手順順
操作上の手引きを参照に、以下の事項に注意してください。

警警告告
指指示示にに従従わわななかかっったた場場合合、、重重傷傷事事故故やや死死亡亡事事故故をを招招くく潜潜在在的的なな
恐恐れれががああるるここととをを示示ししまますす。。

ププララググががかかぶぶっっててししままっったたとときき
燃料がかぶってエンジンが始動しない場合、この特殊なモードが作
動して燃料噴射を防ぎ、クランク中にイグニッションをカットしま
す。次の手順に従ってください：

1. シフトレバーをパーキング位置します。
2. キーをD.E.S.S.ポストに取り付けるか、イグニッションキーをON
位置に回します。

3. スロットルレバーを完全に押し込んだままにします。
4. エンジンスタートボタンを10秒間押したままにします。
5. スロットルレバーを放します。
6. スタートボタンを再度押すと、エンジンが始動します。

エンジンが作動しない場合

1. インジェクターの電装コネクターを抜きます。
2. スパークプラグのキャップ部分を掃除してから取り外します。
3. スパークプラグを取り外します。
4. エンジンのクランキングを数回行ってください。
5. 可能であれば新しいスパークプラグを取り付けるか、スパークプ
ラグをきれいにして乾かしてください。

6. 前述の手順に従って、エンジンを始動してください。

やはり同じようにプラグがかぶってしまう場合は、認定Can-Am
Off-Roadディーラーにご相談ください。

注注意意
エエンンジジンンオオイイルルにに燃燃料料がが混混入入ししてていいなないいここととをを確確認認ししててくくだだささ
いい。。混混入入ししてていいるる場場合合ははエエンンジジンンオオイイルルをを交交換換ししててくくだだささいい。。

CCVVTTにに浸浸入入ししたた水水
CVTのドレンプラグは、CVTカバーの後部にあります。左サイドパ
ネルを取り外してアクセスします。
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注注意意
CCVVTT内内にに水水ががああるる場場合合はは、、ベベルルトトががススリリッッププすするる可可能能性性ががあありり
まますす。。そそのの場場合合、、エエンンジジンンはは加加速速ししまますすがが車車両両はは動動ききまませせんん。。

注注意意
正正規規CCaann--AAmm OOffff--rrooaaddデディィーーララーーにに相相談談ししてて、、CCVVTTのの点点検検とと清清掃掃
をを行行っっててくくだだささいい。。

1. CVTのドレンプラグを取り外して水があるか確認します。

2. スロット付きの六角15 mm（19/32 in）ドレンプラグを取り付け
ます。

特殊な手順
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車車両両がが転転覆覆ししたた場場合合
車両が転覆した、または横に傾いたままの場合は、ホイールが下に
なるように車両を戻してください。

車両に損傷がないか点検してください。

警警告告
車車両両がが損損傷傷ししてていいるる場場合合はは、、絶絶対対にに運運転転ししなないいででくくだだささいい。。
認認定定CCaann--AAmm OOffff--RRooaaddデディィーーララーーににおお問問いい合合わわせせくくだだささいい。。

車両に損傷がない場合は、メンテナンスの手順のセクションを参照
して下記の点検を行ってください。
– エアフィルターハウジングにオイルが溜まっていないか点検しま
す。オイルがある場合は、エアフィルターとエアフィルターハウ
ジングを清掃します。

– エンジンオイルのレベルを点検し、必要に応じて補充してくださ
い。

– エンジンクーラントレベルを点検し、必要に応じて補充してくだ
さい。

– ギヤボックスオイルのレベルを点検し、必要に応じて補充してく
ださい。

– リアファイナルドライブのオイルのレベルを点検し、必要に応じ
て補充してください。

– エンジンを始動します。オイル圧のランプが点灯している場合
は、直ちにエンジンを停止してください。認定Can-Am Off-Road
ディーラーまでお問い合わせください。

車両が転倒したときは必ず、認定Can-Am Off-Roadディーラーの点
検を受ける必要があります。

車車両両がが水水没没ししたた場場合合のの対対処処
車両が水没した場合は、直ちにエンジンを停止してください。

ウィンチなどの電動装置を使用しないでください。

認定Can-Am Off-Roadディーラーにできるだけ早く車両を持ち込む
必要があります。エエンンジジンンをを始始動動ししよよううととししなないいででくくだだささいい！！

注注意意
車車両両がが水水没没ししたた場場合合、、適適切切なな始始動動手手順順にに従従わわなないいとと重重大大なな損損傷傷
がが生生じじまますす。。

車両をできるだけ早く水から引き出して、下記のことを行ってくだ
さい。

特殊な手順
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– エアフィルターハウジングを点検し、水が排出されたことを確認
してください。

– CVTから水を抜き取ります。CVTに浸入した水のセクションを参
照してください。

注注意意
ででききるるだだけけ早早くく認認定定CCaann--AAmm OOffff--RRooaaddデディィーーララーーのの整整備備をを受受けけ
るる必必要要ががあありりまますす。。

特殊な手順
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走走行行にに関関すするる調調整整
操作上の手引きを参照に、以下の事項に注意してください。

警警告告
指指示示にに従従わわななかかっったた場場合合、、重重傷傷事事故故やや死死亡亡事事故故をを招招くく潜潜在在的的なな
恐恐れれががああるるここととをを示示ししまますす。。

警警告告
ササススペペンンシショョンンのの調調整整はは、、車車両両ののハハンンドドリリンンググ性性能能にに影影響響をを与与
ええるる可可能能性性ががあありりまますす。。
ササススペペンンシショョンンのの調調整整後後、、必必ずず時時間間をを取取っってて車車両両にに慣慣れれるるよようう
ににししててくくだだささいい。。

以下はサスペンションの微調整のガイドラインです。

付属の多機能ツールを使用します。

ササススペペンンシショョンンのの調調整整ガガイイドドラライインン
車両の操作性と快適性は、サスペンションの調整具合よって変わり
ます。

警警告告
ササススペペンンシショョンンのの調調整整はは、、車車両両ののハハンンドドリリンンググ性性能能にに影影響響をを与与
ええるる可可能能性性ががあありりまますす。。ササススペペンンシショョンンのの調調整整後後、、必必ずず時時間間をを
取取っってて車車両両にに慣慣れれるるよよううににししててくくだだささいい。。

サスペンション調整の度合いは、車両総重量、個人的な嗜好、走行
速度および地形条件により異なります。

サスペンションをセットアップする最良の方法は、工場での設定か
ら各調整項目を一度にひとつずつカスタマイズすることです。

フロントとリヤの調整は関係します。例えば、フロントショックア
ブゾーバーを調整したあと、リヤショックアブゾーバーの再調整が
必要になる場合もあります。

トレール、速度、荷重、など同じ条件で車両を試乗します。調整項
目をひとつ変更し、再度試乗します。満足のいくまで入念に調整を
行います。
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ササススペペンンシショョンンのの調調整整

ササススペペンンシショョンンのの工工場場出出荷荷時時のの設設定定
工場設定はほぼすべての状況に適しています。

地上高の増加は車両のハンドリング性に影響することを考慮してく
ださい。

フフロロンントトササススペペンンシショョンン

ススププリリンンググププリリロローードド

カム位置3（ソフト）

リリアアササススペペンンシショョンン

ススププリリンンググププリリロローードド

カム位置3（ソフト）

ばばねねププリリロローードド調調節節
以下はサスペンションの微調整のガイドラインです。付属の多機能
ツールを使用します。

スプリングプリロードは、車両の地上高に影響します。

固めまたはラフな乗り心地のため、あるいはトレーラーを牽引する
際にはスプリングを短くします。

軟らかくスムーズな乗り心地にはスプリングを長くします。

注注記記：：
工場設定はほぼすべての状況に適しています。地上高の増加は車両
のハンドリング性に影響することを考慮してください。

警警告告
フフロロンントトままたたははリリヤヤササススペペンンシショョンンのの左左とと右右ののシショョッックク調調整整
はは、、必必ずず同同じじ位位置置ににセセッットトすするる必必要要ががあありりまますす。。
片片方方ののシショョッッククののみみをを調調整整すするるここととはは避避けけててくくだだささいい。。
調調整整がが均均等等ででなないいととハハンンドドリリンンググ性性能能おおよよびび安安定定性性がが損損ななわわ
れれ、、事事故故ににつつななががるる可可能能性性ががあありりまますす。。

車両を持ち上げて、スプリングのプリロードを調整します。

走行に関する調整
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調整カムを回して調整します。

1. 調整カムを回す
2. 柔らかめの調整
3. 固めの調整

ダダイイナナミミッッククパパワワーースステテアアリリンンググ（（DDPPSS））ののアアシシスストトレレベベルル調調整整
（（DDPPSS装装備備モモデデルル））

Visco-4Lokフロントディファレンシャル装備モデル

4WDLockモードが選択されると、最適なアシスト機能を発揮する
ために、自動的に特殊設定が選択されます。

4WDLockモードが選択されている場合、DPS設定の変更はできま
せん。

ギヤがリバースに入っている場合、DPSモードは変更できません。

トライモードダイナミックパワーステアリング（DPS）は、運転者
のためにステアリング操作の便利なアシストを行います。アシスト
のレベルは車両速度や運転者の要望に応じて自動的に適応し、通常
はアシストの需要が最も高いとされる低速時に最大の操舵力を発揮
します。速度が上昇するとアシストが次第に少なくなり、運転者に
とって最高の操舵感覚と精度が維持されます。

アシストは3つのモードから選択できます。最小と最大各モードと
も、車両速度や運転者の要望に自動的に継続して適応するため、走

走行に関する調整
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行時に変更する必要がありません。これらのモードは、それぞれの
運転者の好みに合わせてアシストのレベルを設定するために使用さ
れます。

事前に設定された次の 3モードから選択できます。

DDPPSSモモーードド

DPS MAX. ステアリングアシスト最大

DPS MED. ステアリングアシスト中程度

DPS MIN. ステアリングアシスト最小

エンジンが動作していないと、多機能スイッチを使用するDPSモー
ドは変更できません。この手順を実行するには、電気系統を起動す
るだけでは不十分です。

どのDPSモードが起動しているかを確認するには、次のようにしま
す。
– DPSボタンを短く（1秒間）押します。

代代表表的的なな例例
– 前の画面に戻るには、4秒間待ちます。

DPSモードを変更するには、次のようにします。
– どのDPSモードが起動しているかを確認するには、DPSボタンを
短く（1秒間）押します。

走行に関する調整
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– 別のモードを選択するには、DPSボタンを長く（2秒間）押しま
す。望むモードが起動するまで繰り返します。

注注記記：：
また、（所有するモデルによって）クラスターの下側ボタンまたは
メニュースイッチを長押しすることで、DPSモードを変更すること
も可能です。変更するには、エンジンを始動する必要はありません
が、電装システムを起動しておかなければなりません。

走行に関する調整
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車車両両のの持持ちち上上げげ

リリフフトトにに関関すするる一一般般安安全全情情報報

警警告告
支支持持ポポイインントトでで支支ええるるここととななくく車車両両のの前前部部とと後後部部をを持持ちち上上げげよよ
ううととししなないいででくくだだささいい。。
支支持持ポポイインントトだだけけでで車車両両をを持持ちち上上げげよよううととししなないいででくくだだささいい。。

1. 4WDモードにします（利用できる場合）。

注注記記：：
エンジンが動作していて、車両が約1メートル移動した場合、4WD
モードがかかります。

2. シフトレバーをパーキングに入れます。
3. ブレーキをロックします。

手順1. ブレーキをかける
手順2. ブレーキをロックする
4. 適切なリフト装置を使用して、適切な場所で車両を持ち上げま
す。

警警告告

車車両両をを持持ちち上上げげるる前前にに、、すすべべててのの車車輪輪ががロロッッククさされれてていいるるこことと
をを確確認認ししまますす。。リリフフトト装装置置のの最最大大許許容容荷荷重重をを超超過過すするる荷荷重重ををかか
けけなないいででくくだだささいい。。ここののタタイイププのの車車両両をを持持ちち上上げげるるたためめにに認認可可
さされれたた装装置置だだけけをを使使用用ししててくくだだささいい。。リリフフトト装装置置をを使使用用ししてて、、
車車両両をを移移動動ささせせなないいででくくだだささいい。。使使用用すするる前前にに、、メメーーカカーーのの警警
告告ととイインンスストトララククシショョンンをを参参照照ししててくくだだささいい。。
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5. 推奨の支持ポイントに従って、車両をジャッキスタンドに載せま
す。

推奨の支持ポイントの位置を示すために、 のマークがス
キッドプレートに刻印されています。

1

2 2

車車両両ののフフロロンントト
1. 持ち上げ部
2. 支持ポイント

車両の持ち上げ
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2 2

1

車車両両後後部部
1. 持ち上げ部
2. 支持ポイント

車両の持ち上げ
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車車両両のの移移送送
牽引または移送サービスにお問い合わせする場合は、車両を安全に
持ち上げ、ストラップを縛り付けるために長物トレーラー、導板ま
たはパワーランプがあるか尋ねてください。本セクションで記載の
通りに車両を適切に移送してください。

注注意意
ここのの車車両両をを自自動動車車やや他他のの車車両両のの後後方方でで牽牽引引ししなないいででくくだだささいい。。
牽牽引引すするるとと車車両両のの駆駆動動シシスステテムムにに深深刻刻なな損損傷傷をを与与ええるる恐恐れれががああ
りりまますす。。

注注意意
車車両両をを縛縛りり付付けけるるののににチチェェーーンンのの使使用用はは避避けけててくくだだささいい——表表面面
のの仕仕上上げげややププララススチチッッククののココンンポポーーネネンントトをを損損傷傷ささせせるる恐恐れれがが
あありりまますす。。

警警告告
重重傷傷やや死死亡亡事事故故、、重重要要部部品品のの損損傷傷をを防防止止すするるたためめにに
–– 牽牽引引時時はは、、絶絶対対ににウウィィンンチチケケーーブブルル//ロローーププをを使使用用ししてて車車両両をを
固固定定ししなないいででくくだだささいい。。

–– ウウィィンンチチケケーーブブルル//ロローーププをを貨貨物物やや他他のの車車両両にに固固定定ししたた状状態態でで
はは、、絶絶対対にに走走行行ししなないいででくくだだささいい。。

–– （（雪雪やや泥泥でで））身身動動ききがが取取れれななくくななっったた車車両両をを救救出出すするるたためめだだ
けけににウウィィンンチチをを使使用用ししててくくだだささいい。。

–– 貨貨物物をを引引くく前前にに、、必必ずずウウィィンンチチメメーーカカーーののイインンスストトララククシショョ
ンンをを参参照照ししててくくだだささいい。。

警警告告
シシーートト、、アアククセセササリリーー、、おおよよびび貨貨物物ににつついいててはは、、道道路路にに落落下下しし
たたりり、、他他のの車車両両をを危危険険ににささららししたたりりすするるここととががなないいよよううにに、、必必
ずず正正ししくく固固定定すするるかか取取りり外外すすよよううににししててくくだだささいい。。

警警告告
ウウィィンンドドシシーールルドドななどどののココンンポポーーネネンントトのの損損傷傷をを防防止止すするるたた
めめ、、必必ずず車車両両をを前前進進方方向向にに向向けけたた状状態態でで移移送送ししててくくだだささいい。。移移
送送のの際際はは部部品品をを外外ししててももかかままいいまませせんん。。



178

警警告告
車車両両ををププララッットトフフォォーームムままたたははトトレレーーララーーにに載載せせるる前前にに、、下下記記
のの安安全全注注意意事事項項にに従従っっててくくだだささいい。。

安全注意事項

運搬装置
運搬用備品（プラットフォーム、
トレーラー、または平台）は、車
両を安全に支えて移送するための
適切な寸法と能力を持つものでな
ければなりません。

運搬用車両
運搬用車両の能力や仕様を超えな
いでください。トレーラーまたは
プラットフォームが運搬用車両の
ヒッチに正しく固定されているこ
とを確認してください。

視界 運転中は常に良好な視界を確保し
てください。

地形
運搬用車両やトレーラーは水平面
上になければなりません。トレー
ラーや運搬用車両が動かないよ
う、輪留めを使用してください。

ランプ
適切な能力を持つランプを、トレ
ーラーまたはプラットフォームに
固定して使用します。ランプを急
角度にして使用しないでくださ
い。

周囲の人々
車両を載せるときは、周囲の人々
が車両や牽引装置の近くにいない
ことを必ず確認してください。

シートおよびア
クセサリー

シート、アクセサリー、および貨
物については、道路に落下した
り、他の車両を危険にさらしたり
することがないように、必ず正し
く固定するか取り外すようにして
ください。

車両の移送
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車車両両のの力力をを利利用用ししてて輸輸送送装装置置にに載載せせるる
車車両両がが自自力力でで上上るるここととががででききるるととききはは、、以以下下のの手手順順にに従従っっててくくだだ
ささいい。。

1. 保護具を着用します。
2. ローギヤだけを使用します（装備されている場合）。
3. 走行中はシートに着席した状態を維持します。
4. レールまたはプラットフォーム上の正しい位置にあることを確認
します。

5. プラットフォームまたはトレーラーから十分離れた位置から車両
を走行させ始め、車両をランプに対して直進位置に揃えます。ラ
ンプに近づきながら曲がろうとしないでください。ランプに達し
たときにリヤホイールの位置が揃わず、車両が落下する恐れがあ
ります。

6. フロントホイールをランプにゆっくりと上らせ、位置が揃ってい
ることを確認します。

7. 車両を後退させ、ランプが固定されていることを確認してから適
切な速度で作業を進めます。

8. 車両をプラットフォームまたはトレーラー上まで慎重に走行させ
ます。十分な速度で、スピンしたり急加速したりすることのない
ように上ってください。ランプが動かないように、ランプ上にい
るときは加速しないでください。

9. トレーラーが前方に傾く場合も、加速させずに車両を単に移動さ
せるだけにしてください。

10.車両が上ったらシフトレバーをパーキングにして、ブレーキロッ
クレバーをかけます（装備されている場合）。

車車両両がが自自力力でで上上れれなないい場場合合、、行行きき過過ぎぎるるリリススククががああるる場場合合、、まま
たたはは何何ららかかのの危危険険なな状状況況がが原原因因でで自自力力でで上上るるここととががででききなないい場場
合合はは、、ウウィィンンチチをを使使用用ししてて次次ののよよううにに作作業業をを進進めめまますす。。

車両の移送
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車車両両をを輸輸送送装装置置上上ままでで引引くくウウィィンンチチのの使使用用
車車両両がが自自力力でで上上るるここととががででききなないいととききはは、、以以下下のの手手順順にに従従っっててくく
だだささいい。。

警警告告
他他のの人人のの助助けけをを借借りりまますす。。一一人人がが車車両両にに乗乗っってて車車両両ののハハンンドドルル
ババーー、、ブブレレーーキキ、、おおよよびびウウィィンンチチののススイイッッチチをを操操作作しし、、ももうう一一
人人がが周周辺辺環環境境やや操操作作のの安安全全性性をを管管理理ししまますす。。

警警告告
ウウィィンンチチののフフッッククをを適適切切ななアアンンカカーーポポイインントトにに安安全全にに取取りり付付けけ
可可能能ででああるるここととをを確確認認ししまますす。。適適切切なな索索具具をを使使用用ししててくくだだささ
いい。。

注注記記：：
車両を安全に始動できる場合は、バッテリーの消耗を防止するた
め、ウィンチ操作時にエンジンをアイドリングさせておきます。

1. シフトレバーをニュートラル（N）にします。
2. 車両にウィンチが装備されている場合は、そのウィンチを使用し
て車両をプラットフォームまたはトレーラーまで移動させます。

3. 車両にウィンチが装備されていない場合は、以下の手順に従って
ください。

1. ストラップを下側のフロントバンパーアンカーに取り付けま
す。

2. 牽引車のウインチケーブルにストラップを固定します。
3. ウィンチを使って車両をプラットフォームまたはトレーラー
に引っ張りこみます。

4. シフトレバーをパーキングにして、ブレーキロックレバーをかけ
ます（装備されている場合）。

移移送送時時のの車車両両のの固固定定
この車両を輸送するときは、適切なストラップを使用して、プラッ

車両の移送
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トフォーム、トレーラーまたはピックアップボックスに車両を固定
します。一般的なロープの使用は推奨しません。

警警告告
重重傷傷やや死死亡亡事事故故、、重重要要部部品品のの損損傷傷をを防防止止すするるたためめにに
–– 牽牽引引時時はは、、絶絶対対ににウウィィンンチチケケーーブブルル//ロローーププをを使使用用ししてて車車両両をを
固固定定ししなないいででくくだだささいい。。

–– ウウィィンンチチケケーーブブルル//ロローーププをを貨貨物物やや他他のの車車両両にに固固定定ししたた状状態態でで
はは、、絶絶対対にに走走行行ししなないいででくくだだささいい。。

–– （（雪雪やや泥泥でで））身身動動ききがが取取れれななくくななっったた車車両両をを救救出出すするるたためめだだ
けけににウウィィンンチチをを使使用用ししててくくだだささいい。。

–– 貨貨物物をを引引くく前前にに、、必必ずずウウィィンンチチメメーーカカーーののイインンスストトララククシショョ
ンンをを参参照照ししててくくだだささいい。。

警警告告
ここのの車車両両をを、、乗乗用用車車ななどどのの車車でで牽牽引引ししなないいででくくだだささいい。。トトレレーー
ララーーをを使使用用ししててくくだだささいい。。ここののウウォォーータターーククララフフトトをを直直立立ささせせ
てて運運搬搬すするるののははややめめててくくだだささいい。。車車両両はは通通常常のの動動作作位位置置（（すすべべ
ててののホホイイーールルがが床床にに着着いいてていいるる状状態態））ととししててくくだだささいい。。

下記の手順を必ず行ってください。
– 輸送前に車両にラックから貨物を降ろします。
– 後方および上方に数回引いて、シートが所定位置に正しく固定さ
れていることを確認します。

– シフトレバーをパーキング位置にします。
– ブレーキロックレバーをかけてください。
– 車両を前側および後ろ側の固定ポイントで固定します。

警警告告
すすべべててののシシーートト、、アアククセセササリリーー、、おおよよびび貨貨物物ににつついいててはは、、道道路路
にに落落下下ししたたりり、、他他のの車車両両をを危危険険ににささららししたたりりすするるここととががなないいよよ
ううにに、、必必ずず正正ししくく固固定定すするるかか取取りり外外すすよよううににししててくくだだささいい。。

注注意意
車車両両をを他他のの位位置置にに固固定定すするるとと、、車車両両がが損損傷傷すするる場場合合ががあありりまま
すす。。

車両の移送
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フフロロンントトアアタタッッチチメメンントトポポイインントト

リリアアアアタタッッチチメメンントトポポイインントト

トトレレーーララーーかからら車車両両をを降降ろろすす

警警告告
移移送送中中にに車車両両がが動動いいたた可可能能性性ががあありりまますす。。車車両両のの位位置置ががラランンププ
にに揃揃っってていいるるここととをを確確認認ししててかからら、、作作業業をを進進めめててくくだだささいい。。

車両の移送
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警警告告
トトレレーーララーーかからら車車両両をを後後退退ささせせるるととききはは、、視視認認性性がが著著ししくく低低下下
ししまますす。。他他のの人人にに手手伝伝っっててももららいい、、安安全全なな環環境境でであありり位位置置がが正正
ししくく揃揃っってていいるるここととをを確確認認ししててくくだだささいい。。

車両の移送
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空白ページ

車両の移送
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メメンンテテナナンンスス
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メメンンテテナナンンススののススケケジジュューールル
車両を安全な作動状態に保つために、メンテナンスが非常に重要で
す。

車両は、メンテナンススケジュールに基づいて整備してください。

適切なメンテナンスを行うことは、オーナーの責任です。オーナー
による不適切なメンテナンスや使用が原因で問題が起こった場合な
どは、保証請求が拒否されることもあります。

定期的な点検を実施し、メンテナンスのスケジュールを守ってくだ
さい。ススケケジジュューールル通通りりににメメンンテテナナンンススをを行行っってていいててもも、、始始業業点点
検検はは必必要要でですす。。

警警告告
メメンンテテナナンンススののススケケジジュューールルやや手手順順にに従従っってて適適切切にに車車両両をを維維持持
ししなないいとと、、安安全全なな作作動動をを損損ねねまますす。。

EEPPAA規規制制 -- カカナナダダおおよよびび米米国国向向けけ車車両両
修修理理工工場場、、ままたたはは所所有有者者任任意意のの個個人人がが、、排排出出ガガスス制制御御装装置置おおよよびび
シシスステテムムののメメンンテテナナンンスス、、交交換換、、ままたたはは修修理理を実施できます。これ
らの手順には、BRPまたは認定Can-Am Off-Roadディーラーによる
サービスやコンポーネントは必要ありません。

認定Can-Am Off-Roadディーラーは、車両のサービスに関する高度
な知識とツールを有していますが、排出ガス関連保証は、認定
Can-Am Off-RoadディーラーまたはBRPと取引のある工場の使用を
条件としていません。

適切なメンテナンスを行うことは、オーナーの責任です。オーナー
による不適切なメンテナンスや使用が原因で問題が起こった場合な
どは、保証請求が拒否されることもあります。

排出ガス関連保証の請求では、BRPは排出ガス関連部品の診断と修
理を認定Can-Am Off-Roadディーラーに制限しています。詳細は、
保証のセクションにある米国EPA排出ガス関連保証を参照してくだ
さい。

本書の給油セクションに記載されている燃料に関する要件の指示に
従ってください。エタノールの含有率が10体積%を超えるガソリン
が広く販売されている場合でも、米国 EPA はエタノールの含有率が
10体積%を超えるガソリンの使用を禁止しています。これは、この
車両にも適用されています。このエンジンに、エタノールの含有率
が 10 体積 %を超えるガソリンを使用すると、排出ガス制御システ
ムを損傷する恐れがあります。

エエアアフフィィルルタターーののメメンンテテナナンンススガガイイドドラライインン
エアフィルターは走行条件に応じて整備します。
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次のような極端にほこりの多い環境では、エアフィルターをより頻
繁に整備します。
– 乾燥した砂の上での走行
– 乾燥した土で覆われた路面での走行
– 雪で覆われた路面での走行
– 乾燥した砂利道または類似環境での走行

これらの環境でグループ走行を行うと、エアフィルターのメンテナ
ンス回数が増えます。

用用途途ののタタイイププ
定定期期的的なな使使用用
車両が下記の目的で使用されている場合は、定定期期メメンンテテナナンンススの表
を参照してください。
– トレイル内での走行やレクリエーション活動
– 多目的用途で時々使用

過過酷酷なな環環境境条条件件
車両が下記の条件で使用されている場合は、メンテナンス表内の過過
酷酷なな環環境境の表を参照してください。
– 最大積載量の75%を超えた状態での、貨物の運搬の繰り返し。
– 駆動システムに高い負荷がかかると、ディファレンシャル、
ギアボックス/トランスミッション、エンジンオイルの寿命が
短くなります。これにより、内部コンポーネントの寿命も短
くなります（頻繁に交換しない場合）。

– 過剰な速度での長時間の走行。

平均的な多目的用途/業務用途よりも高速で使用すると、通常のトレ
イル用途、レクリエーション用途、または不定期の多目的用途より
も頻繁にフルード類や摩耗部品を交換する必要があります。

深深いい泥泥地地//水水場場ででのの使使用用
車両がXmrであるか、深い泥地/水場での使用のためにアクセサリー
が装備されているか（特に泥地用のATVタイヤの追加）を問わず、
この種の使用では、異物が機械コンポーネントに侵入しないように
するために、メンテナンスをより頻繁に行う必要があります。

深い泥地や水場で定期的に車両を運転している場合は、メンテナン
スチャートの深深いい泥泥地地//水水場場の表を参照してください。

運転後は必ず、下記の深深いい泥泥地地//水水場場環環境境でで運運転転ししたた後後ののおお手手入入れれ
を実施してください。

メンテナンスのスケジュール
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深深いい泥泥地地//水水場場環環境境でで運運転転ししたた後後ののおお手手入入れれ
– 車両とそのコンポーネントをきれいな水ですすぐ。
– CVTコンパートメントの排出を行い、水や泥があれば清掃する。
– エンジンエアフィルターおよびエンジンエアフィルターハウジン
グを点検して清掃する。水や泥があれば清掃する。

– ラジエーターを清掃する。
– マフラースパークアレスターを清掃する。
– ベントホース（燃料タンク、ギヤボックス、フロントディファレ
ンシャルおよびリアファイナルドライブ）に水が溜まっていない
か目視点検する。水がある場合は、最寄りのCan-Am Off-road正
規ディーラーまで車両を運搬し、ベント関連の主なコンポーネン
トの点検と整備を受けてください

– 粉塵や汚れでシールが損傷しないよう、フロントおよびリア
ショックアブソーバーを清掃する。

– ドライブシャフトベローズ、プロペラシャフトヨーク、および
ブーツを清掃する。

極極寒寒条条件件
- 25°C (- 13°F)の環境で動作する4サイクルエンジンの場合、整備と
メンテナンスのスケジュールを増やす必要があります。

このような極寒の動作温度で低負荷で動作する内燃機関には、始動/
停止のたびに多くの結露が溜まります。

長時間にわたりエンジンが動作温度に達しないため、オイルは、水
やガスの残渣（水分より多い）で相当希釈されます。

オイルから水分を蒸発させるためには、エンジンを動作温度にする
必要があります。

日常の使用（業務やレジャーでの走行サイクル）が下記の状況と類
似している場合、BRPは、少なくとも毎月オイルを交換するよう強
くお勧めします。

整備とメンテナンスのスケジュールを増やす要因：
– 日常での使用の際に、エンジンが適切な動作温度に達しない。
– 動作温度に達することなく、始動と停止を複数回行う。
– アイドリング時間が短い。
– 動作温度に達することがない、短距離で低回転数での走行サイク
ルである。

メメンンテテナナンンススののススケケジジュューールル
推奨するメンテナンスの間隔は次の表に示す通りです。これに従
い、適切なメンテナンスを実施してください。

メンテナンス表の間隔は、次の3つの要因に基づいています。
– 暦時間

メンテナンスのスケジュール



189

– 車両時間：
– オドメーターの表示値

これらの中で早く到達するものを考慮して、メンテナンス時期を決
定してください。

従うべき基準は、運転習慣によって異なります。例：
– 隔週末に車両を使用して友人とトレール走行を楽しんでいる人
は、ほとんどの場合、オオドドメメーータターーのの表表示示値値に従ってメンテナ
ンス間隔を決定するようになります。

– 年間で車両をほぼ使用しない、または（ハンティングやキャンプ
などで）数回しか使用しない人は、ほとんどの場合、暦暦時時間間に
従ってメンテナンス間隔を決定するようになります。

– 車両を毎日使用したり、週末に農作業などの用途で長時間使用し
たりする人は、ほとんどの場合、車車両両時時間間に従ってメンテナンス
間隔を決定するようになります。

重重要要事事項項： 次の表は、最初の3年間のメンテナンス実施概要を示
しています。これ以降の年については、同じパターンを交互に繰り
返してください。

定定期期メメンンテテナナンンスス概概要要

暦年 車両時間 オドメーター 定期メンテ
ナンス

1 100 3000 km
（1900 mi） AA

2 200 6000 km
（3700 mi） AAおよびBB

3 300 9000 km
（5600 mi） AA

メンテナンスのスケジュール
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過過酷酷なな環環境境やや泥泥地地//水水場場でで使使用用ししたた場場合合ののメメンンテテナナンンスス概概
要要

暦年 車両時間 オドメーター
過酷な環境
や深い泥地/
水場

0.5 50 1500 km
（900 mi） AA++

1 100 3000 km
（1900 mi） AA++およびAA

1.5 150 4500 km
（2800 mi） AA++

2 200 6000 km
（3700 mi）

AA++、AA、お
よびBB

2.5 250 7500 km
（4700 mi） AA++

3 300 9000 km
（5600 mi） AA++およびAA

メンテナンスのスケジュール
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通通常常環環境境でで使使用用ししたた場場合合 AA BB

AA == 調調整整
CC == 清清掃掃
II == 点点検検
LL == 潤潤滑滑
RR == 交交換換
TT == トトルルクク

毎毎年年
ままたたはは
110000時時間間
ままたたはは
33000000 kkmm
（（11990000
mmii））走走行行
ごごとと

22年年ごごとと
ままたたはは
220000時時間間
ままたたはは
66000000 kkmm
（（33770000
mmii））走走行行
ごごとと

エアおよび燃料供給

エンジンエアフィルター II、、CC、、ままたた
ははRR

空気供給コンポーネントおよ
び機能（エアボックス、スロ
ットルボディ、ダクト、クラ
ンプ）*

II,, CC

燃料コンポーネントおよび機
能（燃料タンクキャップ、燃
料タンク、ホース、クラン
プ、漏れ）*

II

燃料ポンプ圧力 II
ボディ、シャーシおよびアクセサリー
フレームの状態 II
シートラッチ II
ウィンチ II,, CC

エンジンおよび冷却
エンジンオイルとフィルタ RR

バルブクリアランス（暦時間
を問わず）

II、、AA
300時間
または
9000 km
（5600
mi）

メンテナンスのスケジュール
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通通常常環環境境でで使使用用ししたた場場合合 AA BB

AA == 調調整整
CC == 清清掃掃
II == 点点検検
LL == 潤潤滑滑
RR == 交交換換
TT == トトルルクク

毎毎年年
ままたたはは
110000時時間間
ままたたはは
33000000 kkmm
（（11990000
mmii））走走行行
ごごとと

22年年ごごとと
ままたたはは
220000時時間間
ままたたはは
66000000 kkmm
（（33770000
mmii））走走行行
ごごとと

スパークプラグ（暦時間を問
わず）

RR
300時間
または
9000 km
（5600
mi）

エンジンシールおよびガスケ
ット II

エンジン冷却コンポーネント
（クーラント濃度、クーラン
トレベル、ホース状態、クラ
ンプ、漏れ）*

II、、AA

エンジンクーラント
RR

5年または12,000
km（7,500 mi）走行ごと

ラジエーター CC
排気および排出ガス
燃料タンクベントブリーザー
フィルター（EVAPモデル以外
）

RR

キャニスターベントプレフィ
ルター（CARBおよびEVAPモ
デル）

RR

排気コンポーネント（ガスケ
ット、パイプ、マフラー状
態、漏れ）*

II

マフラースパークアレスター CC

メンテナンスのスケジュール
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通通常常環環境境でで使使用用ししたた場場合合 AA BB

AA == 調調整整
CC == 清清掃掃
II == 点点検検
LL == 潤潤滑滑
RR == 交交換換
TT == トトルルクク

毎毎年年
ままたたはは

110000時時間間
ままたたはは

33000000 kkmm
（（11990000

mmii））走走行行
ごごとと

22年年ごごとと
ままたたはは

220000時時間間
ままたたはは

66000000 kkmm
（（33770000

mmii））走走行行
ごごとと

エキゾーストパイプおよびマ
フラーエリア周辺の異物 CC

ブレーキ
ブレーキコンポーネントおよ
び機能（オイルレベル、ブレ
ーキパッド、ブレーキディス
ク、キャリパー、ブレーキラ
イン、マスターシリンダー）*

II、、CC、、LL、、
AA

ブレーキ液 RR
2年ごと

ドライブ

ギヤボックスオイル

RR
最初の3000 km（1900

mi）および6000
km（3700 mi）の走行後
に交換し、以降は定期ス
ケジュールに従ってくだ

さい
ギヤボックスオイル II、、AA RR
フロントディファレンシャル
オイル II、、AA RR

リアファイナルドライブ II、、AA RR
タイヤ（摩耗および圧力） II、、AA
ホイールビードロックボルト
（装備の場合） TT

メンテナンスのスケジュール
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通通常常環環境境でで使使用用ししたた場場合合 AA BB

AA == 調調整整
CC == 清清掃掃
II == 点点検検
LL == 潤潤滑滑
RR == 交交換換
TT == トトルルクク

毎毎年年
ままたたはは

110000時時間間
ままたたはは

33000000 kkmm
（（11990000

mmii））走走行行
ごごとと

22年年ごごとと
ままたたはは

220000時時間間
ままたたはは

66000000 kkmm
（（33770000

mmii））走走行行
ごごとと

車輪ラグナット TT
ドライブコンポーネントおよ
び機能（インプットおよびア
ウトプットシャフトシール、
ドライブシャフトベローズ、
プロペラシャフトUジョイン
ト）*

II

コントロール
パーキングポジションレバー
の動作 II、、AA

スロットルの動作 II
無段変速機（CVT）

ドリブンプーリーのローラ
ー（暦時間を問わず）

II
200時間
または

6000 km
（3700
mi）

CVTコンポーネントおよび機
能（遠心レバー、ドライブプ
ーリーハブベアリン
グ、pDriveプーリーローラ
ー）*

II,, CC LL

電気式
バッテリー接続部および状態 II,, CC

メンテナンスのスケジュール
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通通常常環環境境でで使使用用ししたた場場合合 AA BB

AA == 調調整整
CC == 清清掃掃
II == 点点検検
LL == 潤潤滑滑
RR == 交交換換
TT == トトルルクク

毎毎年年
ままたたはは
110000時時間間
ままたたはは
33000000 kkmm
（（11990000
mmii））走走行行
ごごとと

22年年ごごとと
ままたたはは
220000時時間間
ままたたはは
66000000 kkmm
（（33770000
mmii））走走行行
ごごとと

電子モジュール（故障コード
および該当のソフトウェアの
更新）

II

電気ハーネスの取り回し II
コントロールスイッチおよび
照明の動作（すべてのライト
の動作、すべてのスイッチの
動作）*

II

車両速度センサー（VSS） CC

ステアリング
ステアリングコンポーネント
および機能（ステアリングコ
ラム、タイロッド）*

II

ステアリングコラムベアリン
グ II、、CC、、LL

サスペンション
サスペンションコンポーネン
トおよび機能（ショックアブ
ソーバー、球面ベアリング、
サスペンションアーム）*

II,, CC

*実施するメンテナンス作業のリストについては、最寄りのディー
ラーにお問い合わせください

メンテナンスのスケジュール
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過過酷酷なな環環境境でで使使用用ししたた
場場合合 AA++ AA BB

AA == 調調整整
CC == 清清掃掃
II == 点点検検
LL == 潤潤滑滑
RR == 交交換換
TT == トトルルクク

66ヶヶ月月ごご
とと

ままたたはは
5500時時間間
ままたたはは
11550000
kk

mm（（990000
mmii））走走
行行ごごとと

毎毎年年
ままたたはは
110000時時間間
ままたたはは
33000000
kk

mm（（119900
00 mmii））走走
行行ごごとと

22年年ごごとと
ままたたはは
220000時時間間
ままたたはは
66000000
kk

mm（（337700
00

mmii））走走
行行ごごとと

エアおよび燃料供給
エンジンエアフィルタ
ー

II、、CC、、
ままたたははRR

空気供給コンポーネン
トおよび機能（エアボ
ックス、スロットルボ
ディ、ダクト、クラン
プ）*

II,, CC

燃料コンポーネントお
よび機能（燃料タンク
キャップ、燃料タン
ク、ホース、クラン
プ、漏れ）*

II

燃料ポンプ圧力 II
ボディ、シャーシおよびアクセサリー
フレームの状態 II
シートラッチ II
ウィンチ II,, CC

エンジンおよび冷却
エンジンオイルとフィ
ルタ RR

バルブクリアランス（
暦時間を問わず）

II、、AA
300時間
または

メンテナンスのスケジュール
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過過酷酷なな環環境境でで使使用用ししたた
場場合合 AA++ AA BB

AA == 調調整整
CC == 清清掃掃
II == 点点検検
LL == 潤潤滑滑
RR == 交交換換
TT == トトルルクク

66ヶヶ月月ごご
とと

ままたたはは
5500時時間間
ままたたはは
11550000
kk

mm（（990000
mmii））走走
行行ごごとと

毎毎年年
ままたたはは
110000時時間間
ままたたはは
33000000
kk

mm（（119900
00 mmii））走走
行行ごごとと

22年年ごごとと
ままたたはは
220000時時間間
ままたたはは
66000000
kk

mm（（337700
00

mmii））走走
行行ごごとと
9000 km
（5600
mi）

スパークプラグ（暦時
間を問わず）

RR
300時間
または
9000 km
（5600
mi）

エンジンシールおよび
ガスケット II

エンジン冷却コンポー
ネント（クーラント濃
度、クーラントレベ
ル、ホース状態、クラ
ンプ、漏れ）*

II、、AA

エンジンクーラント
RR

5年または12,000 km（7,500
mi）走行ごと

ラジエーター CC
排気および排出ガス
燃料タンクベントブリ
ーザーフィルタ
ー（EVAPモデル以外）

RR

メンテナンスのスケジュール
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過過酷酷なな環環境境でで使使用用ししたた
場場合合 AA++ AA BB

AA == 調調整整
CC == 清清掃掃
II == 点点検検
LL == 潤潤滑滑
RR == 交交換換
TT == トトルルクク

66ヶヶ月月ごご
とと

ままたたはは
5500時時間間
ままたたはは
11550000
kk

mm（（990000
mmii））走走
行行ごごとと

毎毎年年
ままたたはは
110000時時間間
ままたたはは
33000000
kk

mm（（119900
00 mmii））走走
行行ごごとと

22年年ごごとと
ままたたはは
220000時時間間
ままたたはは
66000000
kk

mm（（337700
00

mmii））走走
行行ごごとと

キャニスターベントプ
レフィルター（CARBお
よびEVAPモデル）

RR

排気コンポーネント（
ガスケット、パイプ、
マフラー状態、漏れ）*

II

マフラースパークアレ
スター CC

エキゾーストパイプお
よびマフラーエリア周
辺の異物

CC

ブレーキ
ブレーキコンポーネン
トおよび機能（オイル
レベル、ブレーキパッ
ド、ブレーキディス
ク、キャリパー、ブレ
ーキライン、マスター
シリンダー）*

II、、CC、、AA CC、、LL

ブレーキ液 RR
2年ごと

ドライブ

ギヤボックスオイル
RR

最初の1500 km（900 mi）およ
び3000 km（1900 mi）の走行

メンテナンスのスケジュール
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過過酷酷なな環環境境でで使使用用ししたた
場場合合 AA++ AA BB

AA == 調調整整
CC == 清清掃掃
II == 点点検検
LL == 潤潤滑滑
RR == 交交換換
TT == トトルルクク

66ヶヶ月月ごご
とと

ままたたはは
5500時時間間
ままたたはは
11550000

kk
mm（（990000
mmii））走走
行行ごごとと

毎毎年年
ままたたはは

110000時時間間
ままたたはは
33000000

kk
mm（（119900
00 mmii））走走
行行ごごとと

22年年ごごとと
ままたたはは

220000時時間間
ままたたはは
66000000

kk
mm（（337700

00
mmii））走走
行行ごごとと

後に交換し、以降は定期スケジ
ュールに従ってください

ギヤボックスオイル II、、AA RR
フロントディファレン
シャルオイル II、、AA RR

リアファイナルドライ
ブ II、、AA RR

タイヤ（摩耗および圧
力） II、、AA

ホイールビードロック
ボルト（装備の場合） TT

車輪ラグナット TT
ドライブコンポーネン
トおよび機能（インプ
ットおよびアウトプッ
トシャフトシール、ド
ライブシャフトベロー
ズ、プロペラシャフトU
ジョイント）*

II

コントロール
パーキングポジション
レバーの動作 II、、AA

スロットルの動作 II

メンテナンスのスケジュール
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過過酷酷なな環環境境でで使使用用ししたた
場場合合 AA++ AA BB

AA == 調調整整
CC == 清清掃掃
II == 点点検検
LL == 潤潤滑滑
RR == 交交換換
TT == トトルルクク

66ヶヶ月月ごご
とと

ままたたはは
5500時時間間
ままたたはは
11550000
kk

mm（（990000
mmii））走走
行行ごごとと

毎毎年年
ままたたはは
110000時時間間
ままたたはは
33000000
kk

mm（（119900
00 mmii））走走
行行ごごとと

22年年ごごとと
ままたたはは
220000時時間間
ままたたはは
66000000
kk

mm（（337700
00

mmii））走走
行行ごごとと

無段変速機（CVT）

ドリブンプーリーのロ
ーラー（暦時間を問わ
ず）

II
200時間
または
6000 km
（3700
mi）

CVTコンポーネントお
よび機能（遠心レバ
ー、ドライブプーリー
ハブベアリング、pDrive
プーリーローラー）*

II,, CC LL

電気式
バッテリー接続部およ
び状態 II,, CC

電子モジュール（故障
コードおよび該当のソ
フトウェアの更新）

II

電気ハーネスの取り回
し II

コントロールスイッチ
および照明の動作（す
べてのライトの動作、
すべてのスイッチの動
作）*

II

メンテナンスのスケジュール
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過過酷酷なな環環境境でで使使用用ししたた
場場合合 AA++ AA BB

AA == 調調整整
CC == 清清掃掃
II == 点点検検
LL == 潤潤滑滑
RR == 交交換換
TT == トトルルクク

66ヶヶ月月ごご
とと

ままたたはは
5500時時間間
ままたたはは
11550000
kk

mm（（990000
mmii））走走
行行ごごとと

毎毎年年
ままたたはは
110000時時間間
ままたたはは
33000000
kk

mm（（119900
00 mmii））走走
行行ごごとと

22年年ごごとと
ままたたはは
220000時時間間
ままたたはは
66000000
kk

mm（（337700
00

mmii））走走
行行ごごとと

車両速度センサ
ー（VSS） CC

ステアリング
ステアリングコンポー
ネントおよび機能（ス
テアリングコラム、タ
イロッド）*

II

ステアリングコラムベ
アリング II、、CC、、LL

サスペンション
サスペンションコンポ
ーネントおよび機能（
ショックアブソーバ
ー、球面ベアリング、
サスペンションアーム
）*

II,, CC

*実施するメンテナンス作業のリストについては、最寄りのディー
ラーにお問い合わせください

メンテナンスのスケジュール
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深深いい泥泥地地//水水場場 AA++ AA BB

AA == 調調整整
CC == 清清掃掃
II == 点点検検
LL == 潤潤滑滑
RR == 交交換換
TT == トトルルクク

66ヶヶ月月ごご
とと

ままたたはは
5500時時間間
ままたたはは
11550000
kk

mm（（990000
mmii））走走
行行ごごとと

毎毎年年
ままたたはは
110000時時間間
ままたたはは
33000000
kk

mm（（119900
00 mmii））走走
行行ごごとと

22年年ごごとと
ままたたはは
220000時時間間
ままたたはは
66000000
kk

mm（（337700
00

mmii））走走
行行ごごとと

エアおよび燃料供給
エンジンエアフィルタ
ー

II、、CC、、
ままたたははRR

空気供給コンポーネン
トおよび機能（エアボ
ックス、スロットルボ
ディ、ダクト、クラン
プ）*

II,, CC

燃料コンポーネントお
よび機能（燃料タンク
キャップ、燃料タン
ク、ホース、クラン
プ、漏れ）*

II

燃料ポンプ圧力 II
ボディ、シャーシおよびアクセサリー
フレームの状態 II
シートラッチ II
ウィンチ II,, CC

エンジンおよび冷却
エンジンオイルとフィ
ルタ II、、AA RR

バルブクリアランス（
暦時間を問わず）

II、、AA
300時間
または
9000 km

メンテナンスのスケジュール
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深深いい泥泥地地//水水場場 AA++ AA BB

AA == 調調整整
CC == 清清掃掃
II == 点点検検
LL == 潤潤滑滑
RR == 交交換換
TT == トトルルクク

66ヶヶ月月ごご
とと

ままたたはは
5500時時間間
ままたたはは
11550000
kk

mm（（990000
mmii））走走
行行ごごとと

毎毎年年
ままたたはは
110000時時間間
ままたたはは
33000000
kk

mm（（119900
00 mmii））走走
行行ごごとと

22年年ごごとと
ままたたはは
220000時時間間
ままたたはは
66000000
kk

mm（（337700
00

mmii））走走
行行ごごとと
（5600
mi）

スパークプラグ（暦時
間を問わず）

RR
300時間
または
9000 km
（5600
mi）

エンジンシールおよび
ガスケット II

エンジン冷却コンポー
ネント（クーラント濃
度、クーラントレベ
ル、ホース状態、クラ
ンプ、漏れ）*

II、、AA

エンジンクーラント
RR

5年または12,000 km（7,500
mi）走行ごと

ラジエーター CC
排気および排出ガス
燃料タンクベントブリ
ーザーフィルタ
ー（EVAPモデル以外）

RR

キャニスターベントプ
レフィルター（CARBお
よびEVAPモデル）

RR

メンテナンスのスケジュール
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深深いい泥泥地地//水水場場 AA++ AA BB

AA == 調調整整
CC == 清清掃掃
II == 点点検検
LL == 潤潤滑滑
RR == 交交換換
TT == トトルルクク

66ヶヶ月月ごご
とと

ままたたはは
5500時時間間
ままたたはは
11550000
kk

mm（（990000
mmii））走走
行行ごごとと

毎毎年年
ままたたはは
110000時時間間
ままたたはは
33000000
kk

mm（（119900
00 mmii））走走
行行ごごとと

22年年ごごとと
ままたたはは
220000時時間間
ままたたはは
66000000
kk

mm（（337700
00

mmii））走走
行行ごごとと

排気コンポーネント（
ガスケット、パイプ、
マフラー状態、漏れ）*

II

マフラースパークアレ
スター

500 km（300 mi）走行ご
と、15運転時間ごと、または
2ヵ月ごとに清掃してください

エキゾーストパイプお
よびマフラーエリア周
辺の異物

CC

ブレーキ
ブレーキコンポーネン
トおよび機能（オイル
レベル、ブレーキパッ
ド、ブレーキディス
ク、キャリパー、ブレ
ーキライン、マスター
シリンダー）*

II、、CC、、AA CC、、LL

ブレーキ液 RR
2年ごと

ドライブ

ギヤボックスオイル

RR
最初の3000 km（1900 mi）お
よび6000 km（3700 mi）の走
行後に交換し、以降は定期スケ
ジュールに従ってください

メンテナンスのスケジュール
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深深いい泥泥地地//水水場場 AA++ AA BB

AA == 調調整整
CC == 清清掃掃
II == 点点検検
LL == 潤潤滑滑
RR == 交交換換
TT == トトルルクク

66ヶヶ月月ごご
とと

ままたたはは
5500時時間間
ままたたはは
11550000

kk
mm（（990000
mmii））走走
行行ごごとと

毎毎年年
ままたたはは

110000時時間間
ままたたはは
33000000

kk
mm（（119900
00 mmii））走走
行行ごごとと

22年年ごごとと
ままたたはは

220000時時間間
ままたたはは
66000000

kk
mm（（337700

00
mmii））走走
行行ごごとと

ギヤボックスオイル II、、AA RR
フロントディファレン
シャルオイル II、、AA RR

リアファイナルドライ
ブ II、、AA RR

タイヤ（摩耗および圧
力） II、、AA

ホイールビードロック
ボルト（装備の場合） TT

車輪ラグナット TT
ドライブコンポーネン
トおよび機能（インプ
ットおよびアウトプッ
トシャフトシール、ド
ライブシャフトベロー
ズ、プロペラシャフトU
ジョイント）*

II

コントロール
パーキングポジション
レバーの動作 II、、AA

スロットルの動作 II
無段変速機（CVT）

メンテナンスのスケジュール
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深深いい泥泥地地//水水場場 AA++ AA BB

AA == 調調整整
CC == 清清掃掃
II == 点点検検
LL == 潤潤滑滑
RR == 交交換換
TT == トトルルクク

66ヶヶ月月ごご
とと

ままたたはは
5500時時間間
ままたたはは
11550000
kk

mm（（990000
mmii））走走
行行ごごとと

毎毎年年
ままたたはは
110000時時間間
ままたたはは
33000000
kk

mm（（119900
00 mmii））走走
行行ごごとと

22年年ごごとと
ままたたはは
220000時時間間
ままたたはは
66000000
kk

mm（（337700
00

mmii））走走
行行ごごとと

ドリブンプーリーのロ
ーラー（暦時間を問わ
ず）

II
200時間
または
6000 km
（3700
mi）

CVTコンポーネントお
よび機能（遠心レバ
ー、ドライブプーリー
ハブベアリング、pDrive
プーリーローラー）*

II,, CC LL

電気式
バッテリー接続部およ
び状態 II,, CC

電子モジュール（故障
コードおよび該当のソ
フトウェアの更新）

II

電気ハーネスの取り回
し II

コントロールスイッチ
および照明の動作（す
べてのライトの動作、
すべてのスイッチの動
作）*

II

車両速度センサ
ー（VSS） CC

メンテナンスのスケジュール
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深深いい泥泥地地//水水場場 AA++ AA BB

AA == 調調整整
CC == 清清掃掃
II == 点点検検
LL == 潤潤滑滑
RR == 交交換換
TT == トトルルクク

66ヶヶ月月ごご
とと

ままたたはは
5500時時間間
ままたたはは
11550000

kk
mm（（990000
mmii））走走
行行ごごとと

毎毎年年
ままたたはは

110000時時間間
ままたたはは
33000000

kk
mm（（119900
00 mmii））走走
行行ごごとと

22年年ごごとと
ままたたはは

220000時時間間
ままたたはは
66000000

kk
mm（（337700

00
mmii））走走
行行ごごとと

ステアリング
ステアリングコンポー
ネントおよび機能（ス
テアリングコラム、タ
イロッド）*

II

ステアリングコラムベ
アリング II、、CC、、LL

サスペンション
サスペンションコンポ
ーネントおよび機能（
ショックアブソーバ
ー、球面ベアリング、
サスペンションアーム
）*

II,, CC

*実施するメンテナンス作業のリストについては、最寄りのディー
ラーにお問い合わせください

メンテナンスのスケジュール
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メメンンテテナナンンスス記記録録
必要に応じて、メンテナンス記録のコピーをBRPにお送りくださ
い。

納納入入前前

シリアル
番号：

署名（活字体
）：

走行距離
（km）：

時間：

日付：

ディーラ
ー番号：

メモ：

取り付け手順詳細については、車両のプリデリバリーブリテンを
参照してください。

メンテナンスのスケジュール
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最最初初のの点点検検

走行距離
（km）：

署名（活字体
）：

時間：

日付：

ディーラ
ー番号：

メモ：

メンテナンススケジュールについては、本オペレーターズガイド
のメンテナンス情報のセクションを参照してください。

ササーービビスス

走行距離
（km）：

署名（活字体
）：

時間：

日付：

ディーラ
ー番号：

メモ：

メンテナンススケジュールについては、本オペレーターズガイド
のメンテナンス情報のセクションを参照してください。

メンテナンスのスケジュール
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ササーービビスス

走行距離
（km）：

署名（活字体
）：

時間：

日付：

ディーラ
ー番号：

メモ：

メンテナンススケジュールについては、本オペレーターズガイド
のメンテナンス情報のセクションを参照してください。

ササーービビスス

走行距離
（km）：

署名（活字体
）：

時間：

日付：

ディーラ
ー番号：

メモ：

メンテナンススケジュールについては、本オペレーターズガイド
のメンテナンス情報のセクションを参照してください。

メンテナンスのスケジュール
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ササーービビスス

走行距離
（km）：

署名（活字体
）：

時間：

日付：

ディーラ
ー番号：

メモ：

メンテナンススケジュールについては、本オペレーターズガイド
のメンテナンス情報のセクションを参照してください。

ササーービビスス

走行距離
（km）：

署名（活字体
）：

時間：

日付：

ディーラ
ー番号：

メモ：

メンテナンススケジュールについては、本オペレーターズガイド
のメンテナンス情報のセクションを参照してください。

メンテナンスのスケジュール
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ササーービビスス

走行距離
（km）：

署名（活字体
）：

時間：

日付：

ディーラ
ー番号：

メモ：

メンテナンススケジュールについては、本オペレーターズガイド
のメンテナンス情報のセクションを参照してください。

ササーービビスス

走行距離
（km）：

署名（活字体
）：

時間：

日付：

ディーラ
ー番号：

メモ：

メンテナンススケジュールについては、本オペレーターズガイド
のメンテナンス情報のセクションを参照してください。

メンテナンスのスケジュール
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ササーービビスス

走行距離
（km）：

署名（活字体
）：

時間：

日付：

ディーラ
ー番号：

メモ：

メンテナンススケジュールについては、本オペレーターズガイド
のメンテナンス情報のセクションを参照してください。

ササーービビスス

走行距離
（km）：

署名（活字体
）：

時間：
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メメンンテテナナンンススのの手手順順
このセクションでは、基本的なメンテナンスの手順を説明します。

メンテナンス手順には複雑なものもあるため、優れた機械技術が必
要になります。

これらの手順について自信がない場合は、認定Can-Am 性能に
Can-Am off-Roadディーラー、修理店または担当整備士に遠慮なくご
相談ください。

警警告告
特特にに指指示示ががなないい限限りり、、エエンンジジンンをを停停止止ししててキキーーをを取取りり外外ししててかか
らら、、メメンンテテナナンンススをを行行うう必必要要ががあありりまますす。。

警警告告

ロロッックク装装置置（（ロロッッククタタブブ、、戻戻りり止止めめフファァススナナーーななどど））のの取取りり外外
ししがが必必要要なな場場合合、、必必ずず新新品品とと交交換換ししててくくだだささいい。。

メメッッセセーージジののリリセセッットト：：メメンンテテナナンンススがが必必要要
1. 下側ボタン（4.5インチデジタルディスプレイ）またはメニュー
ボタン（7.6インチデジタルディスプレイ）を使用して、
SSEETTTTIINNGGSSのRREESS MMAAIINNを選択します。

2. ボタンを押したままにして、メンテナンスメッセージをリセット
します。

エエアアフフィィルルタターー
エエンンジジンンエエアアフフィィルルタターーのの交交換換ガガイイドドラライインン
エンジンエアフィルターは、適切なエンジン性能と寿命を確保する
うえで重要であるため、その点検と交換の回数は走行条件によって
調整する必要があります。

下記の過酷な走行条件下では、エンジンエアフィルターの点検と交
換の回数を増やす必要があります。
– 乾燥した砂地での走行。
– 乾燥した泥で覆われた表面での走行。
– 乾燥した砂利のあるトレイルまたはそれに類似した条件での走
行。

– 種や穀物の殻が多くある場所での走行。
– 激しい積雪条件での走行。

注注意意
粉粉塵塵のの多多いい条条件件下下ままたたはは砂砂地地でで走走行行すするるととききはは、、各各走走行行前前ににエエ
アアボボッッククススをを清清掃掃すするる必必要要ががあありりまますす。。
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注注記記：：
これらの環境でグループ走行を行うと、エアフィルターのメンテナ
ンス回数が増えます。

エエアアフフィィルルタターーのの取取りり外外しし

注注意意
エエアアフフィィルルタターーののハハウウジジンンググののいいかかななるるココンンポポーーネネンントトをを取取りり
外外ししたたりり、、改改造造ししなないいででくくだだささいい。。ささももなないいとと、、エエンンジジンンパパ
フフォォーーママンンススのの低低下下ままたたはは損損傷傷がが起起ここるる可可能能性性ががあありりまますす。。エエ
ンンジジンンはは、、ここれれららののココンンポポーーネネンントト専専用用にに校校正正さされれてていいまますす。。

1. コンソールを取り外します。装備のセクションのコンソールの取
り外しを参照してください。

2. 両方のエアボックスカバーラッチを解除します。
3. カバーを後方に持ち上げます。
4. サポートからヒンジを取り外すことができるまで持ち上げ動作を
続け、その後カバーを前方に引いて取り外します。

5. エアフィルターを取り外す

ペペーーパパーーフフィィルルタターーのの清清掃掃
1. フォームフィルターがペーパーフィルターから取り除かれている
ことを確認します。

2. ペーパーフィルターから重い粉塵を叩き落とします。

こうすることで、汚れや粉塵がペーパーフィルターから外れま
す。

注注記記：：
ペーパーフィルターには寿命があります。汚れすぎたり詰まった場
合は交換してください。

注注意意
ペペーーパパーーエエレレメメンントトにに圧圧縮縮エエアアをを吹吹きき付付けけなないいででくくだだささいい。。
ペペーーパパーーエエレレメメンントトがが損損傷傷しし、、ほほここりりのの多多いい環環境境でで使使用用すするる
とと、、フフィィルルタターーののろろ過過性性能能がが低低下下すするる可可能能性性ががあありりまますす。。エエンン
ジジンンエエアアフフィィルルタターーがが過過度度にに汚汚れれてていいるるたためめ、、推推奨奨手手順順にに従従っっ
てて清清掃掃ででききなないい場場合合はは交交換換ししててくくだだささいい。。

注注意意
ペペーーパパーーフフィィルルタターーをを洗洗浄浄液液でで洗洗浄浄ししなないいででくくだだささいい。。

メンテナンスの手順
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フフォォーームムフフィィルルタターーのの清清掃掃
1. エアフィルタークリーナーをフォームフィルターの内側および外
側に吹き付けて、メーカーの説明に従います。

代代表表的的なな例例
2. フォームフィルターを完全に乾燥させます。

代代表表的的なな例例

注注記記：：
エレメントの汚れがひどい場合は、2回吹き付けなければならない場
合があります。

エエンンジジンンエエアアフフィィルルタターーハハウウジジンンググのの点点検検
1. エアフィルターハウジングチャンバーの汚れを確認します。

メンテナンスの手順
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– 異物や水がある場合は、掃除機を使用してエアフィルターハ
ウジングチャンバーを清掃します。

注注意意
圧圧縮縮エエアアををエエアアフフィィルルタターーハハウウジジンンググチチャャンンババーー内内にに吹吹きき付付けけ
なないいででくくだだささいい。。

ダダッッククビビルルババルルブブのの清清掃掃
ダックビルバルブを物理的に閉じ、目視点検します。

注注意意
ダダッッククビビルルババルルブブがが柔柔軟軟でで、、反反転転ししてておおららずず、、損損傷傷ししたたりり詰詰
ままっったたりりししてていいなないいここととをを確確認認ししててくくだだささいい。。

エエアアフフィィルルタターーのの取取りり付付けけ
1. 最初に、エアフィルターの開いている側をエアボックスに挿入し
ます。

2. エアフィルターを、エアボックス内のエクステンション上でスラ
イドさせます。

3. 最初に、エアフィルターカバーの前側タブを挿入します。
4. エアフィルターカバーを押し下げて閉じます。
5. 両方のエアフィルターカバーラッチをロックします。
6. コンソールを取り付けます。

メンテナンスの手順
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エエンンジジンンオオイイルル
推推奨奨エエンンジジンンオオイイルル
Rotax®エンジンは、XPS®オイルを使用して開発と検証が行われまし
た。

BRPでは、XPSエンジンオイルまたは同等の使用を常に推奨してい
ます。

エンジンに適さないオイルの使用が原因で生じた損傷には、BRPの
限定的保証が適用されない場合があります。

XPS推奨エンジンオイル

一般用 5W40合成オイル

低温用 0W40合成オイル

高温用 10W50合成オイル

推奨されるXPSエンジンオイルが入手できない場合：
– 潤滑油に関する以下の仕様を満たすかこれを超える4ストローク
SAEエンジン用合成オイルを使用します。

– オイルの容器に貼付されているAPIサービスラベルの分類を必ず
確認し、表示されている規格が含まれていることを必ず確認して
ください。
– AAPPIIササーービビスス分分類類SSNN、、ままたたはは
– JJAASSOO MMAA22

エエンンジジンンオオイイルルレレベベルルのの確確認認（（モモノノシシリリンンダダーー））

注注意意
オオイイルルレレベベルルがが不不適適切切ななまままま使使用用をを続続けけるるとと、、エエンンジジンンにに重重大大
なな損損傷傷をを与与ええるる可可能能性性ががあありりまますす。。

注注意意
エエンンジジンンがが暖暖ままっってていいるるととききににオオイイルルレレベベルルをを確確認認ししててくくだだささ
いい。。

1. 車両を平面に停車します。

メンテナンスの手順
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2. シフターレバーをP位置にして、ブレーキロックレバーをかけま
す。

3. 右側サイドパネルを取り外します。
4. エンジンを始動して、60秒間アイドリングさせます。
5. エンジンを止めます。
6. 異物が管内に入らないように、オイルレベルゲージ部を清掃しま
す。

7. ディップスティックを緩めて引き抜き、オイルを拭き取ります。
8. ディップスティックを取り付けて完全にねじ込みます。
9. ディップスティックを外し、オイルレベルを読み取ります。オイ
ルレベルが、上側のマークまたはその付近まで達していなければ
なりません。

1. 最小
2. 最大

オイルレベルが2つのマークの間にある場合は、オイルレベル
ゲージを取り付けます。

オイルレベルがレベルゲージの下側のマークに達していない場合
は、次の手順に従ってオイルを補充します。
– オイルレベルゲージの穴にじょうごを入れます。

メンテナンスの手順
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– 推奨オイルを少量補充し、オイルレベルを再度確認します。
– オイルレベルがレベルゲージの上側のマークに達するまで、
この手順を繰り返します。

注注意意
燃燃料料をを入入れれすすぎぎててははいいけけまませせんん。。ここぼぼれれたたオオイイルルはは必必ずずふふきき
取取っっててくくだだささいい。。

エエンンジジンンオオイイルルをを交交換換ししまますす。。

注注意意
エエンンジジンンオオイイルルととオオイイルルフフィィルルタターーはは同同時時にに交交換換すするる必必要要ががああ
りりまますす。。

オイルとオイルフィルターの交換は、エンジンが温まっているとき
に行う必要があります。

注注意意
エエンンジジンンオオイイルルはは非非常常にに熱熱くくななっってていいるる可可能能性性ががあありりまますす。。エエ
ンンジジンンオオイイルルがが若若干干冷冷めめるるままでで待待ちちまますす。。

1. 車両を平面に停車します。
2. シフターレバーをP位置にして、ブレーキロックレバーをかけま
す。

3. 右側サイドパネルを取り外します。
4. オイルレベルゲージ周辺を清掃します。
5. レベルゲージを取り外してください。
6. エンジンのドレーンプラグの下にドレーンパンを置きます。
7. ドレーンプラグ周辺を清掃します。
8. ドレンプラグを回して外し、ガスケットリングを廃棄します。

メンテナンスの手順
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1. ドレンプラグ
2. ガスケットリング（破棄）

9. クランクケースからオイルが完全に排出されるのを待ちます。
10.オイルフィルターを交換します。オイルフィルターのセクション
を参照してください。

11.ドレンプラグを清掃します。
12.新品のガスケットリングをドレンプラグに取り付けます。

注注意意
ガガススケケッットトリリンンググはは絶絶対対にに再再使使用用ししなないいででくくだだささいい。。必必ずず新新品品
とと交交換換ししててくくだだささいい。。

13.ドレンプラグを取り付けて推奨トルクで締め付けます。

締締めめ付付けけトトルルクク

ドレンプラグ 30 ± 2 Nm
（22 ± 1 lbf-ft）

14.エンジンにオイルを充填します。推奨エンジンオイルを参照して
ください。

注注記記：：
エンジンオイル容量については、技術仕様を参照してください。

15.エンジンを始動させ、60秒間アイドリングさせます。
16.エンジンを止めます。

メンテナンスの手順
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17.直ちにオイルレベルを確認します。エンジンオイルレベルの確認
を参照してください。

18.必要に応じて補給します。
19.オイルフィルター部分とドレンプラグ部分から漏れていないこと
を確認します。

20.オイルおよびフィルターは、地域の環境規制に従って廃棄してく
ださい。

エエンンジジンンオオイイルルフフィィルルタターー
エエンンジジンンオオイイルルフフィィルルタターーのの取取りり外外しし
1. 右フロントホイールを取り外します。
2. インナーフェンダーを取り外して、オイルフィルターカバーに手
が届くようにします。

3. オイルフィルターエリアを清掃します。
4. オイルフィルターカバーを取り外します。
5. オイルフィルターを取り外します。

1. オイルフィルタースクリュー
2. オイルフィルターのカバー
3. Oリング
4. オイルフィルター

エエンンジジンンオオイイルルフフィィルルタターーのの取取りり付付けけ
1. 汚れや他の汚染がないかオイルフィルターインレットおよびアウ
トレット部を点検し、清掃します。

メンテナンスの手順
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1. エンジンオイル供給システムに続くアウトレットの穴
2. オイルポンプからオイルフィルターに続くインレットの穴

2. 新しいOリングにエンジンオイルを塗布し、オイルフィルターカ
バーに取り付けます。

3. 新しいフィルターをカバーに取り付けます。
4. オイルフィルターの開端部のシールにエンジンオイルを塗布しま
す。

メンテナンスの手順
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1. オイル少量
2. オイル少量

注注意意
フフィィルルタターーおおよよびびカカババーーをを取取りり付付けけるる際際ににOOリリンンググをを挟挟みみ潰潰ささなな
いいよよううにに注注意意ししててくくだだささいい。。

5. カバーをオイルフィルターハウジングに取り付けます。
6. オイルカバーのねじを規定のトルクで締め付けます。

締締めめ付付けけトトルルクク

オイルフィルターカバーの
スクリュー

10 ± 1 Nm
（89 ± 9 lbf-in）

7. エンジンに零れたオイルはふき取ってください。

燃燃料料ベベンントトブブリリーーザザーーフフィィルルタターー
燃燃料料ベベンントトブブリリーーザザーーフフィィルルタターーのの交交換換
燃料ベントブリーザーフィルターは、ヒューズボックスの隣のコン
ソールの下にあります。

メンテナンスの手順
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1. コンソールの右側のフィルターからホースを取り外します。

2. フィルターを取り外し、廃棄します。
3. 矢印がホースの方を向くように、新しいフィルターを取り付けま
す。

メンテナンスの手順
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4. フィルターが完全に差し込まれ、ホースがしっかり固定されてい
ることを確認してください。

ララジジエエーータタ
ララジジエエーータターーのの点点検検とと清清掃掃
ラジエーター部に汚れがないか定期的に確認します。

1. ラジエーターカバーを開きます。装備のセクションのラジエー
ターカバーを参照してください。

2. ラジエーターとホースに漏れや損傷がないか点検します。
3. 放熱フィンを点検します。放熱フィンはきれいで、ラジエーター
の正常な冷却を妨げるような泥や汚れ、落ち葉などの堆積物が付
いていない状態でなければなりません。

4. 堆積物を手でできるだけ取り除きます。付近で散水用のホースを
使用できる場合は、ラジエーターフィンをすすぎます。

メンテナンスの手順
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注注意意
放放熱熱フフィィンンがが高高温温ののととききはは、、ララジジエエーータターーをを手手でで清清掃掃ししなないいでで
くくだだささいい。。
ララジジエエーータターーをを冷冷ままししててかからら清清掃掃ししててくくだだささいい。。

注注意意
清清掃掃時時にに放放熱熱フフィィンンをを損損傷傷ししなないいよようう注注意意ししててくくだだささいい。。
フフィィンンをを損損傷傷すするるよよううなな物物／／工工具具をを使使用用ししなないいででくくだだささいい。。
フフィィンンはは、、効効率率的的なな冷冷却却をを実実現現すするるたためめにに意意図図的的にに薄薄くくししてていい
まますす。。
ホホーーススをを使使ううととききはは、、低低圧圧でで使使用用ししててくくだだささいい。。
高高圧圧洗洗浄浄機機をを使使用用ししなないいででくくだだささいい。。

5. 認定Can-Am Off-Roadディーラー、修理店、または担当整備士
に、クーリングシステムの性能点検を依頼してください。

エエンンジジンンククーーラランントト
推推奨奨エエンンジジンン冷冷却却液液

XXPPSS推推奨奨エエンンジジンンククーーラランントト

XPSロングライフプレミッククーラント

推奨のXPSエンジンクーラントが入手できない場合

蒸留水と不凍液の溶液 (蒸留水50％、不凍液50％)

注注意意
内内燃燃アアルルミミニニウウムムエエンンジジンン専専用用のの腐腐食食防防止止剤剤入入りりエエチチレレンンググリリ
ココーールル不不凍凍液液をを必必ずず使使用用ししててくくだだささいい。。

エエンンジジンン冷冷却却液液レレベベルルのの検検証証

警警告告
冷冷却却液液レレベベルルはは、、エエンンジジンンがが冷冷めめてていいるる状状態態ででチチェェッッククししててくく
だだささいい。。
エエンンジジンンがが熱熱いいととききにに、、冷冷却却液液をを冷冷却却シシスステテムムにに注注ぎぎ足足ししててはは
ななりりまませせんん。。

メンテナンスの手順
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1. ラジエーターカバーを開きます。装備のセクションのラジエー
ターカバーを参照してください。

2. 車両が水平になっている状態で、クーラントレベルはクーラント
リザーバーのMINとMAXのマークの間になければなりません。

20 ℃（68 °F）より低い温度でレベルを確認する場合、MIN.マー
クより若干低くなる場合があります。

システムにクーラントを補充するには、クーリングプレッシャー
キャップを取り外します。

メンテナンスの手順
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警警告告
ややけけどどをを負負うう危危険険をを避避けけるるたためめ、、エエンンジジンンががままだだ熱熱いいととききはは圧圧
力力キキャャッッププをを外外ししたたりり、、ククーーラランントトドドレレーーンンププララググをを緩緩めめなないい
ででくくだだささいい。。

頻繁に冷却液を注ぎ足す必要がある場合、冷却システムに漏れがあ
るか、エンジンに問題がある可能性があります。認定Can-Am
Off-Roadディーラーまでお問い合わせください。

エエンンジジンンククーーラランントトのの交交換換

警警告告
ややけけどどをを負負うう危危険険をを避避けけるるたためめ、、エエンンジジンンががままだだ熱熱いいととききはは圧圧
力力キキャャッッププをを外外ししたたりり、、ククーーラランントトドドレレーーンンププララググをを緩緩めめなないい
ででくくだだささいい。。

1. クーリングシステムのプレッシャーキャップを取り外します。
2. クーラントドレンプラグを途中まで緩め、クーラントを適切な容
器に抜き取ります。
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3. クーリングシステムを完全に空にするために、ウォーターポンプ
カバーからロアラジエーターホースを外して、残りのクーラント
を適切な容器に抜き取ります。

4. クーラントドレンプラグを規定トルクで締め付けます。

締締めめ付付けけトトルルクク

クーラントドレンプラグ 10 ± 1 Nm
（89 ± 9 lbf-in）

5. ラジエーターホースを取り付けます。
6. クーリングシステムにクーラントを充填します。クーリングシス
テムのエア抜きの手順を参照してください。

ククーーリリンンググシシスステテムムののエエアア抜抜きき
1. クーラント圧力キャップを取り外します。
2. プレッシャーキャップ開口部のMaxの線まで、クーラントシステ
ムに充填します。
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3. MAXのマークに達するまでクーラントタンクに充填します。
4. プレッシャーキャップを取り付けます。
5. 冷却ファンが2サイクルするまでエンジンをアイドリングさせま
す。

6. エンジンを停止し、冷まします。

警警告告
ややけけどどをを負負うう危危険険をを避避けけるるたためめ、、エエンンジジンンががままだだ熱熱いいととききはは圧圧
力力キキャャッッププをを取取りり外外ささなないいででくくだだささいい。。

7. エンジンが冷めたらクーラントレベルを点検し、必要に応じて
クーラントを補充します。

8. 次回の走行後にクーラントレベルを確認します。必要に応じて
クーラントを追加してください。「エンジンクーラントレベルの
確認」を参照してください。
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エエキキゾゾーースストトシシスステテムム
排排気気シシスステテムム周周辺辺ののエエリリアアのの清清掃掃

警警告告
排排気気シシスステテムムがが高高温温でで異異物物がが乾乾燥燥ししてていいるるとと、、堆堆積積ししたた異異物物がが
車車両両火火災災のの原原因因ににななるるここととががあありりまますす。。
場場合合にによよっっててはは、、ここのの火火災災にによよりり重重大大なな物物的的損損害害、、重重傷傷、、ままたた
はは死死亡亡事事故故をを引引きき起起ここすす可可能能性性ががあありりまますす。。
沼沼地地、、湿湿地地、、ままたたはは枯枯草草やや落落ちち葉葉ががああるる場場所所でで車車両両をを使使用用ししてて
いいるる場場合合はは、、排排気気シシスステテムム周周辺辺ののエエリリアアをを頻頻繁繁かかつつ定定期期的的にに清清
掃掃ししててくくだだささいい。。
そそのの他他のの状状況況でではは、、メメンンテテナナンンススススケケジジュューールル要要件件ののととおおりりにに
清清掃掃ししててくくだだささいい。。
ままたた、、定定期期的的ににすすべべててののエエキキゾゾーースストトヒヒーートトシシーールルドドをを点点検検しし
てて損損傷傷ががなないいかか確確認認しし、、必必要要にに応応じじてて交交換換ししまますす。。

注注意意
エエキキゾゾーースストトシシスステテムムがが大大変変高高温温ににななるるたためめ、、エエンンジジンンをを作作動動
ささせせたた直直後後ににここのの作作業業をを行行わわなないいででくくだだささいい。。

1. 車両の後部から、マフラー周りのエリアを清掃します。
2. エキゾーストパイプおよびエキゾーストマニホールドの周辺エリ
アを清掃します。

警警告告
ヒヒーートトシシーールルドドのの下下もも清清掃掃ししまますす。。

ママフフララーーススパパーーククアアレレススタターーのの点点検検とと清清掃掃

注注意意
エエンンジジンンをを切切っったた直直後後ははエエキキゾゾーースストトシシスステテムムがが非非常常にに熱熱いいたた
めめ、、絶絶対対ににエエンンジジンン停停止止直直後後ににここのの手手順順をを行行わわなないいででくくだだささ
いい。。

1. テールパイプロックワッシャーとねじを取り外して廃棄します。
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2. エキゾーストテールパイプをスパークアレスターおよびガスケッ
トとともに取り外します（廃棄します）。

1. スパークアレスター付きエキゾーストテールパイプ
2. ガスケット（破棄する）
3. 軟らかい金属製のブラシを使って、スパークアレスターからカー
ボン堆積物を取り除きます。

注注意意
ススパパーーククアアレレススタターーののメメッッシシュュをを損損傷傷ししなないいよようう注注意意ししててくくだだ
ささいい。。
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4. スパークアレスターのメッシュに損傷がないか点検します。必要
に応じて取り換えます。

5. マフラー内のスパークアレスターチャンバーを点検します。必要
に応じて異物を除去します。

6. テールパイプを新品のガスケットおよびロックワッシャーととも
に取り付けます。

7. テールパイプを新品のねじで固定します。これらを規定のトルク
で締め付けます。

締締めめ付付けけトトルルクク

テールパイプボルト 22 ± 2 Nm
（16.2 ± 1.5 lbf-ft）

ギギアアボボッッククスス
推推奨奨ギギヤヤボボッッククススオオイイルル
XPS オイルは、このギアボックスの潤滑要件を満たすために特別に
配合されています。BRP では、この XPSオイルの使用を強く推奨し
ています。

注注意意
整整備備時時にに、、別別ののタタイイププののオオイイルルをを使使用用ししなないいででくくだだささいい。。

XXPPSS推推奨奨ギギヤヤボボッッククススオオイイルル

75W140合成ギヤオイル

代代替替品品ああるるいいはは推推奨奨品品がが入入手手ででききなないい場場合合

75W 140 API GL-5 合成ギヤオイル

ギギヤヤボボッッククススののオオイイルルレレベベルルのの確確認認
1. 水平面に車両を置いてください。
2. シフターレバーをパーキング位置に入れます。
3. 右側サイドパネルを取り外します。装備のセクションのサイドパ
ネルを参照してください。

4. ギヤオイルレベルプラグとOリングを取り外します。
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5. オイルレベルを点検します。オイルは、オイルレベル穴の下側と
同じ高さである必要があります。

注注意意
オオイイルルレレベベルルがが不不適適切切なな状状態態でで使使用用をを続続けけるるとと、、ギギヤヤボボッッククスス
にに重重大大なな損損傷傷をを与与ええるる可可能能性性ががあありりまますす。。

6. オイルレベルプラグをOリングとともに取り付けます。規定のト
ルクでプラグを締め付けてください。

締め付けトルク

オイルレベルプラグ 5 ± 0.6 Nm
（44 ± 5 lbf-in）

ギギヤヤボボッッククススオオイイルルのの交交換換
1. 車両を平面に停車します。
2. シフターレバーをパーキング位置に入れます。
3. ドレーンプラグ周辺を清掃します。
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4. オイルドレンプラグの下にドレンパンを置きます。
5. ドレンプラグを取り外します。
6. ギヤオイルレベルプラグとOリングを取り外します。

7. オイルをギヤボックスから完全に排出させます。
8. ドレンプラグに付いている金属粉を除去します。
9. ドレーンプラグを取り付けます。

締締めめ付付けけトトルルクク

ドレンプラグ 20 ± 2 Nm
（15 ± 1 lbf-ft）

10.ギアボックスに充填します。充填の際、オイルの液面を、オイル
レベルオリフィスの下側と同じ高さにする必要があります。
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注注意意
推推奨奨すするるオオイイルルののタタイイププののみみをを使使用用ししててくくだだささいい。。

11.手で、オイルレベルプラグをOリングとともに取り付けます。
12.オイルレベルプラグを仕様どおりに締め付けます。

締め付けトルク

オイルレベルプラグ 5 ± 0.6 Nm
（44 ± 5 lbf-in）

13.こぼれたオイルは必ずふき取ってください。

フフロロンントトデディィフファァレレンンシシャャルル
フフロロンントトデディィフファァレレンンシシャャルルオオイイルルレレベベルルのの確確認認
1. 車両を平面に停車します。
2. オイルレベルを確認する前に、左前側からフィラープラグエリア
を清掃します。

ホホイイーールルのの取取りり外外ししはは不不要要でですす
3. 充填プラグを取り外します。
4. オイルレベルを点検します。オイルは、オイルレベルオリフィス
の下側と同じ高さである必要があります。

5. 必要な場合は、推奨ディファレンシャルオイルを追加します。
6. フィラープラグを再度取り付けます。
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締め付けトルク

フィラープラグ 16 ± 3 Nm
（142 ± 27 lbf-IINN）

推推奨奨フフロロンントトデディィフファァレレンンシシャャルルオオイイルル
XPSオイルは、このディファレンシャルの潤滑要件を満たすために
特別に配合されています。BRP では、この XPSオイルの使用を強く
推奨しています。

注注意意
整整備備時時にに、、別別ののタタイイププののオオイイルルをを使使用用ししなないいででくくだだささいい。。

XXPPSS推推奨奨フフロロンントトデディィフファァレレンンシシャャルルオオイイルル

75W90合成ギヤオイル

XXPPSS製製品品がが入入手手ででききなないい場場合合のの代代替替品品

75W90（API GL-5）合成ギヤオイル

フフロロンントトデディィフファァレレンンシシャャルルオオイイルルのの交交換換
1. 水平面に車両を置いてください。
2. シフターレバーをパーキング位置に入れます。
3. 車両の下側から、ドレンプラグ部を清掃します。
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4. フロントディファレンシャル部の下にドレンパンを置きます。
5. ドレンプラグを取り外します。
6. 充填プラグを取り外します。

7. オイルを完全に排出させます。
8. ドレーンプラグを取り付けます。

締締めめ付付けけトトルルクク

ドレンプラグ 2.5 ± 0.5 Nm
（24 ± 4 lbf-in）
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9. 最適な性能が得られるように、フロントディファレンシャルに推
奨オイルを充填します。

10.ディファレンシャルオイルの容量については、技術仕様を参照し
てください。

11.フィラープラグを再度取り付けます。

締締めめ付付けけトトルルクク

フィラープラグ 16.5 ± 2.5 Nm
（146 ± 22 lbf-in）

リリアアフファァイイナナルルドドラライイブブ
リリアアフファァイイナナルルドドラライイブブのの確確認認
1. リアファイナルドライブハウジングを目視点検し、損傷やオイル
漏れがないか確認します。

2. 問題を発見した場合は、正規Can-Am Off-Roadディーラーに修理
をご相談ください。

推推奨奨リリアアフファァイイナナルルドドラライイブブオオイイルル
XPSオイルは、このファイナルドライブユニットの潤滑要件を満た
すために特別に配合されています。BRP では、この XPSオイルの使
用を強く推奨しています。

注注意意
整整備備時時にに、、別別ののタタイイププののオオイイルルをを使使用用ししなないいででくくだだささいい。。

XXPPSS推推奨奨フファァイイナナルルドドラライイブブオオイイルル

75W90合成ギヤオイル

XXPPSS製製品品がが入入手手ででききなないい場場合合のの代代替替品品

75W90（API GL-5）合成ギヤオイル

リリアアフファァイイナナルルドドラライイブブオオイイルルのの交交換換
1. 水平面に車両を置いてください。
2. シフターレバーをパーキング位置に入れます。
3. 車両の下側から、ドレンプラグ部を清掃します。
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4. リアファイナルドライブ部の下にドレンパンを置きます。
5. ドレンプラグを取り外します。
6. 充填プラグを取り外します。

7. オイルを完全に排出させます。
8. ドレーンプラグを取り付けます。

締締めめ付付けけトトルルクク

ドレンプラグ 2.5 ± 0.5 Nm
（24 ± 4 lbf-in）
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9. 最適な性能が得られるように、ファイナルドライブに推奨オイル
を充填します。

10.オイル容量については、技術仕様を参照してください。
11.フィラープラグを再度取り付けます。

締締めめ付付けけトトルルクク

フィラープラグ 16.5 ± 2.5 Nm
（146 ± 22 lbf-in）

ススパパーーククププララググ
ススパパーーククププララググのの取取りり外外しし
1. シートを取り外します。
2. イグニッションコイルコネクターを外します。

3. イグニッションコイルを引き出します。
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4. スパークプラグのスクリューを1回転回して緩めます。
5. 可能な場合は、圧縮エアでスパークプラグ穴とシリンダーヘッド
を清掃します。

6. スパークプラグソケットを使用してスパークプラグを完全に緩め
て、取り外します。

ススパパーーククププララググのの取取りり付付けけ
1. 取り付ける前に、シリンダーヘッドやスパークプラグの接触面に
汚れが付いていないことを確認します。

2. すきまゲージを使用して、スパークプラグのギャップを設定しま
す。

ススパパーーククププララググののギギャャッッププ

0.7～0.8 mm
（0.028～0.031 in）

3. スパークプラグをシリンダーヘッドに手でねじ込み、トルクレン
チとスパークプラグソケットを使用して締め付けます。

注注意意
ススパパーーククププララググをを締締めめ付付けけすすぎぎなないいででくくだだささいい。。エエンンジジンンがが損損
傷傷すするる場場合合ががあありりまますす。。

締締めめ付付けけトトルルクク

スパークプラグ 11 Nm
（97 lbf-in）

4. イグニッションコイルを再度取り付けます。
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締締めめ付付けけトトルルクク

イグニッションコイルスクリ
ュー

9 ± 1 Nm
（80 ± 9 lbf-in）

5. イグニッションコイルコネクターを取り付けます。
6. シートを取り付けます。

CCVVTT カカババーー
一部のイラストは、分かりやすいようにエンジンが車両から取り除
かれた状態で表示されています。手順の中には、実行する際にエン
ジンを車両から取り外す必要がないものもあります。

警警告告
決決ししててエエンンジジンン作作動動中中ににCCVVTT ににはは触触れれなないいででくくだだささいい。。
CCVVTT カカババーーをを取取りり外外ししたた状状態態でではは絶絶対対にに車車両両をを運運転転ししなないいででくく
だだささいい。。

注注意意
エエンンジジンンがが冷冷めめててかかららカカババーーをを取取りり外外ししててくくだだささいい。。

注注意意
ここののCCVVTT ににはは潤潤滑滑剤剤はは塗塗布布さされれてていいまませせんん。。
ドドラライイブブププーーリリーーベベアアリリンンググ以以外外ののココンンポポーーネネンントトににはは絶絶対対にに
潤潤滑滑剤剤をを塗塗布布ししなないいででくくだだささいい。。

CCVVTT カカババーーのの取取外外しし
1. 左サイドパネルを取り外します。
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2. 左フロントインナーフェンダーを取り外します。

3. 左側フロントフットレストサポートを取り外します。
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4. CVTカバーからインレットエアクーリングダクトを外します。
5. CVTカバーのすべてのねじを取り外します。

注注記記：：ヒヒンントト
取り外し作業の間カバーを支えておくため、中央上部のねじは最後
に取り外します。

注注意意
CCVVTT カカババーーボボルルトトをを取取りり外外そそううととししてて、、イインンパパククトトツツーールルをを使使
用用ししなないいででくくだだささいい。。

メンテナンスの手順
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6. CVT カバーとそのガスケットを取り外します。

CCVVTT カカババーーのの取取りり付付けけ
1. 中央上部のねじを最初に取り付けます。
2. 次の順序に従って、CVTカバーボルトを締め付けます。

締締めめ付付けけトトルルクク

CVT カバーボルト 7 ± 0.8 Nm
（62 ± 7 lbf-in）

メンテナンスの手順
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3. CVTクーリングダクトを接続します。
4. プラスチックパネルを元通りに取り付けます。

ドドラライイブブベベルルトト
ドドラライイブブベベルルトトのの取取りり外外しし

注注意意
ドドラライイブブベベルルトトにに不不具具合合がが生生じじたた場場合合はは、、CCVVTT カカババーーおおよよびびエエ
アアアアウウトトレレッットトをを必必ずず清清掃掃ししててくくだだささいい。。

一部の重要情報については、基本手順のセクションのドライブベル
トの耐久性を最大限にするためのアドバイスを参照してください。

1. CVTカバーを取り外します。
2. プラー/ロッキングツールをドリブンプーリーのねじ付き穴に取り
付けます。

ププーーララーー//ロロッックク用用工工具具

((PP//NN 552299003366009988))

3. 締めてプーリーを開きます。
4. ベルトを取り外すには、ベルトを固定シーブの上端を滑らせま
す。

メンテナンスの手順
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ドドラライイブブベベルルトトのの点点検検
1. ドライブベルトに割れ、ほころび、または異常な摩耗がないか点
検します。必要に応じて交換します。

2. コードレベルでドライブベルト幅を確認します。ベルトが仕様範
囲外であれば交換します。

ドライブベルトの幅

使用限度 34.7 mm
（1.366 in）

1. 駆動ベルト
2. ドライブベルト内のコード

ドドラライイブブベベルルトトのの取取りり付付けけ

注注意意
ドドラライイブブベベルルトトをを適適切切なな回回転転方方向向でで取取りり付付けけるるとと、、ドドラライイブブベベ
ルルトトのの寿寿命命がが最最長長ににななりりまますす。。

1. ドライブベルトを取り付けるには、固定シーブの上端でドライブ
ベルトを滑らせます。

2. ベルトの矢印が上から見たときに車両前方を指すように取り付け
てください。
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1. ベルトの矢印
2. ドライブプーリー（フロント）
3. ドリブンプーリー（リヤ）
4. 回転方向

3. プラー/ロッキングツールを緩めて取り外します。

4. ドライブベルトの外面にある歯の一番低い部分が、ドリブンプー
リーの端部と面一になるまで、ドリブンプーリーを回します。

メンテナンスの手順
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1. ドリブンプーリーエッジと面一になっているコグの一番低い部分

5. CVTカバーを取り付けます。

ドドラライイブブおおよよびびドドリリブブンンププーーリリーー
ドドラライイブブププーーリリーーのの点点検検

注注意意
ここのの点点検検はは、、メメンンテテナナンンスス、、修修理理、、ままたたはは交交換換をを行行うう認認定定
CCaann--AAmm OOffff--RRooaadd デディィーーララーー、、修修理理店店ままたたはは担担当当整整備備士士がが実実施施
ししななけけれればばななりりまませせんん。。

ドライブプーリーのスライディングシーブのブッシングとローラー
を点検し、摩耗した部品を交換します。

ドドリリブブンンププーーリリーーのの点点検検

注注意意
ここのの点点検検はは、、メメンンテテナナンンスス、、修修理理、、ままたたはは交交換換をを行行うう認認定定
CCaann--AAmm OOffff--RRooaadd デディィーーララーー、、修修理理店店ままたたはは担担当当整整備備士士がが実実施施
ししななけけれればばななりりまませせんん。。

ドリブンプーリーのスライディングシーブのブッシング、およびカ
ムのブッシングを点検し、摩耗した部品を交換します。
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メンテナンススケジュールの中で必要に応じてドリブンプーリー
ローラーを点検し、必要に応じて交換します。

ババッッテテリリーー

注注意意
車車両両にに取取りり付付けけたたままままでで絶絶対対ににババッッテテリリーーをを充充電電ししなないいででくくだだ
ささいい。。

これらの車両にはVRAバッテリー（Valve Regulated Lead Acid、
「制御弁式鉛蓄電池」）が搭載されています。これはメンテナンス
フリーのバッテリーであり、電解液レベルを調整するために水を追
加する必要がありません。

注注意意
ババッッテテリリーーシシーーリリンンググキキャャッッププをを取取りり外外ささなないいででくくだだささいい。。

ババッッテテリリーーのの取取りり外外しし
1. バッテリーカバーを固定しているプラスチックリベットを取り外
します。

2. バッテリーカバーを取り外します。
3. 最初に黒（-）のバッテリーケーブルを外してから、赤（-）の
バッテリーケーブルを外します。
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注注意意
ケケーーブブルルをを取取りり外外すす際際はは、、必必ずず黒黒（（--））ケケーーブブルルをを先先にに外外すすとといい
うう順順序序をを守守っっててくくだだささいい。。

1. マイナス（-）端子
2. プラス（+）端子
4. バッテリー固定ストラップを取り外してから、バッテリーをフ
レームから引き出します。

ババッッテテリリーーのの清清掃掃
1. 重曹と水の溶液で、バッテリー、バッテリーケース、ケーブルお
よびバッテリーポストを清掃します。
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2. 硬いワイヤーブラシを使ってバッテリーケーブルターミナルおよ
びバッテリーポストの腐食を取り除きます。

ババッッテテリリーーのの取取りり付付けけ
1. バッテリーをハウジングに挿入します。

2. バッテリーをバッテリー固定ストラップで固定します。

3. 赤の（+）バッテリーケーブルを先に接続し、その後に黒の（-）
バッテリーケーブルを接続します。

注注意意
必必ずず赤赤（（++））ケケーーブブルルをを先先にに接接続続しし、、そそののああとと黒黒（（--））ケケーーブブルル
をを接接続続ししまますす。。
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1. マイナス（-）端子
2. プラス（+）端子
4. 電極スクリューを規定トルクで締め付けます。

締め付けトルク

バッテリー電極スクリュー 6 ± 0.5 Nm
（53 ± 4 lbf-in）

5. バッテリーカバーを図に示すように配置します。

6. 前に取り外したプラスチックリベットでバッテリーカバーを固定
します。
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ヒヒュューーズズ
ヒヒュューーズズのの位位置置

メメイインンヒヒュューーズズボボッッククスス
メインヒューズボックスは、コンソールの下にあります。

補補助助ヒヒュューーズズホホルルダダーー
その他のヒューズはシートの下にあります。

メンテナンスの手順
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詳細 定格

バッテリー 40 A

DPSヒューズ 40 A

メメイインンヒヒュューーズズボボッッククスス詳詳細細

いいえ。 詳細 定格

RY1 メインリレー —

RY3 冷却ファンリレー —

RY4 アクセサリリレー —

RY5 ヘッドランプリレー —

F1

スピードリミッター
ECM

スタートスイッチ
ゲージ

イグニッションコイ
ル

インターコネクター

15A
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F2 アクセサリー 15A

F3 ヘッドランプ 7.5A

F4 スタートスイッチ
ゲージ 10A

F5 Fuel Pump（燃料ポ
ンプ） 10A

F6
4WDアクチュエー

ター
O2センサー
EVAP

10A

F7
DPS
DLC

ブレーキライト
15A

F10 クーリングファン
（リセット可能） 15A

ラライイトト
ラライイトトババルルブブのの交交換換
この車両はではバルブの交換が不要です。

車両にはLED（発光ダイオード）ライトが装備されています。この
技術は、非常に信頼性が高いことが証明されています。

ライトが機能しない場合は、認定Can-Am Off-Roadディーラー、修
理店または担当整備士に確認してもらってください。

ヘヘッッドドラライイトトビビーームムのの光光軸軸調調整整
1. 通常使用するように車両を始動させます。
2. 一番目の図のように、テスト面（壁またはスクリーン）の前7.6
m（25 ft）の位置に車両を配置します。

3. 各ヘッドライトの中心から地面までの距離（ハイビームおよび
ロービーム）を測定します。

4. それぞれの測定高さ（一方はハイビームの高さ、もう一方はロー
ビームの高さ）を通る、地面と平行なラインを試験面まで引きま
す。

ビーム上側の光の境目が、テスト面上の当該水平中心線上にある
場合、ロービームの光軸は正確です。
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ハイビームの中心（焦点）が、仕様に従ってテスト面まで引かれ
た当該水平中心線よりも33 mm（1-5/16 in）上上ににある場合、ハイ
ビームの光軸は正確です。

注注記記：：
ヘッドライトは、垂直方向のみの調整が可能です。

1

A
B

90°

1. ハイビームの焦点

A. ヘッドランプと試験面間の距離
B. ビーム光軸の仕様

5. ハイビームの中心（焦点）を最初に調整します。
6. ロービームの中心（焦点）を調整して終了します。
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1. ハイビーム調整ねじ
2. ロービーム調整ねじ

ドドラライイブブシシャャフフトトベベロローーズズおおよよびびププロロテテククタターー
ドドラライイブブシシャャフフトトベベロローーズズおおよよびびププロロテテククタターーのの点点検検
1. ドライブシャフトプロテクターとベローズの状態を目視点検しま
す。

2. プロテクターに損傷やシャフトとの擦れがないか確認します。
3. ベローズに亀裂、裂け、グリース漏れなどがないか確認します。
4. 必要に応じて損傷した部品を修理または交換します。
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フフロロンントトササススペペンンシショョンン
1. ドライブシャフトベローズ
2. プロテクター

リリアアササススペペンンシショョンン

ホホイイーールルベベアアリリンンググ
ホホイイーールルベベアアリリンンググのの点点検検
1. 水平面に車両を置いてください。
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2. シフターレバーをパーキング位置に入れます。
3. ブレーキロックレバーをかけてください。
4. 車両を持ち上げてジャッキスタンドに下ろします。
5. タイヤの上側と下側をつかみ、ホイールを押し引きして遊びを確
認します。

6. 異常な遊びがある場合は、認定Can-Am Off-Roadディーラーにご
相談ください。

ホホイイーールルおおよよびびタタイイヤヤ
タタイイヤヤのの圧圧力力のの確確認認

警警告告
タタイイヤヤ空空気気圧圧はは、、車車両両ののハハンンドドリリンンググ性性能能おおよよびび安安定定性性にに大大きき
くく影影響響ししまますす。。
タタイイヤヤのの空空気気圧圧がが不不十十分分なな場場合合ははタタイイヤヤがが収収縮縮すするる原原因因ととなな
りり、、ホホイイーールルをを中中心心にに回回転転すするる場場合合ががあありりまますす。。
過過度度のの圧圧力力はは、、タタイイヤヤのの破破裂裂ににつつななががるる可可能能性性ががあありりまますす。。常常
にに推推奨奨圧圧力力にに従従っっててくくだだささいい。。
タタイイヤヤ空空気気圧圧をを絶絶対対にに最最低低圧圧力力未未満満ににししなないいででくくだだささいい。。タタイイ
ヤヤががリリムムかからら外外れれるる原原因因ととななりりまますす。。

1. 車両を使う前にタイヤが冷冷たたいい状態で空気圧を確認します。タイ
ヤ圧は、温度と高度で変化します。これらの条件のうちひとつで
も変更した場合は、圧力を再確認します。

2. 適切なタイヤの空気圧については、タイヤ圧力と最大荷重のラベ
ルを参照してください。

注注記記：：
タイヤはオフロード専用に設計されたものですが、パンクする可能
性があります。そのため、タイヤゲージ、空気入れ、および修理
キットを携行するよう推奨します。

タタイイヤヤのの点点検検
1. タイヤに損傷や摩耗がないか確認します。必要に応じて交換しま
す。

警警告告
タタイイヤヤのの位位置置はは交交換換ししなないいででくくだだささいい。。フフロロンントトタタイイヤヤととリリアア
タタイイヤヤははササイイズズがが異異ななりりまますす。。左左側側おおよよびび右右側側ののタタイイヤヤののトト
レレッッドドパパタターーンンはは、、方方向向性性がが異異ななっってていいまますす。。
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タタイイヤヤのの交交換換
タイヤの交換は、認定Can-Am Off-Roadディーラー、修理店または
担当整備士に依頼してください。

警警告告

元元ののタタイイヤヤとと同同じじ種種類類おおよよびびササイイズズののタタイイヤヤととののみみ交交換換ししまま
すす。。
一一方方向向ススレレッッドドパパタターーンンののタタイイヤヤのの場場合合はは、、タタイイヤヤがが正正ししいい方方
向向にに回回転転すするるよようう取取りり付付けけまますす。。
タタイイヤヤはは、、熟熟練練ししたた整整備備士士ががタタイイヤヤ業業界界のの基基準準とと工工具具にに基基づづいい
てて交交換換すするる必必要要ががあありりまますす。。

ホホイイーールルのの取取外外しし
1. 水平面に車両を置いてください。
2. シフターレバーをパーキング位置に入れます。
3. ブレーキロックレバーをかけてください。
4. ラグナットを緩めます。
5. 車両を持ち上げてジャッキスタンドに下ろします。
6. ラグナットを取り外してからホイールを取り外します。

ホホイイーールルのの取取付付けけ
1. タイヤが一方向性のものである場合は、タイヤの回転に合わせて
ホイールを取り付けてください。

2. ラグナットを対角順に慎重に締め付けてから、規定のトルクで締
め付けます。

注注意意
必必ずずホホイイーールルにに対対ししてて推推奨奨さされれてていいるるホホイイーールルララググナナッットトをを使使
用用ししまますす。。
異異ななるるホホイイーールルララググナナッットトをを使使用用すするるとと、、リリムムままたたははススタタッッドド
がが損損傷傷すするる可可能能性性ががあありりまますす。。

締め付けトルク

ホイールラグナット 80 ± 5 Nm
（59 ± 4 lbf-ft）

スステテアアリリンンググ
タタイイロロッッドドエエンンドドのの点点検検
1. 水平面に車両を置いてください。
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2. シフターレバーをパーキング位置に入れます。
3. ブレーキロックレバーをかけてください。
4. 車両を持ち上げてジャッキスタンドに下ろします。
5. タイロッドベローズに亀裂がないか点検します。
6. 前側エッジまたは後ろ側エッジからホイールを押し引きして、遊
びを確認します。

7. 異常な遊びがある、またはベローズに亀裂がある場合は、認定
Can-Am Off-Roadディーラーにご相談ください。

警警告告

ベベロローーズズにに亀亀裂裂ががああっったたりり異異常常なな遊遊びびががああるる場場合合はは、、タタイイロロッッ
ドドエエンンドドをを交交換換ししななけけれればばななりりまませせんん。。

ササススペペンンシショョンン
シショョッッククアアブブソソーーババのの点点検検
1. ショックアブソーバーに漏れ、バンプストップの摩耗などの損傷
がないか点検します。

フフロロンントトササススペペンンシショョンンアアーームムのの点点検検
1. サスペンションアームに亀裂、曲がり、またはその他の過度な摩
耗や損傷の跡がないか点検します。

リリアアササススペペンンシショョンンアアーームムのの点点検検
1. サスペンションアームに亀裂、曲がり、またはその他の損傷がな
いか点検します。

ブブレレーーキキ
推推奨奨さされれるるブブレレーーキキ液液
必ず DOT 4 の仕様を満足するブレーキオイルだけを使用してくださ
い。

注注意意
ブブレレーーキキシシスステテムムへへのの重重大大なな損損傷傷をを避避けけるるたためめ、、補補充充のの際際にに推推
奨奨オオイイルル以以外外ののオオイイルルをを使使用用ししたたりり、、異異ななるるオオイイルルをを混混合合ししたた
りりししなないいででくくだだささいい。。
古古いいままたたははすすででにに開開けけらられれたた容容器器かかららブブレレーーキキ液液をを供供給給ししなないい
こことと。。

フフロロンントトブブレレーーキキリリザザーーババーーレレベベルルのの確確認認
1. ステアリングを直線位置にしてリザーバーを水平にします。
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2. ブレーキオイルのレベルの液面を確認します。オイルが窓の上部
に達するとリザーバーが満杯であることを意味します。

リリザザーーババーーウウィィンンドドウウ
3. レバーベローズの状態を目視点検します。
4. 亀裂、裂け目などがないか確認してください。損傷している場合
は交換します。

リリアアブブレレーーキキリリザザーーババーーレレベベルルのの確確認認
1. 右側サイドパネルを取り外します。
2. 車両が水平面に置かれた状態で、液面がブレーキペダルフルード
リザーバーのUPPERとLOWERのマークの間になければなりませ
ん。

メンテナンスの手順
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ブブレレーーキキ液液のの継継ぎぎ足足しし
1. リザーバーキャップを清掃します。

警警告告

ブブレレーーキキシシスステテムムのの汚汚れれをを防防止止すするるたためめ、、リリザザーーババーーキキャャッッププ
をを清清掃掃ししててかからら取取りり外外ししててくくだだささいい。。

2. リザーバーキャップを取り外します。
3. 必要に応じてきれいなじょうごを使用してオイルを追加します。
燃燃料料をを入入れれすすぎぎててははいいけけまませせんん。。

注注意意
ブブレレーーキキオオイイルルはは、、ププララススチチッッククやや塗塗装装表表面面にに損損傷傷をを与与ええるる可可
能能性性ががあありりまますす。。ここぼぼれれたたオオイイルルはは拭拭きき取取っっててくくだだささいい。。

4. リザーバーキャップを元通りに取り付けます。

メンテナンスの手順
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注注意意
フフィィララーーキキャャッッププダダイイアアフフララムムががキキャャッッププのの中中にに押押しし込込ままれれてて
いいるるここととをを確確認認ししててかかららブブレレーーキキ液液リリザザーーババーーをを閉閉めめまますす。。

5. 締め付けねじを規定トルクで締め付けます。

締め付けトルク

フロントブレーキ液リザーバ
ーのねじ

1.3 ± 0.1 Nm
（12 ± 1 lbf-in）

リアブレーキ液リザーバーの
ねじ

0.75 ± 0.25 Nm
（7 ± 2 lbf-in）

ブブレレーーキキシシスステテムムのの点点検検
ブレーキの点検、メンテナンスおよび修理は、認定Can-Amディー
ラー、修理店、または担当整備士が実施しなければなりません。

ただし、ディーラーを訪れる前に下記のことを確認してください。
– ブレーキ液レベル
– ブレーキシステムのオイル漏れ
– ブレーキパッドの摩耗
– ブレーキの汚れ

警警告告

ブブレレーーキキオオイイルルのの交交換換、、ままたたははブブレレーーキキシシスステテムムののメメンンテテナナンン
ススやや修修理理はは、、認認定定CCaann--AAmmデディィーーララーーがが実実施施ししななけけれればばななりりまませせ
んん。。

メンテナンスの手順
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車車両両ののおお手手入入れれ

車車両両のの清清掃掃とと保保護護

注注意意
車車両両のの洗洗浄浄にに高高圧圧洗洗浄浄機機はは絶絶対対にに使使用用ししなないいででくくだだささいい。。水水圧圧
をを低低めめてて使使用用ししててくくだだささいい ((散散水水用用ホホーーススののよよううにに））。。
高高圧圧のの水水はは電電気気系系統統やや機機械械ココンンポポーーネネンントトのの損損傷傷ににつつななががるる可可
能能性性ががあありりまますす。。

塩水、泥、異物が溜まり、下記のものを促進させる可能性がある特
定の部位に注意してください。
– 火災
– 摩耗
– 干渉
– 腐食

これらの部位には下記のものがあります（ただしこれらに限定され
ません）。
– 排気システム周辺、およびマフラーとマフラーカバーの間
– 燃料タンクの下および周辺
– ラジエーター
– ショックアブソーバー
– フロントおよびリアディファレンシャル周辺
– エンジンおよびギアボックスの周辺およびそれらの下
– ホイール内部
– スキッドプレート上面

警警告告
排排気気シシスステテムムがが高高温温でで異異物物がが乾乾燥燥ししてていいるるとと、、堆堆積積ししたた異異物物がが
車車両両火火災災のの原原因因ににななるるここととががあありりまますす。。
場場合合にによよっっててはは、、ここのの火火災災にによよりり重重大大なな物物的的損損害害、、重重傷傷、、ままたた
はは死死亡亡事事故故をを引引きき起起ここすす可可能能性性ががあありりまますす。。
沼沼地地、、湿湿地地、、ままたたはは枯枯草草やや落落ちち葉葉ががああるる場場所所でで車車両両をを使使用用ししてて
いいるる場場合合はは、、排排気気シシスステテムム周周辺辺ののエエリリアアをを頻頻繁繁かかつつ定定期期的的にに清清
掃掃ししててくくだだささいい。。
そそのの他他のの状状況況でではは、、メメンンテテナナンンススススケケジジュューールル要要件件ののととおおりりにに
清清掃掃ししててくくだだささいい。。

車両を塩水環境の中で使用する場合は、車両とそのコンポーネント
を保護するために、運転した日の最後に必ず車両を真水ですすぐ必
要があります。

金属部品を潤滑するよう強く推奨します。

防錆潤滑剤または同等のものを使用してください。
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XPS防錆潤滑剤

損傷した塗装部品は、再度塗装して錆を防止する必要があります。

必要に応じて、ボディを温かい石鹸水で洗います（中性洗剤だけを
使用してください）。研磨材を含有していないワックスを使用して
ください。

注注意意
ププララススチチッックク部部品品のの清清掃掃にに、、強強いい洗洗剤剤、、脱脱脂脂剤剤、、塗塗装装用用シシンン
ナナーー、、アアセセトトンンななどどをを絶絶対対にに使使用用ししなないいででくくだだささいい。。

車両にはカバーを掛け、保管期間中にほこりが堆積するのを防ぎま
す。

注注意意
車車両両ににはは不不透透明明のの防防水水シシーートトををかかけけ、、涼涼ししくく乾乾燥燥ししたた場場所所にに保保
管管ししててくくだだささいい。。ここののよよううににすすれればば、、日日光光ととホホココリリががププララスス
チチッッククココンンポポーーネネンントトとと車車両両のの仕仕上上げげにに影影響響すするるののをを防防げげまま
すす。。

適適合合ししなないい清清掃掃用用品品

素素材材タタイイププ 適適合合ししなないい清清掃掃用用品品

ポリプロピレン

– 石油ベース清掃用品すべて
– XPS ATV仕上げスプレー
– XPS ATVクリーニングキット
（上記のXPS ATV仕上げスプレーが
含まれています）

適適合合清清掃掃用用品品

素素材材タタイイププ 適適合合清清掃掃用用品品

ポリプロピレン – XPS ATV洗浄剤
– 石鹸水

車両のお手入れ
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保保管管おおよよびびシシーーズズンン前前のの準準備備
操作上の手引きを参照に、以下の事項に注意してください。

警警告告
指指示示にに従従わわななかかっったた場場合合、、重重傷傷事事故故やや死死亡亡事事故故をを招招くく潜潜在在的的なな
恐恐れれががああるるここととをを示示ししまますす。。

収収納納
4ヶ月を超えて車両を使用しないときは、適切に保管する必要があり
ます。

車両を21日以上動かさない場合は、バッテリーの黒（-）のケーブル
を切り離します。

バッテリーを完全に充電するには、低電流トリクル充電器の使用を
推奨します。

保管後に車両を使用するときは、準備が必要です。

BRPは、車両を保管する前に、認定Can-Am Off-roadディーラー、修
理店、または担当整備士に保管準備を依頼するよう推奨していま
す。または、ご都合の良い時に、次の基本手順を行ってください。

車車両両のの保保管管準準備備
1. 車両を点検し、必要に応じて認定Can-Am Off-Roadディーラー、
修理店、担当整備士に整備、修理、または交換を依頼してくださ
い。

注注記記：：
米国およびカナダのお客様の場合、保証請求の詳細は、保証のセク
ションにある米国EPA排出ガス性能保証を参照してください。

2. エンジンオイルとフィルターを交換します。
3. エンジンクーラント、ディファレンシャル、ギアボックス、およ
びブレーキ液のレベルを確認します。

4. 燃料タンクに充填し、燃料安定剤を添加してエンジンを作動させ
ます。燃料安定化剤の容器の指示に厳密に従ってください。

5. すべてのタイヤを推奨される圧力まで空気を入れます。
6. 車両を掃除します。
7. すべてのストレージ・コンパートメントのラッチを閉じます。
8. 車両は直射日光のない、毎日の温度変化があまりない乾いた場所
に保管してください。

9. 場所によっては、エンジンエアインテーク、CVT入口、およびマ
フラー開口部をきれいな布で塞ぎ、ねずみやリスなどの小動物が
侵入しないようにすると良いでしょう。布を押し込みすぎないよ
うにしてください。リマインダーとして、布を若干外に出してお
いてください。
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10.車両に透過性カバーをします（防水シートなど）。プラスチック
や同等の浸透性のない、コーティングされた物質は、空気の流れ
を遮断し、熱と水分が中に蓄積されてしまうため、使用を避けて
ください。

11.月に1回は、バッテリーに示されている推奨充電速度で、バッテ
リーを低速充電してください。バッテリーを取り外す必要はあり
ません。

シシーーズズンン前前のの準準備備
保管期間後、運転前に車両を整えて点検する必要があります。以下
の手順を行います。

1. 車両のカバーを取り外します。
2. エンジンのエアインテーク、CVT開口部、およびマフラー開口部
から布を取り外します。

3. 車両を掃除します。
4. 必要であればバッテリーを充電します。
5. 走行前の点検を行い、低速度で車両を試乗します。

保管およびシーズン前の準備
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空白ページ

保管およびシーズン前の準備
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技技術術情情報報
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車車両両識識別別表表示示
車両の主な構成要素（エンジンやフレーム）は、それぞれ異なるシ
リアル番号で識別されます。

保証を受けるときや、無くなった車両を探すときなどに、これらの
番号を確認する必要が生じることがあります。

これらの番号も、認定Can-Am Off-Roadディーラーが正しく保証請
求を行うときに必要です。

車両のすべてのシリアル番号をk録し、保険会社に提出すること強く
推奨します。

車車両両識識別別番番号号
VINラベルは、車両右前側のフレーム上にあります。

VINの刻印は、車両右側のフロントメンバー上にあります。

北北米米以以外外——NNRRMMMMモモデデルル以以外外

Bombardier Recreational Products Inc.
565 de la Montagne, Valcourt, QC
Canada, J0E 2L0

ATV

kW

kg

BRP-Rotax GmbH Co. KG
Rotaxstrasse 1
Gunskirchen, A-4623, Austria 91

11
13

_J
A

北北米米以以外外——NNRRMMMMモモデデルル

Bombardier Recreational Products Inc.
565 de la Montagne, Valcourt, QC
Canada, J0E 2L0

ATV

kW

kg

BRP-Rotax GmbH Co. KG
Rotaxstrasse 1
Gunskirchen, A-4623, Austria 91

11
14

_J
A

北北米米モモデデルル

Bombardier Recreational Products Inc.
565 de la Montagne, Valcourt, QC
Canada, J0E 2L0

タ イ プ ： ATV / ATV
CAN ICES-002 / NMB-002

⽣ 産 国 ： メ キ シ コ  / Made in Mexico99
29

_J
A
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VVIINNララベベルル

VVIINNのの刻刻印印
1. VINの刻印の位置

車両識別表示
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エエンンジジンン識識別別番番号号((EEIINN))

1. EIN（エンジン識別番号）

車両識別表示
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ココンンププラライイアアンンススハハンンググタタググ

EEPPAA認認証証
北北米米モモデデルル

次のコンプライアンスハングタグの裏に貼付されています：米国カ
リフォルニア州規制｢PROPOSITION 65｣に基づく警告

NER =

BOMBARDIER RECREATIONAL PRODUCTS INC.
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適適合合ララベベルル
排排出出ガガスス制制御御にに関関すするる情情報報（（代代表表例例））
このラベルはグローブボックス内にあります。
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適合ラベル
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適合ラベル
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ノノンンロローードド機機械械にに適適用用さされれるる規規制制 ((EEUU)) 22001166//11662288
規制 (EU) 2016/1628 (NRMM)に準拠している車両は、エンジンバル
ブカバーおよびシート下側のフレーム上を見て特定できます。

Ro
tax

8639

MXXXXXXX
XXXX

MM-YYYY

XXXXXX

AT1/P    V
-####

NRSC G1 CO2 g/kWh:
#

Productio
n date:

Family
 ty

pe:

e13

Rotax

86
39

_J
A

MXXXXXXX
XXXX

MM-YYYY
XXXXXX

AT1/P    V-####

NRSC G1 CO2 g/kWh：
#

製 造 ⽇ ：
フ ァ ミ リ ー タ イ プ ：

e13

代代表表例例 -- NNRRMMMMのの識識別別ララベベルル

注注記記：：
エンジンまたはそのコンポーネントを改造すると、特定のエンジン
に対するEUの型式認証が無効になります。

適合ラベル
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エエタタノノーールル適適合合ママーークク
このラベルは燃料キャップの近くにあります。

適合ラベル
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技技術術情情報報ララベベルル
エエアアフフィィルルタターーメメンンテテナナンンススララベベルル
このラベルはエアボックスカバー上にあります。

AIR FILTER MAINTENANCE
MAINTENANCE MUST BE PERFORMED AS 
SPECIFIED IN THE OPERATOR’S GUIDE.
AIR FILTER MAINTENANCE SHOULD INCREASE
IN FREQUENCY IN MORE SEVERE (DUSTY) 
CONDITIONS.

10
39

4_
JA

わわかかりりややすすくくすするるたためめにに一一部部のの部部品品はは表表示示さされれてていいまませせんん
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BBRRPP RRFF DDEESSSS PPOOSSTT GGEENN33（（カカナナダダ））

米米国国おおよよびびカカナナダダ
この装置は、FCC（米国連邦通信委員会）第15部およびIndustry
Canada（カナダ産業省）ライセンス免除RSS基準に準拠していま
す。操作は、下記の2つが前提条件となります。

1. この装置が干渉を引き起こさない、および
2. この装置が、意図しない動作を引き起こす可能性がある障害な
ど、あらゆる干渉に耐えなければならない。

この装置は試験され、FCC規則のパート15に適合するクラスBデジタ
ル機器の制約に従っていることがわかっています。これらの制約
は、居住施設における障害から十分保護されるように考えられたも
のです。この装置は無線周波エネルギーを発生させ、使用し、放出
するため、説明どおりに取り付けられなかったり使用されなかった
場合は、無線通信に障害を引き起こす場合があります。しかし、特
定の施設において障害が必ず生じるということではありません。こ
の装置がラジオやテレビの受信障害を引き起こした場合は（これは
装置の電源を入れ直して判定することが可能）、下記の対策を1つ以
上実施することで障害を直すよう推奨します。
– 受信アンテナの方向または位置を変える。
– 装置とレシーバーとの間隔をあける。
– レシーバーが接続されている回路とは異なる回路の電源に装置を
接続する。

– 詳細はディーラーまたはラジオ/TVに精通した技術者にご相談く
ださい。

この装置は、一般的なRF暴露要件を満足すると評価されています。
この装置は、制限なく携行暴露条件で使用可能です。

Le dispositif a été évalué à satisfaire l’exigence générale de
l’exposition aux rf. L’appareil peut être utilisé dans des conditions
d’exposition portatif sans restriction.

L’émetteur/récepteur exempt de licence contenu dans le présent
appareil est conforme aux CNR d’Innovation, Sciences et
Développement économique Canada applicables aux appareils radio
exempts de licence.

1. l'appareil ne doit pas produire de brouillage, et
2. l'appareil doit accepter tout brouillage radioélectrique subi, même
si le brouillage est susceptible d'en compromettre le
fonctionnement.

コンプライアンス責任者によって明示的に承認されていない変更や
改良が行われた場合、機器を操作するユーザーの権限が無効になる
場合があります。

IICC：12006A-1001317030、タイプ1001316154（カナダ）向け

FFCCCC IIDD：2ACER 1001317030、タイプ1001316154（カナダ）向け
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メメキキシシココ

IFETEL

Marca: BRP Megatech

Número: BRME1023-28186

BRP Megatech認証番号：1450978

Modelo: 1001316154

NOM-208-SCFl-2016 (Disposición Técnica IFT-008-2015)

La operación de este equipo está sujeta a las siguientes dos
condiciones:

1. Es posible que este equipo o dispositivo no cause interferencia
perjudicial y

2. Este equipo o dispositivo debe aceptar cualquier interferencia,
incluyendo la que pueda causar su operación no deseada.

ブブララジジルル

Número: 05254-23-15603

BRP Megatech認証番号：1450991

Modelo: 1001316154

BRP RF DESS POST GEN3（カナダ）
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Este equipamento não tem direito à proteção contra interferência
prejudicial e não pode causar interferência em sistemas devidamente
autorizados.Para maiores informações, consulte o site da ANATEL.

日日本本

この装置は、電波法（ ?? 波 法 ）および電気通信事業法（

?? 気 通 信 事 業 法 ）の下で使用が許可されています。この装置
を改造しないでください（改造した場合、認証は無効となりま
す）。

ヨヨーーロロッッパパ
適適合合宣宣言言書書

無線機器指令2014/53/EUに関する適合宣言書（簡易版）

DDEE

Hiermit erklärt BRP Megatech, dass der Funkanlagentyp 1001316154
der Richtlinie 2014/53/EU entspricht. Der vollständige Text der
EU-Konformitätserklärung ist unter der folgenden Internetadresse
verfügbar: https://www. brp. com/en/corporatesocialresponsibility/
productsafety.html

FFRR

Le soussigné, BRP Megatech, déclare que l'équipement
radioélectrique du type 1001316154 est conforme à la directive 2014/
53/UE. Le texte complet de la déclaration UE de conformité est
disponible à l'adresse internet suivante: https://www. brp. com/en/
corporatesocialresponsibility/productsafety.html

BBGG

С настоящото BRP Megatech декларира, че този тип
радиосъоръжение 1001316154 е в съответствие с Директива
2014/53/ЕС.

Цялостният текст на ЕС декларацията за съответствие може да
се намери на следния интернет адрес: https://www. brp. com/en/
corporatesocialresponsibility/productsafety.html

EELL

BRP RF DESS POST GEN3（カナダ）
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Με την παρούσα ο/η BRP Megatech, δηλώνει ότι ο ραδιοεξοπλισμός
1001316154 πληροί την οδηγία 2014/53/EE. Το πλήρες κείμενο της
δήλωσης συμμόρφωσης ΕΕ διατίθεται στην ακόλουθη ιστοσελίδα στο
διαδίκτυο: https://www. brp. com/en/corporatesocialresponsibility/
productsafety.html

CCSS

Tímto BRP Megatech prohlašuje, že typ rádiového zařízení
1001316154 je v souladu se směrnicí 2014/53/EU. Úplné znění EU
prohlášení o shodě je k dispozici na této internetové adrese: https://
www.brp.com/en/corporatesocialresponsibility/productsafety.html

DDAA

Hermed erklærer BRP Megatech, at radioudstyrstypen 1001316154
er i overensstemmelse med direktiv 2014/53/EU.

EU-overensstemmelseserklæringens fulde tekst kan findes på
følgende internetadresse: https://www. brp. com/en/
corporatesocialresponsibility/productsafety.html

EETT

Käesolevaga deklareerib BRP Megatech, et käesolev raadioseadme
tüüp 1001316154 vastab direktiivi 2014/53/EL nõuetele.

ELi vastavusdeklaratsiooni täielik tekst on kättesaadav järgmisel
internetiaadressil: https://www. brp. com/en/
corporatesocialresponsibility/productsafety.html

EESS

Por la presente, BRP Megatech declara que el tipo de equipo
radioeléctrico 1001316154 es conforme con la Directiva 2014/53/UE.

El texto completo de la declaración UE de conformidad está
disponible en la dirección Internet siguiente: https://www.brp.com/en/
corporatesocialresponsibility/productsafety.html

FFII

BRP Megatech vakuuttaa, että radiolaitetyyppi 1001316154 on
direktiivin 2014/53/EU mukainen.
EU-vaatimustenmukaisuusvakuutuksen täysimittainen teksti on
saatavilla seuraavassa internetosoitteessa: https://www. brp. com/en/
corporatesocialresponsibility/productsafety.html

EENN

Hereby, BRP Megatech declares that the radio equipment type
1001316154 is in compliance with Directive 2014/53/EU. The full text
of the EU declaration of conformity is available at the following internet
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address: https://www. brp. com/en/corporatesocialresponsibility/
product-safety.html

HHRR

BRP Megatech ovime izjavljuje da je radijska oprema tipa
1001316154 u skladu s Direktivom 2014/53/EU. Cjeloviti tekst EU
izjave o sukladnosti dostupan je na sljedećoj internetskoj adresi:
https://www. brp. com/en/corporate-social-responsibility/productsafety.
html

HHUU

BRP Megatech igazolja, hogy a 1001316154 típusú rádióberendezés
megfelel a 2014/53/EU irányelvnek. Az EU-megfelelőségi nyilatkozat
teljes szövege elérhető a következő internetes címen:https://www.brp.
com/en/corporate-socialresponsibility/productsafety.html

IITT

Il fabbricante, BRP Megatech, dichiara che il tipo di apparecchiatura
radio 1001316154 è conforme alla direttiva 2014/53/UE.

Il testo completo della dichiarazione di conformità UE è disponibile al
seguente indirizzo Internet: https://www. brp. com/en/
corporate-socialresponsibility/productsafety.html

LLTT

Aš, BRP Megatech, patvirtinu, kad radijo įrenginių tipas 1001316154
atitinka Direktyvą 2014/53/ES. Visas ES atitikties deklaracijos tekstas
prieinamas šiuo interneto adresu: https://www. brp. com/en/
corporate-social-responsibility/productsafety.html

LLVV

Ar šo BRP Megatech deklarē, ka radioiekārta 1001316154 atbilst
Direktīvai 2014/53/ES. Pilns ES atbilstības deklarācijas teksts ir
pieejams šādā interneta vietnē: https://www. brp. com/en/
corporate-social-responsibility/productsafety.html

MMTT

B'dan, BRP Megatech, niddikjara li dan it-tip ta' tagħmir tar-radju
1001316154 huwa konformi mad-Direttiva 2014/53/UE. It-test kollu
tad-dikjarazzjoni ta' konformità tal-UE huwa disponibbli f'dan l-indirizz
tal-Internet li ġej: https://www. brp. com/en/
corporatesocialresponsibility/productsafety.html

NNLL

Hierbij verklaar ik, BRP Megatech, dat het type radioapparatuur
1001316154 conform is met Richtlijn 2014/53/EU.
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De volledige tekst van de EU-conformiteitsverklaring kan worden
geraadpleegd op het volgende internetadres: https://www.brp.com/en/
corporatesocialresponsibility/productsafety.html

PPLL

BRP Megatech niniejszym oświadcza, że typ urządzenia radiowego
1001316154 jest zgodny z dyrektywą 2014/53/UE. Pełny tekst
deklaracji zgodności UE jest dostępny pod następującym adresem
internetowym: https://www. brp. com/en/corporatesocialresponsibility/
productsafety.html

PPTT

O(a) abaixo assinado(a) BRP Megatech declara que o presente tipo
de equipamento de rádio 1001316154 está em conformidade com a
Diretiva 2014/53/UE.

O texto integral da declaração de conformidade está disponível no
seguinte endereço de Internet: https://www. brp. com/en/
corporatesocialresponsibility/productsafety.html

RROO

Prin prezenta, BRP Megatech declară că tipul de echipamente radio
1001316154 este în conformitate cu Directiva 2014/53/UE. Textul
integral al declaratiei UE de conformitate este disponibil la următoarea
adresă internet: https://www.brp.com/en/corporatesocialresponsibility/
productsafety.html

SSVV

Härmed försäkrar BRP Megatech att denna typ av radioutrustning
1001316154 överensstämmer med direktiv 2014/53/EU. Den
fullständiga texten till EU-försäkran om överensstämmelse finns på
följande webbadress: https://www. brp. com/en/
corporatesocialresponsibility/productsafety.html

SSLL

BRP Megatech potrjuje, da je tip radijske opreme 1001316154
skladen z Direktivo 2014/53/EU. Celotno besedilo izjave EU o
skladnosti je na voljo na naslednjem spletnem naslovu: https://www.
brp.com/en/corporatesocialresponsibility/productsafety.html

SSKK

BRP Megatech týmto vyhlasuje, že rádiové zariadenie typu
1001316154 je v súlade so smernicou 2014/53/EÚ. Úplné EÚ
vyhlásenie o zhode je k dispozícii na tejto internetovej adrese: https://
www.brp.com/en/corporatesocialresponsibility/productsafety.html

IISS
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BRP Megatech lýsir því hér með yfir að þráðlausi fjarskiptabúnaðurinn
1001316154 er í samræmi við tilskipun 2014/53/ESB. Óstyttan texta
ESB-samræmisyfirlýsingarinnar er að finna á veffanginu: https://www.
brp.com/en/corporatesocialresponsibility/productsafety.html

LLiieecchhtteennsstteeiinn

Hiermit erklärt BRP Megatech, dass der Funkanlagentyp 1001316154
der Richtlinie 2014/53/EU entspricht. Der vollständige Text der
EU-Konformitätserklärung ist unter der folgenden Internetadresse
verfügbar: https://www. brp. com/en/corporatesocialresponsibility/
productsafety.html

NNOO

Hermed erklærer BRP Megatech at radioutstyrstypen 1001316154 er i
samsvar med direktiv 2014/53/EU. Hele teksten i
EU-samsvarserklæringen finnes på følgende internettadresse: https://
www.brp.com/en/corporatesocialresponsibility/productsafety.html

RRUU

Компания BRP Megatech настоящим заявляет, что
радиотехническое оборудование категории 1001316154 отвечает
требованиям Директивы 2014/53/EU.

Полный текст декларации соответствия ЕС доступен на сайте :
https://www. brp. com/en/corporatesocialresponsibility/productsafety.
html
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騒騒音音放放出出制制御御シシスステテムム規規制制（（カカナナダダ//米米国国））
騒騒音音制制御御シシスステテムムをを改改ざざんんすするるここととはは禁禁止止さされれてていいまますす。。

米国連邦法およびカナダ州法によって、以下の行動またはそれに起
因するものが禁止される場合があります。

1. 新しい車両に騒音コントロールを目的として最終購入者への販売
または納入以前または使用中に組み込まれた、機器またはデザイ
ン要素を、いかなる人物によっても整備、修理、交換以外を目的
として取り外す、または作動不能にすること、または

2. これらの機器またはデザイン要素を、いかなる人物によっても取
り外し、または作動不能にした後に、車両を使用すること。

ここれれららのの行行動動のの中中でで、、改改ざざんんととみみななさされれるるももののはは、、以以下下ののリリスストト
にに掲掲載載さされれてていいるる行行動動でですす。。

1. マフラーまたはエンジン排気ガスの排出を処理するいかなるエン
ジン部品の取り外し、改造または穴あけ。

2. 吸気システムのいかなる部分の取り外し、改造または穴あけ。
3. 車両の可動部品、またはエキゾーストまたはインテークシステム
の部品を、メーカー指定部品以外の部品と交換すること。

4. 適切な整備をしないこと。



294

騒騒音音放放出出おおよよびび振振動動値値（（すすべべててのの国国、、たただだししカカ
ナナダダ//米米国国をを除除くく））

騒音放出および振動値1

形式 500/HD5 700/HD7

騒音 音圧 (LpA)

3000 rpmで
80 dB（不確
定性
（KpA）3dB(
A)）

3500 rpmで
80 dB（不確
定性

（KpA）3dB(
A)）

振動
手腕系

2.5 m/s2未
満、3000
rpm時

2.5 m/s2未
満、3500
rpm時

着座時の身体
全体

0.5 m/s2未
満、3000
rpm時

0.5 m/s2未
満、3500
rpm時

1：騒音放出および振動値は、舗装面上でトランスミ
ッションがニュートラルの状態で、規格EN
15997:2011に準拠して測定されます。
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EECC適適合合宣宣言言書書

565 de la Montagne Street
Valcourt (Québec)  J0E 2L0
Canada

www.brp.com

Renald Plante
Can-Am ATV

Bombardier Recreational Products Inc.

Valcourt, QC, Canada
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UUKK適適合合宣宣言言書書

565 de la Montagne Street
Valcourt (Québec)  J0E 2L0
Canada

www.brp.com

Renald Plante
Can-Am ATV

Bombardier Recreational Products Inc.

Valcourt, QC, Canada
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EEAACC適適合合宣宣言言書書

ユユーーララシシアア経経済済連連合合ののママーーククののたためめのの

空空白白ペペーージジ（（該該当当のの場場合合））
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空白ページ

EAC適合宣言書
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技技術術仕仕様様
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技技術術仕仕様様

排排気気ガガスス

エンジンタイプ

ROTAX®単気筒、4
ストローク、ダブル
オーバーヘッドカム

シャフト
（DOHC）、水冷

シリンダーの数 1

バルブの数 4バルブ（機械式調
整）

インテイククリアランス
0.11 mm～0.19 mm
（0.0043 in～
0.0074 in）

エキゾーストバルブクリアランス
0.31 mm～0.39 mm
（0.0122 in～
0.0153 in）

ボア 97 mm
（3.82 in）

ストローク 88 mm
（3.46 in）

排気量 650 cm³
（39.7 in³）

エキゾーストシステ
ム

NRMMモデル 触媒、スパークアレ
スター付き

他のモデル
米国農務省林野部承
認のスパークアレス

ター

エアフィルター フォーム付き合成ペ
ーパーフィルター

冷冷却却シシスステテムム

クーラント 推奨XPSクーラン
ト

メンテナンスの手
順のセクションの推
奨エンジンクーラン

トを参照
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冷冷却却シシスステテムム

定員
3.2 L

（0.85 gal
(liq.,US)）

潤潤滑滑シシスステテムム

タイプ ウェットサンプ

オイルフィルター
交換式カートリッジ
オイルフィルター（
ペーパータイプ）

エンジンオイル

定員 2.7 L
（2.85 qt (liq.,US)）

推奨XPSオイル
メンテナンスの手
順のセクションの推
奨エンジンオイルを

参照

トトラランンススミミッッシショョンン

タイプ CVT（無段変速機）

作動時 1950 ± 100 rpm

ギギアアボボッッククスス

タイプ

パーキング、ニュー
トラルおよびリバー
スを有するデュアル
レンジ（ハイ/ロ

ー）

ギヤボックスオイル

定員 0.5 L
（0.53 qt (liq.,US)）

推奨XPSギヤボッ
クスオイル

メンテナンスの手
順のセクションの推
奨ギヤボックスオイ

ルを参照

技術仕様
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電電子子シシスステテムム

マグネトージェネレータ出力 420 W@ 6000 RPM

イグニッションシステム形式 IDI (誘導放電点火)

エンジン回転リミッ
ターの設定

前進 7500 RPM

リバース
15 km/h

（9 MPH）（オーバ
ーライドなし）

スパークプラグ

量 1

メーカーと型式 NGK LMAR8AI-8

ギャップ 0.7～0.8 mm
（0.28～0.031 in）

バッテリー

タイプ
メンテナンスフリー
—SLA（密閉型鉛

酸）

電圧 12ボルト

公称定格 18 A•h

パワースターター
出力 1 kW

ヘッドライト LED

テールライト LED

ヒューズ
メンテナンスのセク
ションのヒューズを

参照

技術仕様
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燃燃料料シシスステテムム

燃料供給 電子制御式燃料噴射
（EFI）、iTC装備

スロットルボディ 46 mm、ETA装備

燃料ポンプ 電動（燃料タンク内
）

アイドルスピード 1300 ± 100 rpm

燃料

タイプ 無鉛レギュラーガ
ソリン

最低
オク
タン
価

北米 87 AKI (R+M)/2

北米以外 91 RON

燃料タンク容量 ± 19.5 L
（5.1 gal (liq.,US)）

燃料低下インジケーターが点灯したときの
燃料残量

± 5 L
（1.3 gal (liq.,US)）

駆駆動動シシスステテムム

駆動システムのタイプ 選択式2WD/4WDおよ
び4WDロック

フロントディファレ
ンシャルオイル

定員 350 ml
（11.8 fl oz (US)）

推奨XPSディファレ
ンシャルオイル

メンテナンスの手
順のセクションの推
奨フロントディファ
レンシャルオイルを

参照

フロントドライブ
Visco-4Lokオートロ
ックとフルロックフ
ロントデファレンシ

ャル

フロントドライブレシオ 3.6:1

技術仕様
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駆駆動動シシスステテムム

リアドライブ
スパイラルベベルギ
ヤ/ファイナルドライ

ブ

リアファイナルドラ
イブ

定員 260 ml
（8.8 fl oz (US)）

推奨XPSオイル
メンテナンスの手
順のセクションの推
奨リアディファレン
シャルオイルを参照

リアドライブレシオ 3.6:1

CV ジョイントグリース XPS CVジョイントグ
リス

スプラインのプロペラシャフトグリース（ス
プライン接続部に塗布するグリース）

XPSプロペラシャフ
トグリースまたは同

等品

フフロロンントトササススペペンンシショョンン

サスペンションタイプ
ドライブコントロー
ルジオメトリ付きダ
ブルアーチサスペン
ションアーム

サスペンショントラベル 22.9 cm
（9 in）

ショックアブソーバ
量 2

タイプ ガス充填

プレロードの調整 5ポジションカム

リリアアササススペペンンシショョンン

サスペンションタイプ
ドライブコントロー
ルジオメトリ付きダ
ブルサスペンション

アーム

サスペンショントラベル 24.8 cm
（9.75 in）

技術仕様
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リリアアササススペペンンシショョンン

ショックアブソーバ
量 2

タイプ ガス充填

プレロードの調整 5ポジションカム

ブブレレーーキキ

フロントブレーキ

数量 2

タイプ

デュアル214
mm（8.4 in）ブレー
キディスク、油圧ツ
インピストンキャリ

パー付き

リアブレーキ

数量 1

タイプ

シングル214
mm（8.4 in）ブレー
キディスク、油圧ツ
インピストンキャリ

パー付き

ブレーキ液
タイプ DOT 4

定員 約260 ml
（8.8 fl oz (US)）

キャリパー フローティング

ブレーキパッドの材料 金属

最小ブレーキディスク厚 0.5 mm
（0.02 in）

最小ブレーキパッド厚 4 mm
（0.157 in）

ブレーキディスクのねじれ最大 0.2 mm
（0.01 in）

技術仕様
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タタイイヤヤ

圧力

推奨タイヤ圧はタイ
ヤラベルに記載。位
置については、該当
する重要な製品ラベ
ルのセクションを参
照してください。

タイヤサイズ
フロント 205/85-14

（28x8-14）

リア 255/70-14
（28x10-14）

最小タイヤ溝深さ 3 mm
（0.118 in）

ホホイイーールル

タイプ アルミニウム

リムサイズ
フロント 35.5 x 16.5 cm

（14 x 6.5 in）

リア 35.5 x 21.6 cm
（14 x 8.5 in）

ホイールラグナットのトルク 80 ± 5 Nm
（59 ± 4 lbf-ft）

ホイールオフセット
フロント 41.2 mm

（1.6 in）

リア 51 mm
（2 in）

シシャャシシーー

フレーム 管状の高強度鋼

技術仕様
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寸寸法法

全長 228.4 cm
（89.9 in）

全幅 123.9 cm
（48.8 in）

全長 122.5 cm
（48.2 in）

ホイールベース 134.5 cm
（53 in）

トラック幅
フロント 950 cm

（37.4 in）

リア 935 cm
（36.8 in）

地上高 33 cm
（13 in）

重重量量おおよよびび積積載載量量

乾燥重量 397.3 kg
（876 lb）

リアラック容量 109 kg
（240 lb）

許容される車両総積載量（運転者、その他
すべての貨物、追加されたアクセサリーを
含む）

180 kg
（397 lb）

牽引荷重（ブレーキ非搭載） 394 kg
（870 lb）

牽引荷重（ブレーキ搭載） 830 kg
（1,830 lb）

垂直荷重 83 kg
（183 lb）

技術仕様
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空白ページ

技術仕様
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トトララブブルルシシュューーテティィ
ンンググ
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トトララブブルルシシュューーテティィンンググののガガイイドドラライインン

金金属属間間のの擦擦れれにによよるる異異常常音音
11.. 危危険険なな使使用用のの際際のの、、金金属属間間のの擦擦れれにによよるる異異常常音音
エンジンが過負荷の状態で急加速したとき（荒く使用されたとき）
に、シートの下で金属間の擦れによる異常音が生じる可能性があり
ます。

エンジンには、フレームと接触する金具が取り付けられています。
これは、エンジンが酷使されていることを示すものであり、エンジ
ンマウントの破損を防止するものでもあります。

– スロットルを放します。
– シフターレバーがL位置にあることを確認します。
– 車両の最大許容積載量が守られているか確認します。
– スロットルをスムーズに作動させます。

22.. 通通常常使使用用時時のの、、金金属属間間のの擦擦れれにによよるる異異常常音音
– 正規Can-Am Off-roadディーラーに問い合わせて、エンジンマウ
ントの状態を確認してください。

エエンンジジンンがが回回ららなないい
11.. エエンンジジンンスストトッッププススイイッッチチ。。
– エンジンストップスイッチがオン位置になっていることを確認し
てください。

22.. イイググニニッッシショョンンススイイッッチチ（（装装備備さされれてていいるる場場
合合））。。

– イグニッションキーをON（始動）位置にしてください。

33.. DD..EE..SS..SS.. キキーーががDD..EE..SS..SS.. ポポスストトにに取取りり付付けけらられれ
てていいなないい（（装装備備さされれてていいるる場場合合））。。

– D.E.S.S.キーをしっかりD.E.S.S.ポストに取り付けてください。

44.. BBAADD KKEEYYががデデジジタタルルデディィススププレレイイにに表表示示さされれるる
（（DD..EE..SS..SS..搭搭載載モモデデルル））。。

– 異なるD.E.S.S.キーが使用されています。この車両の正しいキー
を使用してください。

55.. トトラランンススミミッッシショョンンががパパーーキキンンググままたたははニニュューー
トトララルルにに入入っってていいなないい。。
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– トランスミッションをパーキングまたはニュートラルのいずれか
に入れるか、ブレーキレバーを引いてください。

– ブレーキレバーを押してください。

66.. ヒヒュューーズズ切切れれ。。
– メインヒューズの状態を確認してください。

77.. ババッッテテリリーーがが弱弱いいままたたはは接接続続不不良良。。
– 充電システムを点検してください。
– コネクターおよび端子の状態を点検してください。
– バッテリーを点検してください。
– 認定Can-Am Off-Roadディーラーにお問い合わせください。

88.. ススタターータターーがが弱弱いいままたたはは接接続続不不良良。。
– スターターの接続を点検します。
– スターターリレーを点検してください。

エエンンジジンンをを回回ししててもも始始動動ししなないい
11.. エエンンジジンンにに水水がが浸浸入入ししてていいるる（（ススパパーーククププララググ
をを取取りり外外すすとと濡濡れれてていいるる））。。

– 特殊な手順の水を吸い込んだエンジンのセクションを参照してく
ださい。

22.. エエンンジジンンにに燃燃料料がが供供給給さされれなないい（（ススパパーーククププララ
ググをを取取りり外外すすとと乾乾燥燥ししてていいるる））。。

– 燃料タンクレベルを確認してください。
– 燃料ポンプのヒューズとリレーを点検します。
– 燃料ポンプの故障が起きている可能性があります。
– エンジンが始動しない場合は、メンテナンス、修理、または交換
を行う認定Can-Am Off-Roadディーラー、修理店、または担当整
備士に整備を依頼してください。

33.. ススパパーーククププララググ／／イイググニニッッシショョンン（（点点火火ししなな
いい））。。

– インジェクター/イグニッションのヒューズの状態を点検します。
– スパークプラグを取り外して、イグニッションコイルに再び接続
してください。

– スパークプラグをエンジンにアースして、スパークプラグ穴から
離してエンジンを始動します。火花が見えない場合は、スパーク
プラグ穴を交換してください。

トラブルシューティングのガイドライン
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– 問題が解消されない場合は、メンテナンス、修理、または交換を
行う認定Can-Am Off-Roadディーラー、修理店または整備士に整
備を依頼してください。

44.. CCHHEECCKK EENNGGIINNEEイインンジジケケーータターーラランンププがが点点灯灯
しし、、デディィススププレレイイにに「「CCHHEECCKK EENNGGIINNEE」」とと表表示示
さされれまますす。。

– 認定Can-Am Off-Roadディーラー、修理店、担当整備士に修理、
または交換を依頼してください。

55.. エエンンジジンンがが保保護護モモーードドににななっってていいるる（（応応急急帰帰還還
モモーードド））。。

– CHECK ENGINEインジケーターランプが点灯し、デジタルディ
スプレイに「CHECK ENGINE」が表示されていれば、メンテナ
ンス、修理、または交換を行う認定Can-Am Off-Roadディー
ラー、修理店、または担当整備士に整備を依頼してください。

エエンンジジンンのの加加速速力力ややパパワワーーがが不不足足ししてていいるる
11.. ススパパーーククププララググがが汚汚れれてていいるる、、ままたたははププララググ不不

良良。。
– エンジンを回しても始動しないのセクションを参照してくださ
い。

22.. エエンンジジンンへへのの燃燃料料のの不不足足
– エンジンを回しても始動しないのセクションを参照してくださ
い。

33.. エエンンジジンンががオオーーババーーヒヒーートトししてていいるる。。（（CCHHEECCKK
EENNGGIINNEEイインンジジケケーータターーラランンププがが点点灯灯しし、、デデジジ
タタルルデディィススププレレイイににHHII TTEEMMPPとと表表示示さされれてていい
るる。。））

– エンジンのオーバーヒートのセクションを参照してください。

44.. エエアアフフィィルルタターー//ハハウウジジンンググがが詰詰ままっってていいるるかか汚汚
れれてていいるる。。

– エアフィルターを確認し、必要に応じて清掃してください。
– エアフィルターハウジングのドレンに堆積物がないか確認しま
す。

– エアインテークチューブの位置を確認します。

トラブルシューティングのガイドライン
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55.. CCVVTT がが汚汚れれてていいるるかか摩摩耗耗ししてていいるる。。
– 認定Can-Am Off-Roadディーラーにお問い合わせください。

66.. エエンンジジンンがが保保護護（（リリンンププホホーームム））モモーードドににななっっ
てていいるる。。

– デジタルディスプレイのメッセージを確認します。
– CHECK ENGINEインジケーターランプが点灯し、デジタルディ
スプレイに「CHECK ENGINE」または「LIMP HOME」が表示さ
れていれば、メンテナンス、修理、または交換を行う認定
Can-Am Off-Roadディーラー、修理店、または担当整備士に整備
を依頼してください。

エエンンジジンンののオオーーババーーヒヒーートト
11.. ククーーリリンンググシシスステテムムののククーーラランントトがが少少なないい。。
– エンジンクーラントを点検します。メンテナンスの手順のセク
ションのエンジンクーラントレベルの検証を参照してください。

22.. ララジジエエーータターーフフィィンンがが汚汚れれてていいるる。。
– ラジエーターフィンを清掃します。メンテナンスの手順のセク
ションのラジエーターを参照してください。

33.. ククーーリリンンググフファァンンがが作作動動ししなないい。。
– クーリングファンのヒューズまたはリレーを点検します。メンテ
ナンスの手順のセクションのヒューズを参照してください。
ヒューズに問題がある場合は、メンテナンス、修理、または交換
を行う認定Can-Am Off-Roadディーラー、修理店または整備士に
整備を依頼してください。

エエンンジジンンババッッククフファァイイアア
11.. 排排気気シシスステテムムのの漏漏れれ。。
– 認定Can-Am Off-Roadディーラー、修理店、担当整備士に修理、
または交換を依頼してください。

22.. エエンンジジンンのの動動作作中中のの温温度度がが高高すすぎぎるる。。
– エンジンの加速力または出力不足のセクションを参照してくださ
い。

33.. 点点火火タタイイミミンンググがが正正ししくくなないい、、ままたたははイイググニニッッ
シショョンンシシスステテムムがが故故障障ししてていいるる。。

トラブルシューティングのガイドライン
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– 認定Can-Am Off-Roadディーラー、修理店、担当整備士に修理、
または交換を依頼してください。

エエンンジジンンのの失失火火
11.. ススパパーーククププララググががかかぶぶっってていいるる//ププララググのの異異常常//電電

極極のの摩摩滅滅。。
– スパークプラグを点検し、熱範囲を確認します。必要に応じて取
り換えます。

22.. 燃燃料料にに水水がが混混入入。。
– 燃料システムの抜き取りを行い、新品の燃料を充填します。

車車両両がが最最高高速速度度にに達達ししなないい
11.. エエンンジジンンのの問問題題
– エンジンの加速力または出力不足のセクションを参照してくださ
い。

22.. ブブレレーーキキロロッッククレレババーーががかかかかっってていいるる。。
– ブレーキロックレバーが完全に解除されていることを確認してく
ださい。

33.. エエアアフフィィルルタターー//ハハウウジジンンググがが詰詰ままっってていいるるかか汚汚
れれてていいるる。。

– エアフィルターを確認し、必要に応じて清掃してください。
– エアフィルターハウジングのドレンに堆積物がないか確認しま
す。

– エアインテークチューブの位置を確認します。

44.. CCVVTT がが汚汚れれてていいるるかか摩摩耗耗ししてていいるる。。
– 認定Can-Am Off-Roadディーラーにお問い合わせください。

55.. エエンンジジンンがが保保護護モモーードドににななっってていいるる（（応応急急帰帰還還
モモーードド））。。

– デジタルディスプレイのメッセージを確認します。
– CHECK ENGINEインジケーターランプが点灯し、デジタルディ
スプレイに「CHECK ENGINE」または「LIMP HOME」が表示さ
れていれば、メンテナンス、修理、または交換を行う認定
Can-Am Off-Roadディーラー、修理店、または担当整備士に整備
を依頼してください。

トラブルシューティングのガイドライン



315

シシフフトトレレババーーがが動動ききににくくいい
11.. トトラランンススミミッッシショョンンオオイイルルギギヤヤがが、、シシフフトトレレ
ババーーのの動動作作をを妨妨げげるる位位置置ににななっってていいまますす。。

– 車両を前後に揺すってトランスミッションのギヤを動かし、シフ
トレバーをセットできるようにします。

22.. CCVVTT がが汚汚れれてていいるるかか摩摩耗耗ししてていいるる。。
– 認定Can-Am Off-Roadディーラーにお問い合わせください。

回回転転数数はは上上昇昇すするるがが、、車車両両がが動動かかなないい
11.. トトラランンススミミッッシショョンンががパパーーキキンンググかかニニュューートトララ
ルル位位置置ににななっってていいまますす。。

– R、HIまたはLO位置を選択してください。

22.. CCVVTT がが汚汚れれてていいるるかか摩摩耗耗ししてていいるる。。
– 認定Can-Am Off-Roadディーラーにお問い合わせください。

33.. CCVVTTハハウウジジンンググにに水水がが混混入入ししてていいるる。。
– 認定Can-Am Off-Roadディーラーにお問い合わせください。

パパワワーースステテアアリリンンググアアシシスストト機機能能のの低低下下
11.. DDPPSSがが、、過過酷酷でで連連続続ししたたスステテアアリリンンググ条条件件ににささ
ららさされれてていいるる場場合合はは、、シシスステテムムをを保保護護すするるたためめ
ににDDPPSSにによよるるアアシシスストト機機能能がが低低下下ししまますす。。

– 負荷が一旦下がると、通常のステアリングアシストが戻ります。

22.. CCHHEECCKK EENNGGIINNEEイインンジジケケーータターーラランンププがが点点灯灯
しし、、デディィススププレレイイにに「「CCHHEECCKK DDPPSS」」とと表表示示ささ
れれまますす。。

– 認定Can-Am Off-Roadディーラー、修理店、担当整備士に修理、
または交換を依頼してください。

トラブルシューティングのガイドライン
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空白ページ

トラブルシューティングのガイドライン
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保保証証
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BBRRPP限限定定保保証証（（米米国国おおよよびびカカナナダダ））：：22002266
CCAANN--AAMM®® AATTVV
11)) 限限定定保保証証のの範範囲囲
Bombardier Recreational Products Inc. （「BBRRPP」）は、下記の期間
中および条件下で、アメリカ合衆国（「米国」）およびカナダでの
販売を許可されたBRPディーラーが販売した2026年型Can-Am ATV
（「製製品品」）に、材料および出来栄えに欠陥がないことを保証しま
す。

以下の場合は、この限定保証は無効になります：

1. 製品を一度でもレースやその他の競技活動に使用した場合（以前
の所有者による行為である場合も含む）

2. 製品の操作、性能または耐久性に悪影響を及ぼす方法でトレー
ラーを改造したか、トレーラーの用途を変更するために改造した
場合

この限定保証は、工場以外で取り付けられた部品やアクセサリを保
証しません。該当する部品およびアクセサリの限定保証に関する文
章を参照してください。

22)) 責責任任のの範範囲囲
法律が許す範囲内で、この保証は明示的に付与されるものであり、
商品性または特定の目的への適合性の何らかの保証を含むがそれだ
けに限定されない明示的または暗示的なその他のすべての保証に代
わるものとして受諾されます。それらが否認され得ない限りにおい
て、暗示的保証は明示的保証の有効期限内のみに限定されます。付
随的および間接的損害は、この保証の範囲から除外されます。一部
の州では、上記の免責事項、制限事項および免責事項を認めていま
せん。そのため、上記の規定はお客様に適用されない場合がありま
す。この保証は特定の権利を付与するものであり、あなたは国ごと
に異なるその他の法的権利を留保することができます。

ディストリビューター、BRPディーラー、そしていかなる個人は、
この限定保証に含まれていない確約、表明、または保証を提供する
許可はされておらず、万が一提供された場合は、それらの内容は
BRPに対して強制できるものではありません。

BRPはこの限定保証をいつでも変更する権利を留保します。ただ
し、すでに販売された製品に適用される保証条件は、その保証が有
効な間は変更しないことに同意します。

33)) 除除外外規規定定 -- 保保証証対対象象外外
以下は保証対象ではありません:
– 通常の磨耗および消耗品;
– 定期メンテナンス項目、チューンアップ、調整
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– 『オペレーター'ズガイド』に示されている過失、または適正なメ
ンテナンス／保管を怠ったために発生した損害。

– 部品の取り外し、不適切な修理、整備、メンテナンス、改造、あ
るいはBRPによって製造または認定されていない部品の使用の結
果として生じた損傷、あるいは整備を行うBRP認定ディーラー以
外の人によって行われた修理の結果として生じた損傷

– 誤用、乱用、過失、または製品のオペレーターズガイドで説明さ
れている推奨事項に一致しない方法による製品の操作によって発
生した損害

– 事故、水没、火災、盗難、破壊行為、またはあらゆる天災や不可
抗力の結果として生じた損傷;

– 製品に適さない燃料、オイル、または潤滑剤を使っての運転（オ
ペレーターズガイドを参照）

– エレメントの錆、腐食または露出から生じた損傷
– 水や雪が入ったことによる損傷
– 二次的もしくは間接的な損害、または輸送費、牽引、保管、電
話、賃貸、タクシー、不便、保険適用、ローンの支払い、時間の
損失、収入の損失、もしくは整備作業のための不稼働による時間
の損失を含むがそれらに限定されない損害

44)) 保保証証対対象象期期間間
この限定的保証は、（1）最初に購入した消費者に納入された日、ま
たは（2）その製品が最初に使用された日のいずれか早い日から、次
の該当する期間有効です。
– 個個人人使使用用ままたたはは業業務務使使用用のの所所有有者者のの場場合合はは、、連連続続すするる1122ヶヶ月月
間間。

– 排排出出ガガスス関関連連ののココンンポポーーネネンントトにに関関ししててはは、米国EPA排出ガス
関連保証も参照してください。

– カカリリフフォォルルニニアア州州ででのの販販売売をを目目的的ととししててBBRRPPにによよりり製製造造ささ
れれ、、元元々々カカリリフフォォルルニニアア州州のの住住民民にに販販売売さされれるる、、ままたたはは販販売売後後
カカリリフフォォルルニニアア州州の住民への保証が登録される、蒸発ガス制御シ
ステムを装備したカリフォルニアモデルの蒸発ガス関連部品につ
いては、カリフォルニア州蒸発ガス処理システム保証規定もご覧
ください。

この保証によるパーツの修理もしくは交換、またはサービスの実施
によって、限定保証の本来の有効期限を超えてこの保証が延長され
ることはありません。

55)) 保保証証のの適適用用をを受受けけるるたためめのの条条件件
この保証適用は、次の各条件が満たされたときのみ適用されます:
– 製品は、その販売が行われた国において製品の販売を許可されて
いるディーラー（以下「ディーラー」）から、新品で未使用の製
品として最初の所有者により購入される必要があります。

– BRPが指定する納入前点検を完全に実施し、文書化し、購入者が
それを署名する必要があります。

BRP限定保証（米国およびカナダ）：2026 CAN-AM® ATV
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– 製品は、認定ディーラーによって正しく登録されなければなりま
せん。

– 製品は、購入者が居住する国で購入される必要があります。
– 保証の有効性を維持するには、『オペレーターズガイド』で概説
されている定期メンテナンスが適切な時期に実施されていなけれ
ばなりません。BRPは、この保証を適用する際の条件として、適
切なメンテナンス実施の証明を求める権利を留保します。

BRPは、上記条件が満たされない場合、個人使用の所有者または業
務用に使用する所有者に対して限定保証を与えません。このような
制限は、BRPが製品の安全ばかりでなく、消費者と一般の人々の安
全を確保するためにも必要です。

66)) 保保証証をを受受けけるるたためめににししてていいたただだくくこことと
お客様は、異常に気付いた場合は製品の使用を中止し、異常の発現
から3日以内に、整備を行うBRPディーラーにその旨を通知し、
ディーラーが製品を合理的に確認し、修理できる合理的な機会を設
けなければなりません。

また、お客様は製品の購入を証明するものをディーラーに提示しな
ければならず、保証修理を有効にするため、その修理の開始に先
立って修理/作業注文書に署名しなければなりません。

この限定保証に基づいて交換された部品は、すべてBRPの所有とな
ります。

77)) BBRRPPがが行行ううこことと
この保証に基づくBRPの義務は、保証期間中に、通常の使用、メン
テナンス整備が行われたにもかかわらず故障した部品を、部品代お
よび工賃を請求することなく、いずれかのBRP認定ディーラーにお
いて、当社の判断により修理または交換することに限定されます。
保証の不履行に対する請求は、製品の払い戻しや販売の撤回の理由
とはなりません。

最初の販売の国以外でサービスが必要である場合には、例えば輸送
料金、保険、税金、ライセンス料、関税、および、いかなるそして
全ての他の金融手数料に関して、これらに限定せず、政府、州、領
域やそれぞれの機関によって課される場合も含めて、オーナーは地
域の慣習や状況による全ての追加料金に関する責任を負います。

BRPは、それ以前に製造された製品に同様の改良を加える義務を負
うことなく、製品の改良または変更を継続して行う権利を留保しま
す。

88)) 譲譲渡渡
保証期間中に製品の所有権が譲渡された場合、この限定保証もその
諸条項に基づいて譲渡され、BRPまたは認定製品ディストリビュー

BRP限定保証（米国およびカナダ）：2026 CAN-AM® ATV



321

ター/ディーラーが、元の所有者が所有権の譲渡に同意したことの証
明書、および新しい所有者の連絡先を受領することを条件に、残り
の保証期間中も有効になります。

99)) おお客客様様へへのの支支援援
本限定保証に関して論争または紛争が生じた場合、まずはディー
ラーレベルで問題解決を試みてください。その問題について、認定
ディーラーのサービスマネージャーまたは店主とよく話し合ってく
ださい。

解決されない問題がまだ存在する場合、wwwwww..bbrrpp..ccoommにあるお客様
連絡先フォームに記入してBRPに連絡するか、このガイドのお客様
窓口のセクションに記載されている所在地のいずれかに郵便でご連
絡ください。

BRP限定保証（米国およびカナダ）：2026 CAN-AM® ATV



322

米米国国EEPPAA排排出出ガガスス関関連連保保証証
Bombardier Recreational Products Inc.（以下「BRP」）は、最終購
入者および各二次購入者に対して、排気ガス制御システムおよび蒸
発ガス制御システムのすべての部品を含むこの新しい車両は、下記
の2つの事項を満たしていることを保証します。

1. 最終購入者への販売時に、40 CFR 1051 および 40 CFR 1060 の
要件に準拠するよう設計、組み立て、装備されています。

2. 40 CFR 1051 および 40 CFR 1060 の要件への準拠を妨げるよう
な部材および製造上の欠陥はありません。

保証の対象となるものがある場合は、BRPは表示された保障期間
中、エンジンからの規制汚染物質の排出量を増加させる部材または
製造上の欠陥がある部品やコンポーネントの修理または取り換え
を、排出ガス関連部品の診断、修理または取り換の費用を含み、無
償で行います。この保証に基づいて交換された欠陥部品は、すべて
BRPの所有となります。

すべての排出ガス関連保証の請求では、BRPは排出ガス関連部品の
診断と修理を正規Can-Amディーラーに制限します。ただし、以下の
リストの第2項目により要求される緊急修理を除きます。

認証メーカーとして、BRPは下記事項を理由として排出ガス関連保
証の請求を拒否することはありません。

1. BRPまたはBRP認定工場が行ったメンテナンスまたはその他の
サービス。

2. 運転者がなるべく早くエンジン/機器を適切な構成を復元するため
に行った、BRPに起因する危険で緊急な状態を矯正するためのエ
ンジン/設備の修理。

3. 補償請求とは無関係な、運転者による処置の有無。
4. BRPが指定する回数よりも頻繁に行われたメンテナンス。
5. BRPの過失または責任であることのすべて。
6. 機器を稼動させる場所で一般に入手可能な燃料を使用すること
（ただし、BRPのメンテナンス注意事項にその燃料が機器の排出
ガス制御システムを損傷すると記載され、運転者が適切な燃料を
簡単に入手できる場合を除く）。メンテナンス情報のセクション
および給油のセクションにある燃料に関する要件を参照してくだ
さい。

排排出出ガガスス関関連連のの保保証証期期間間
排出ガス関連保証は、以下の期間のうち最も短い期間となります。

運転時
間 月 走行距離

排出ガスおよび蒸気ガス関
連コンポーネント 500 30 5000
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保保証証がが適適用用さされれるるココンンポポーーネネンントト
排出ガス関連の保証は、以下に挙げるコンポーネントを含め、故障
した場合にエンジンからの規制汚染物質の排出量を増加させるコン
ポーネントのすべてを対象とします。

1. 排出ガスについては、以下のシステムに関連するエンジン部品を
含む排出ガス関連のコンポーネント
– 吸気システム
– 燃料システム
– イグニッションシステム
– 排気ガス再循環システム

2. 以下の部品も排出ガスの排出関連コンポーネントとみなされま
す。
– 後処理装置
– クランクケースベンチレーションバルブ
– センサー
– 電子制御ユニット

3. 以下の部品は蒸発ガスの排出関連コンポーネントとみなされま
す。
– 燃料タンク
– 燃料キャップ
– 燃料ライン
– 燃料管路フィッティング
– クランプ*
– プレッシャーリリーフバルブ*
– 制御バルブ*
– 制御ソレノイド*
– 電子制御*
– 真空制御ダイヤフラム*
– 制御ケーブル*
– コントロールリンケージ*
– パージバルブ
– 蒸気ホース
– 液体/蒸気セパレータ
– カーボンキャニスター
– キャニスターのマウンティングブラケット
– キャブレターパージポートコネクター

注注記記：：
*蒸発ガス制御システム関連。

4. 排出ガス関連のコンポーネントには、排出ガスを減少させること
だけが目的の他の部品や、故障してもエンジン/機器の性能を大き
く低下させずに排出ガスを増加させる部品も含まれています。

適適用用範範囲囲制制限限

米国EPA排出ガス関連保証
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認証メーカーとして、BRPは所有者または運転者の不適切なメンテ
ナンスや使用、メーカーには一切責任がない事故、または天災や不
可抗力によって生じた故障の排出ガス関連の保証請求を拒否する場
合があります。例えば、運転者によるエンジン/機器の酷使、または
運転者による設計目的以外の使用方法が直接の原因で発生し、メー
カーは全く原因に関与していない故障に関しては、排出ガス関連の
保証請求は付与されません。

保証権利と責任に関する質問、または最寄りの認定BRPディーラー
の名称と位置に関する質問がある場合は、wwwwww..bbrrpp..ccoommにあるお問
い合わせフォームに記入するか、このガイドのお客様窓口のセク
ションに記載されているアドレスの1つにメールを送付するか、
1-888-272-9222に電話してBRPにご連絡ください。

米国EPA排出ガス関連保証
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カカリリフフォォルルニニアア州州蒸蒸発発ガガスス処処理理保保証証規規定定
保証期間は、新しいオフハイウェイレクリエーショナルビークル
（「OHRV」）が最終購入者に納入された日に始まります。

Bombardier Recreational Products Inc.（「BRP」）は、最終購入者
および以降の各購入者に対し、OHRVが以下の状態であることを保
証します。

1. OHRVがすべての適用法、規則、および規制に準拠して設計、製
造、および装備が行われ、販売の時点でこれらに準拠しているこ
と。

2. 部材および製作作業に、保証部分の不具合を引き起こす可能性が
ある欠陥がないこと。すべての交換用部品が、あらゆる部材の観
点から、BRPのエグゼクティブ注文証明書に記載されている部品
と同一であること。

排出ガス関連部品の保証は、次のように適用されるものとします。

1. 合理的な理由で保証部品または保証ステーションをOHRV所有者
にご利用いただけない応急修理を除き、いずれの保証対象部品の
修理または交換も、OHRV所有者への費用負担なく、保証ステー
ションにて実施されるものとします。応急修理が認められている
場合は、利用できるいずれかのサービス施設にて、または所有者
が、交換部品を使用して修理を実施してよいものとします。BRP
は、上述の応急修理や交換に関する診断費などの費用を、BRPが
提示する交換された全保証部品の小売価格、保証修理に関する
BRPの推奨時間に基づいた労務費、および地理的に妥当とされる
時間賃率を超えない範囲で、所有者に払い戻すものとします。

2. OHRVが修理のために最初に保証ステーションに搬入されてから
30日を超えない合理的な期間内に、保証された部品が入手できな
いまたは修理が不完全なままとなる場合は、応急修理を要する状
況として扱います。

3. 書面の説明書に記載されているメンテナンス部品として交換が予
定されていない保証部品については、以下に定められた期間、保
証が継続するものとします。保証期間中に当該部品が故障した場
合、その部品はBRPによって修理または交換されるものとしま
す。修理または交換された保証対象の部品については、期間満了
まで保証が継続するものとします。

4. 書面の説明書に記載されている定期メンテナンスのみが予定され
ている保証部品については、以下に定められた期間、保証が継続
するものとします。当該説明書に示されている、「必要に応じて
修理または交換」の影響に対する声明によって、保証対象期間が
短縮されることはありません。修理または交換された保証対象の
部品については、残りの保証期間が満了するまで、保証が継続し
ます。

5. 書面の説明書に記載されているメンテナンス部品として交換が予
定されている保証部品については、その部品の最初の定期交換ま
での期間、保証が継続するものとします。最初の定期交換までに
部品が故障した場合、その部品はBRPによって修理または交換さ
れるものとします。修理または交換された保証対象の部品につい
ては、その部品の最初の定期交換までの残りの期間が満了するま
で、保証が継続します。
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6. 保証サービスや修理は、メーカー系列のディーラー、または対象
のOHRVのサービスを実施するためにフランチャイズ契約されて
いるディーラーのいずれかで行われます。

7. 診断作業が保証ステーションで行われる場合、OHRVの所有者
は、保証部品に不具合があるという判断に結びつく当該診断の費
用を負担しないものとします。

8. BRPは、保証部品の保証の下で、故障箇所付近で生じた他の車両
部品の損傷について、責任を負うものとします。

9. BRP指定の交換用部品は、OHRV所有者に提供されている保証修
理に無償で使用可能なものです。この部品を使用することで、
BRPの保証義務が減ることはありません（BRPが保証対象外の交
換用部品の修理や交換について責任を負わない場合を除く）。

10.大気資源委員会によってカリフォルニア州車両条例のセクション
27156の禁止事項から免除されている追加部品または改造部品に
ついては、OHRVで使用することが可能です。当該部品の使用や
部品そのものは、保証請求を許可しないことの理由にはならない
ものとします。BRPは、追加部品または改造部品の使用によって
生じた保証部品の故障を保証する責任を負いません（当該部品が
保証されている場合を除く）。

条件と免責事項
– BRPは酷使、不注意、不適切なメンテナンス、不適切な改変によ
り生じたOHRVまたは部品の故障については、一切の保証を拒否
する場合があります。

おお客客様様のの保保証証のの権権利利とと義義務務
カリフォルニア州大気資源委員会は、2026年式全地形対応車両に関
する蒸発ガス処理システムの保証について説明を行います。カリ
フォルニアでは、新しいレクリエーショナルオフハイウェイビーク
ルは、州のスモッグ防止基準を満たすように設計、組み立て、装備
されてなければなりません。BRPは、ご使用の全地形対応車両につ
いて酷使、懈怠、不適切なメンテナンスがあった場合を除き、下記
の期間にわたり、全地形対応車両の蒸発ガス制御システムを保証し
なければなりません。

排出ガス制御システムには、キャブレター、燃料噴射装置、燃料タ
ンク、燃料ホース、カーボンキャニスター、エンジンコンピュー
ターなどの部品が含まれている場合があります。また、ホース、ベ
ルト、コネクターなどの蒸発ガス関連のアッセンブリーが含まれて
いる場合もあります。保証の対象となるものがある場合、
Bombardier Recreational Products Inc.は、診断、部品および労働費
を含めて無料で、ご使用の全地形対応車両を修理します。

OOHHRRVV製製造造元元にによよるる保保証証範範囲囲
このOHRVの保証期間は、購入後60ヵ月、5,000マイルの走行距離、
または500運転時間に達するまでとします（いずれか早い方）。

カリフォルニア州蒸発ガス処理保証規定
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対象部品

1. キャニスターのマウンティングブラケット
2. カーボンキャニスター
3. パージポートコネクター
4. クランプ*
5. 電子制御装置*
6. 燃料キャップ
7. フィラーネック
8. フィラーネックホース
9. 燃料ライン
10.燃料ラインフィッティング
11.燃料タンク
12.圧力リリーフバルブ*
13.パージバルブ
14.チェックバルブ*
15.蒸気ホース
16.フローリデューサー
17.フィルター*
18.燃料ポンプ
19.蒸発ガス処理システムに影響を与える可能性がある、ここに記載
されていないその他のすべての部品

注注記記：：
*蒸発ガス制御システム関連。

ご使用の全地形対応車両の蒸発ガス関連部品に不具合がある場合
は、Bombardier Recreational Products Inc.が部品の修理または交換
を行います。

オオーーナナーーのの保保証証責責任任
全地形対応車両の所有者として、お客様はオーナーズマニュアルに
記載された必要なメンテナンスを実施する責任を負っています。
Bombardier Recreational Products Inc.は、全地形対応車両の保証に
関するすべての受領書を安全な場所に保管しておくことを推奨しま
すが、Bombardier Recreational Products Inc.は、お客様が受領書を
紛失したり定期メンテナンスを行わなかったとしても、保証の提供
をいたします。

問題が発生した場合、お客様は所有者として、車両をBombardier
Recreational Products Inc.にできるだけ早く搬入する責任がありま
す。保証修理期間は、30日以下とする妥当な時間を要します。

ただし、酷使、懈怠、不適切なメンテナンス、または不適切な改造
により全地形対応車両またはその部品が故障した場合、Bombardier
Recreational Products Inc.は保証適用を拒否できることにご注意くだ
さい。

カリフォルニア州蒸発ガス処理保証規定
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保証の権利や責任についてご質問がある場合は、下記の連絡先にお
問い合わせください。
– Bombardier Recreational Products Inc.（電話：1-888-272-9222）
– The California Air Resources Board at 4001 Iowa Avenue,
Riverside, CA 92507.

カリフォルニア州蒸発ガス処理保証規定
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BBRRPP国国際際限限定定保保証証：：22002266 CCAANN--AAMM®® AATTVV
11)) 限限定定保保証証のの範範囲囲
Bombardier Recreational Products Inc.（「BBRRPP」）は、アメリカ合
衆国（「米米国国」）、カナダ、欧州経済地域の加盟国（欧州連合加盟
国ならびにイギリス、ノルウェー、アイスランドおよびリヒテン
シュタインにより構成される）（「EEEEAA」）、独立国家共同体の加
盟国（ウクライナとトルクメニスタンを含む）（「CCIISS」）、および
トルコを除く地域に製品を供給することをBRPにより認定された
ディストリビューターまたはディーラーによって販売された2026年
型Can-Am ATV（「製製品品」）について、下記の期間中および条件下
で材料および仕上がりに欠陥がないことを保証します。

以下の場合は、この限定保証は無効になります：

1. 製品を一度でもレースやその他の競技活動に使用した場合（以前
の所有者による行為である場合も含む）

2. 製品の操作、性能または耐久性に悪影響を及ぼす方法でトレー
ラーを改造したか、トレーラーの用途を変更するために改造した
場合

この限定保証は、工場以外で取り付けられた部品やアクセサリを保
証しません。該当する部品およびアクセサリの限定保証に関する文
章を参照してください。

22)) 責責任任のの範範囲囲
法律が許す範囲内で、この保証は明示的に付与されるものであり、
商品性または特定の目的への適合性の何らかの保証を含むがそれだ
けに限定されない明示的または暗示的なその他のすべての保証に代
わるものとして受諾されます。それらが否認され得ない限りにおい
て、暗示的保証は明示的保証の有効期限内のみに限定されます。付
随的および間接的損害は、この保証の範囲から除外されます。一部
の司法管轄区域では、上記の免責事項、制限事項および免責事項を
認めていません。そのため、上記の規定はお客様に適用されない場
合があります。この保証は特定の権利を付与するものであり、あな
たは国ごとに異なるその他の法的権利を留保することができます。
BRPで制御できない理由のために一部の国で製品または保証部品が
入手できない場合、BRPは責任を負わないものとします。

オーストラリアで購入された製品については、以下の「オーストラ
リアで販売された製品のみに適用」を参照してください。

ディストリビューター、BRPディストリビューター/ディーラー、そ
していかなる個人は、この限定保証に含まれていない確約、表明、
または保証を提供する許可はされておらず、万が一提供された場合
は、それらの内容はBRPに対して強制できるものではありません。

BRPはこの限定保証をいつでも変更する権利を留保します。ただ
し、すでに販売された製品に適用される保証条件は、その保証が有
効な間は変更しないことに同意します。
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33)) 除除外外規規定定（（以以下下はは保保証証修修理理のの対対象象ととははななりりまませせ
んん））
以下は保証対象ではありません:
– 通常の磨耗および消耗品;
– 定期メンテナンス項目、チューンアップ、調整
– 『オペレーター'ズガイド』に示されている過失、または適正なメ
ンテナンス／保管を怠ったために発生した損害。

– 部品の取り外し、不適切な修理、整備、メンテナンス、改造、あ
るいはBRPによって製造または認定されていない部品の使用の結
果として生じた損傷、あるいは整備を行うBRP認定ディストリ
ビューター/ディーラー以外の人によって行われた修理の結果とし
て生じた損傷

– 誤用、乱用、過失、または製品のオペレーターズガイドで説明さ
れている推奨事項に一致しない方法による製品の操作によって発
生した損害

– 事故、水没、火災、盗難、破壊行為、またはあらゆる天災や不可
抗力の結果として生じた損傷;

– 製品に適さない燃料、オイル、または潤滑剤を使っての運転（オ
ペレーターズガイドを参照）

– エレメントの錆、腐食または露出から生じた損傷
– 水や雪が入ったことによる損傷
– 二次的もしくは間接的な損害、または輸送費、牽引、保管、電
話、賃貸、タクシー、不便、保険適用、ローンの支払い、時間の
損失、収入の損失、もしくは整備作業のための不稼働による時間
の損失を含むがそれらに限定されない損害

44)) 保保証証対対象象期期間間
この限定的保証は、（1）最初に購入した消費者に納入された日、ま
たは（2）その製品が最初に使用された日のいずれか早い日から、次
の該当する期間有効です。
– 個個人人使使用用ままたたはは業業務務使使用用のの所所有有者者のの場場合合はは、、連連続続すするる1122ヶヶ月月
間間。

オーストリアおよびニュージーランドのみ：この保証は、（1）最初
の小売消費者に納品された日、または（2）その製品が初めて使用さ
れた日のうちいずれか早い方に発効し、パワートレインエンジンお
よびトランスミッションシステムのみについては連続する12ヶ月
間、個人使用または業務使用の場合は連続する36ヶ月間効力を有し
ます。

この保証によるパーツの修理または交換、あるいはサービスの実施
によって、保証の本来の有効期限を超えてこの保証が延長されるこ
とはありません。

BRP国際限定保証：2026 CAN-AM® ATV
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上記内容により特定される保証対象期間は、最小限の保障期間であ
り、場合によっては適用される保証プロモーションプログラムによ
る延長が可能です。

保証期間および保証の他の条件は、お客様の国で適用される関連す
る法令に従います。

オーストラリアで販売された製品のみに適用

弊社の製品の保証は、オーストラリアの消費者法によって守られて
います。

重故障に対する交換または払い戻し、またはその他のいかなる合理
的に予見可能な損失または損害に対する補償が約束されます。

お客様には、製品が許容される品質を満たせず、その故障が重故障
とならない場合、その製品を修理または交換する権利があります。

これらの保証の利用規約は、オーストラリアの消費者法またはその
他の法律を含む、Competition and Consumer Act 2010（Cth)（2010
年競争・消費者法）によって授与または黙示されるいかなる条件、
保証、請け合い、権利または善後策の適用を除外、制限または変更
しないものとし、法律を違反しないものとします。もし違反する利
用規約がある場合、それは無効となります。この限定的保証で得ら
れるメリットは、オーストアリアの法律で守られている権利および
善後策に加えて与えられます。

55)) 保保証証のの適適用用をを受受けけるるたためめのの条条件件
この保証適用は、次の各条件が満たされたときのみ適用されます:
– 製品は、その販売が行われた国において製品の販売を許可されて
いるディストリビューター/ディーラー（「ディストリビュー
ター/ディーラー」）から、新品で未使用の製品として最初の所有
者により購入される必要があります。

– BRPが指定する納入前点検を完全に実施し、文書化し、購入者が
それを署名する必要があります。

– 製品は、認定ディストリビューター／ディーラーによって正しく
登録されなければなりません。

– 製品は、購入者が居住する国で購入される必要があります。
– 保証の有効性を維持するには、『オペレーターズガイド』で概説
されている定期メンテナンスが適切な時期に実施されていなけれ
ばなりません。BRPは、この保証を適用する際の条件として、適
切なメンテナンス実施の証明を求める権利を留保します。

BRPは、上記条件が満たされない場合、個人使用の所有者または業
務用に使用する所有者に対して限定保証を与えません。このような
制限は、BRPが製品の安全ばかりでなく、消費者と一般の人々の安
全を確保するためにも必要です。

66)) 保保証証をを受受けけるるたためめににししてていいたただだくくこことと

BRP国際限定保証：2026 CAN-AM® ATV
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お客様は、異常に気付いた場合は製品の使用を中止し、異常の発現
から2ヶ月以内に、整備を行うBRPディストリビューター/ディー
ラーにその旨を通知し、ディストリビューター/ディーラーが製品を
合理的に確認し、修理できる合理的な機会を設けなければなりませ
ん。

通知期間はお客様の国で適用される関連する法令に従うものとしま
す。

また、お客様は製品の購入を証明するものをディストリビューター/
ディーラーに提示しなければならず、保証修理を有効にするため、
その修理の開始に先立って修理/作業注文書に署名しなければなりま
せん。

この限定保証に基づいて交換された部品は、すべてBRPの所有とな
ります。

77)) BBRRPPがが行行ううこことと
法律によって認められる範囲内において、この保証に基づくBRPの
義務は、保証期間中に、通常の使用、メンテナンス、および整備が
行われたにもかかわらず故障した部品を、部品代および工賃を請求
することなく、いずれかのBRP認定ディストリビューター/ディー
ラーにおいて、当社の判断により修理または交換することに限定さ
れます。BRPの責任は、部品の必要な修理または交換を行うことだ
けに限定されます。保証の不履行に対する請求は、製品の払い戻し
や販売の撤回の理由とはなりません。権利者は国ごとに異なるその
他の法的権利を留保することができます。

最初の販売の国以外でサービスが必要である場合には、例えば輸送
料金、保険、税金、ライセンス料、関税、および、いかなるそして
全ての他の金融手数料に関して、これらに限定せず、政府、州、地
域およびそれぞれの機関によって課される場合も含めて、オーナー
は地域の慣習や状況による全ての追加料金に関する責任を負います

BRPは、それ以前に製造された製品に同様の改良を加える義務を負
うことなく、製品の改良または変更を継続して行う権利を留保しま
す。

88)) 譲譲渡渡
保証期間中に製品の所有権が譲渡された場合、この限定保証もその
諸条項に基づいて譲渡され、BRPまたは認定製品ディストリビュー
ター/ディーラーが、元の所有者が所有権の譲渡に同意したことの証
明書、および新しい所有者の連絡先を受領することを条件に、残り
の保証期間中も有効になります。

99)) おお客客様様へへのの支支援援

BRP国際限定保証：2026 CAN-AM® ATV
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本限定保証に関して論争または紛争が生じた場合、まずはディー
ラーレベルで問題解決を試みてください。その問題について BRP 認
定ディストリビューター／ディーラーのサービスマネージャーまた
は店主とよく話し合ってください。

解決されない問題がまだ存在する場合、wwwwww..bbrrpp..ccoommにあるお客様
連絡先フォームに記入してBRPに連絡するか、このガイドのお客様
窓口のセクションに記載されている所在地のいずれかに郵便でご連
絡ください。

BRP国際限定保証：2026 CAN-AM® ATV
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欧欧州州経経済済地地域域、、独独立立国国家家共共同同体体のの加加盟盟国国おおよよびび
トトルルココ向向けけBBRRPP限限定定保保証証：：22002266 CCAANN--AAMM®®
AATTVV
11)) 限限定定保保証証のの範範囲囲
Bombardier Recreational Products Inc.（「BBRRPP」）は、欧州経済地
域の加盟国（欧州連合加盟国ならびにイギリス、ノルウェー、アイ
スランドおよびリヒテンシュタインにより構成される）
（「EEEEAA」）、独立国家共同体の加盟国（ウクライナとトルクメニ
スタンを含む）（「CCIISS」）、およびトルコにおいて製品を供給する
ことをBRPにより認定されたディストリビューターまたはディー
ラー（「デディィスストトリリビビュューータターー//デディィーーララーー」）によって販売され
た2026年型Can-Am ATV（「製製品品」）について、下記の期間中およ
び条件下で材料および仕上がりに欠陥がないことを保証します。

以下の場合は、この限定保証は無効になります：

1. 製品を一度でもレースやその他の競技活動に使用した場合（以前
の所有者による行為である場合も含む）

2. 製品の操作、性能または耐久性に悪影響を及ぼす方法でトレー
ラーを改造したか、トレーラーの用途を変更するために改造した
場合

この限定保証は、工場以外で取り付けられた部品やアクセサリを保
証しません。該当する部品およびアクセサリの限定保証に関する文
章を参照してください。

22)) 責責任任のの範範囲囲
法律が許す範囲内で、この保証は明示的に付与されるものであり、
商品性または特定の目的への適合性の何らかの保証を含むがそれだ
けに限定されない明示的または暗示的なその他のすべての保証に代
わるものとして受諾されます。それらが否認され得ない限りにおい
て、暗示的保証は明示的保証の有効期限内のみに限定されます。付
随的および間接的損害は、この保証の範囲から除外されます。一部
の司法管轄区域では、上記の免責事項、制限事項および免責事項を
認めていません。そのため、上記の規定はお客様に適用されない場
合があります。この保証は特定の権利を付与するものであり、権利
者は法域ごとに異なるその他の法的権利を留保することができま
す。BRPで制御できない理由のために一部の国で製品または保証部
品が入手できない場合、BRPは責任を負わないものとします。

フランスで購入された製品については、以下の「フランスで販売さ
れた製品のみに適用」を参照してください。

ディストリビューター、BRP ディストリビューター/ディーラー、ま
たはその他の人物のいずれにおいても、この限定保証に含まれるも
の以外に、製品に関する確認、表示、保証を行う権限は与えられて
おらず、それが行われた場合にも BRP に対する強制力はありませ
ん。
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BRPはこの限定保証をいつでも変更する権利を留保します。ただ
し、すでに販売された製品に適用される保証条件は、その保証が有
効な間は変更しないことに同意します。

33)) 除除外外規規定定（（以以下下はは保保証証修修理理のの対対象象ととははななりりまませせ
んん））
以下は保証対象ではありません:
– 通常の磨耗および消耗品;
– 定期メンテナンス項目、チューンアップ、調整
– 『オペレーター'ズガイド』に示されている過失、または適正なメ
ンテナンス／保管を怠ったために発生した損害。

– 部品の取り外し、不適切な修理、整備、メンテナンス、改造、あ
るいはBRPによって製造または認定されていない部品の使用の結
果として生じた損傷、あるいは整備を行うBRP認定ディストリ
ビューター/ディーラー以外の人によって行われた修理の結果とし
て生じた損傷

– 誤用、乱用、過失、または製品のオペレーターズガイドで説明さ
れている推奨事項に一致しない方法による製品の操作によって発
生した損害

– 事故、水没、火災、盗難、破壊行為、またはあらゆる天災や不可
抗力の結果として生じた損傷;

– 製品に適さない燃料、オイル、または潤滑剤を使っての運転（オ
ペレーターズガイドを参照）

– エレメントの錆、腐食または露出から生じた損傷
– 水や雪が入ったことによる損傷
– 二次的もしくは間接的な損害、または輸送費、牽引、保管、電
話、賃貸、タクシー、不便、保険適用、ローンの支払い、時間の
損失、収入の損失、もしくは整備作業のための不稼働による時間
の損失を含むがそれらに限定されない損害

44)) 保保証証対対象象期期間間
この限定的保証は、（1）最初に購入した消費者に納入された日、ま
たは（2）その製品が最初に使用された日のいずれか早い日から、次
の該当する期間有効です。

1. 個人使用の所有者の場合は、連続する24ヶ月間。
2. 業務用使用の所有者の場合は、連続する6ヶ月間。

保証期間中であっても、製品による収入の発生、または製品が何ら
かの業務または職業で用いられた場合、製品は商業的用途で使用さ
れたものと見なされます。また、保証期間中に製品が商業用として
登録されたり、商業用途の使用許可を受けた場合も、製品は商業的
用途で使用されたものと見なされます。

欧州経済地域、独立国家共同体の加盟国およびトルコ向けBRP限定保証：2026
CAN-AM® ATV
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この保証によるパーツの修理または交換、あるいはサービスの実施
によって、保証の本来の有効期限を超えてこの保証が延長されるこ
とはありません。

上記内容により特定される保証対象期間は、最小限の保障期間であ
り、場合によっては適用される保証プロモーションプログラムによ
る延長が可能です。

保証期間および保証の他の条件は、お客様の国で適用される関連す
る法令に従います。

55)) フフラランンススでで販販売売さされれたた製製品品ののみみにに適適用用
販売者は契約を遵守する製品を配送し、配送時に認められる欠陥の
責任を負います。販売者は、契約による自らの責任で、または自ら
の責任で行われたパッケージング、組み立て指示または取り付けに
起因する欠陥の責任を負います。契約を成立させるには、製品は次
の条件をクリアする必要があります。

1. 同等品の通常動作を行うことができ、該当する場合、次の条件も
クリアする必要があります。
– 製品の特性は販売者の説明と一致し、特性はサンプルまたは
模型により購入者に説明されていること。

– 製品は、広告やラベルを含めた販売者および製造業者の公共
宣言により合法的に購入者によって期待される特性を持って
いること。

2. 製品は、当事者間で相互に合意をとること、または購入者が事前
に販売者に製品の使用目的を相談し、販売者が使用を満たせると
販売者が承諾をすることが必要です。

仕様不遵守に対する処置は、配送から2年間有効です。販売者は、製
品に購入者の使用目的が満たせられなくなるほどの隠された欠陥が
ある場合、またはその欠陥を事前に知っていたらより低い値段で
買っていた場合、その隠れた欠陥に対する保証の責任を負います。
そのような隠れた欠陥に対する賠償要求は、欠陥の発見から2年以内
に購入者によって行われる必要があります。

66)) 保保証証のの適適用用をを受受けけるるたためめのの条条件件
この保証適用は、次の各条件が満たされたときのみ適用されます:
– 製品は、その販売が行われた国、EEAの場合は連合国において、
製品の販売を許可されているディストリビューターまたはディー
ラー（「ディストリビューター/ディーラー」）から、新品で未使
用の製品として最初の所有者により購入される必要があります。

– BRPが指定する納入前点検を完全に実施し、文書化し、購入者が
それを署名する必要があります。

– 製品は、認定BRPディストリビューター/ディーラーによって正し
く登録されなければなりません。

欧州経済地域、独立国家共同体の加盟国およびトルコ向けBRP限定保証：2026
CAN-AM® ATV
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– 製品は、購入者が居住する国（EEAの場合は連合国）で購入され
なければなりません。

– 保証の有効性を維持するには、『オペレーターズガイド』で概説
されている定期メンテナンスが適切な時期に実施されていなけれ
ばなりません。BRPは、この保証を適用する際の条件として、適
切なメンテナンス実施の証明を求める権利を留保します。

BRPは、上記条件が満たされない場合、個人使用の所有者または業
務用に使用する所有者に対して限定保証を与えません。このような
制限は、BRPが製品の安全ばかりでなく、消費者と一般の人々の安
全を確保するためにも必要です。

77)) 保保証証をを受受けけるるたためめににししてていいたただだくくこことと
お客様は、異常に気付いた場合は製品の使用を中止し、異常の発現
から2ヶ月以内に、整備を行うBRPディストリビューター/ディー
ラーにその旨を通知し、ディストリビューター/ディーラーが製品を
合理的に確認し、修理できる合理的な機会を設けなければなりませ
ん。

通知期間はお客様の国で適用される関連する法令に従うものとしま
す。

また、お客様は製品の購入を証明するものをディストリビューター/
ディーラーに提示しなければならず、保証修理を有効にするため、
その修理の開始に先立って修理/作業注文書に署名しなければなりま
せん。

この限定保証に基づいて交換された部品は、すべてBRPの所有とな
ります。

88)) BBRRPPがが行行ううこことと
法律によって認められる範囲内において、この保証に基づくBRPの
義務は、保証期間中に、通常の使用、メンテナンス、および整備が
行われたにもかかわらず故障した部品を、部品代および工賃を請求
することなく、いずれかのBRP認定ディストリビューター/ディー
ラーにおいて、当社の判断により修理または交換することに限定さ
れます。保証の不履行に対する請求は、製品の払い戻しや販売の撤
回の理由とはなりません。権利者は国ごとに異なるその他の法的権
利を留保することができます。

最初の販売の国以外でサービスが必要である場合には、またはEEA
居住者がEEA外で、例えば輸送料金、保険、税金、ライセンス料、
関税、および、いかなるそして全ての他の金融手数料に関して、こ
れらに限定せず、政府、州、領域やそれぞれの機関によって課され
る場合も含めて、オーナーは地域の慣習や状況による全ての追加料
金に関する責任を負います。

欧州経済地域、独立国家共同体の加盟国およびトルコ向けBRP限定保証：2026
CAN-AM® ATV
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BRPは、それ以前に製造された製品に同様の改良を加える義務を負
うことなく、製品の改良または変更を継続して行う権利を留保しま
す。

99)) 譲譲渡渡
保証期間中に製品の所有権が譲渡された場合、この限定保証もその
諸条項に基づいて譲渡され、BRPまたは認定製品ディストリビュー
ター/ディーラーが、元の所有者が所有権の譲渡に同意したことの証
明書、および新しい所有者の連絡先を受領することを条件に、残り
の保証期間中も有効になります。

1100)) おお客客様様へへのの支支援援
本限定保証に関して論争または紛争が生じた場合、まずはディー
ラーレベルで問題解決を試みてください。その問題について BRP 認
定ディストリビューター／ディーラーのサービスマネージャーまた
は店主とよく話し合ってください。

解決されない問題がまだ存在する場合、wwwwww..bbrrpp..ccoommにあるお客様
連絡先フォームに記入してBRPに連絡するか、このガイドのお客様
窓口のセクションに記載されている所在地のいずれかに郵便でご連
絡ください。

欧州経済地域、独立国家共同体の加盟国およびトルコ向けBRP限定保証：2026
CAN-AM® ATV
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デデーータタププラライイババシシーーににつついいてて
デデーータタププラライイババシシーーににつついいてて

Bombardier Recreational Products Inc.およびその関連会社と子会社
（「BRP」）はプライバシーの保護に努めています。この通知は、
BRPとお客様との関係を管理する際のお客様情報の収集、利用、お
よび開示方法についてお知らせするものです。詳細は、BRPのプラ
イバシーポリシー（https://brp.com/en/privacy-policy.html）をご覧い
ただくか、下記のQRコードをスキャンしてご確認ください。

当社は十分なセキュリティ対策を講じて、お客様の個人情報の安全
を確保し、不正なアクセス、使用または開示から保護しております
のでご安心ください。

当社が保有するお客様の個人情報は、お客様から直接提供されたも
の、または当社の認定ディーラーおよびサードパーティー（当社が
サービスを提供したり、共同マーケティング活動を行ったりする相
手先）を通じて収集されたものであり、以下の情報が含まれていま
す。
– 連絡先、人口統計、および登録情報（氏名、住所、電話番号、
メールアドレス、所有歴、連絡時の言語など）

– 取引情報（返品処理に必要となる情報、ウェブサイトやモバイル
アプリケーションを通じて当社の製品やサービスを購入するとき
の支払い情報、BRP製品の購入に関連するその他の情報など）

– 車両情報（シリアル番号、車両識別番号、走行距離、購入日およ
び納入日、製品の利用状況、車両の位置および動作など）

– 当社の製品やサービスに関するコメント、意見、およびレビュー
– BRPまたはディーラーのウェブサイトまたはモバイルアプリを閲
覧する際、クッキーや類似の技術を通じて自動的に収集される情
報（IPアドレス、デバイスの種類、オペレーティングシステム、
ブラウザの種類、閲覧したウェブページなど）。

また、お客様がソーシャルメディアプラットフォームで当社とやり
取りする際に、それらのプラットフォームからお客様に関する情報
を取得する場合があります。

当社は、さまざまな目的でお客様の個人情報を使用していますが、
そのほとんどは次のことを目的としています。
– お客様のBRP製品およびサービスの注文の管理（注文の完了や配
送、またはBRP製品の整備など）

– 顧客サポート、アシスタンス、およびアフターサービスの提供
（注文やメンテナンスの完了、またはそれらに関するフォロー
アップ、納入時の問題の手助け、返品の対応、お客様のBRP製品
購入に関係するその他の問題など）

– BRP製品の登録、保証、セキュリティ、安全リコール、および紛
争解決の管理（保証やアフターサービスの提供、セキュリティと
安全性の保護、安全リコールの実施など）
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– 当社の製品およびサービスに関するご案内の送信（BRPの新製
品、サービス、機能に関するお知らせ、コンテスト、プロモー
ション、イベントに関するニュースの共有、またはBRPが提供す
る製品やサービスで、お客様が興味を示す可能性があるものにつ
いてのご案内など）

– プロファイリング技術やジオロケーション技術に基づいた、パー
ソナライズされた体験、コンテンツ、またはオファーおよびサー
ビスの提供（車両のメンテナンスが必要な時期の通知、最寄りの
ディーラーシップのお知らせなど）

– お客様個人を特定できないデータ分析および統計データを実施
（ビジネスインテリジェンスに活用）、ならびに製品およびサー
ビスの改善方法に関する知見の獲得

– 不正行為および許可されていないまたは違法な活動の防止、検
出、および管理（BRP製品またはサービスの購入に関する不正行
為の検出および管理、違法または許可されていない活動およびサ
イバー攻撃の脅威の管理）

– 適用される法規制への準拠

お客様の個人情報は、次の組織に開示される場合があります：
BRP、BRP認定ディーラー、ディストリビューター、サービスプロ
バイダー、広告およびマーケットリサーチパートナー、および認定
されたその他の第三者。

状況によっては、お客様の居住地域外でお客様の個人情報が伝達さ
れる場合があります。お客様の個人情報は、当社の保持ポリシーに
従って、当社が個人情報を取得した目的に必要な期間に限り保持さ
れます。

お客様のデータプライバシー権（アクセスする権利や訂正する権利
など）を行使するには、または、マーケティング、満足度調査、お
よび一般的なデータプライバシーについての質問を目的としたアド
レスリストから削除するために同意を撤回するには、BRPのデータ
保護担当者にメール（privacyofficer@brp.com）でご連絡いただく
か、次の住所宛てに郵送でご連絡ください： BRP Legal Service, 726
St-Joseph, Valcourt, Quebec, Canada, J0E 2L0.

BBRRPPががおお客客様様のの個個人人情情報報をを処処理理すするる際際はは、、hhttttppss::////wwwwww..bbrrpp..ccoomm//
eenn//pprriivvaaccyy--ppoolliiccyy..hhttmmllにに記記載載さされれてていいるる、、ままたたはは下下記記QQRRココーードドかか
らら確確認認ででききるる自自社社ののププラライイババシシーーポポリリシシーーにに従従っってて処処理理ししまますす。。

データプライバシーについて
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データプライバシーについて
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おお問問いい合合わわせせ先先

wwwwww..bbrrpp..ccoomm

アアジジアア太太平平洋洋
BBRRPP AAssiiaa
107D and 107E, 17/F, Tower 1,
Grand Century Place, Mongkok,
Kowloon, Hong Kong

オオーースストトララリリアア
Level 26
477 Pitt Street
Sydney, NSW 2020

中中国国
上海市徐汇区衡山路10号6号楼301
Rm 301, Building 6,
No.10 Heng Shan Rd,
Shanghai, China

日日本本
〒108-0075東京都港区港南2丁目16-1
品川イーストワンタワー21階

ニニュューージジーーラランンドド
Suite 1.6, 2–8 Osborne Street,
Newmarket, Auckland 2013

欧欧州州、、中中東東、、アアフフリリカカ
ベベルルギギーー
Oktrooiplein 1
9000 Gent

チチェェココ共共和和国国
Stefanikova 43a
Prague 5
150 00

ドドイイツツ
Alte Papierfabrik 16
D-40699 Erkrath

フフィィンンラランンドド
Isoaavantie 7
PL 8040
96101 Rovaniemi

フフラランンスス
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Arteparc Bâtiment B
Route de la côte d'Azur,
13 590 Meyreuil

ノノルルウウェェーー
Ingvald Ystgaardsvei 15
N-7484 Trondheim
Salg, marketing, ettermarked

ススウウェェーーデデンン
Spinnvägen 15
903 61 Umeå
Sweden 90821

ススイイスス
Avenue d’Ouchy 4-6
1006 Lausanne

中中南南米米
ブブララジジルル
Rua Odila Maia Rocha Brito, 25
Edificio Beaumont, andar 1 ao 5
CEP 13092-110 Campinas -SP

メメキキシシココ
Av.Ferrocarril 202
Parque Industrial Querétaro
Santo Rosa Jauregui, Querétaro
C.P.76220

北北米米
カカナナダダ
3200A, rue King Ouest,
Suite 300
Sherbrooke (Québec) J1L 1C9

米米国国
10101 Science Drive
Sturtevant, Wisconsin
53177

お問い合わせ先
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住住所所とと所所有有権権のの変変更更
お客様が住所を変更された場合または車両の新しい所有者になった
場合は、以下のいずれかの方法でBRPに通知してください。
– 認定Can-Amディーラーに連絡する。
– 北北米米ののみみ:: 1 888 272-9222までお電話ください。
– このガイドのお客様窓口のセクションに記載されているBRPの住
所のいずれかに、以降のページにある住所変更カードを郵送して
ください。

所有権の変更の場合は、以前の所有者が譲渡に合意している証明書
を添付してください。

例えば、安全上のリコールを開始した場合など、BRPが必要に応じ
て車両の所有者に連絡できるように、限定保証の期間が終了した後
でも、BRPに通知することが重要です。BRPに通知するのは、所有
者の責任です。

盗盗難難にに遭遭っったた場場合合:: 車両が盗難にあった場合は、BRPまたは認定
Can-Am ディーラーにご連絡ください。お客様の氏名、ご住所、電
話番号、車両識別番号、そして盗難の日付をお知らせください。



346

⾞ 両 識 別 番 号  (V.I.N.)

⾞ 両 識 別 番 号

住 所 の 変 更

以 前 の 住 所
ま た は 以 前 の オ ー ナ ー ：

新 し い 住 所
ま た は 新 し い オ ー ナ ー ：

所 有 権 の 変 更

モ デ ル 番 号

番 地

市 /郡

国

Ｅ メ ー ル ア ド レ ス

ア パ ー ト

郵 便 番 号

町 村

⽒ 名

都 道 府 県

電 話 番 号

番 地

市 /郡

国

ア パ ー ト

郵 便 番 号

町 村

⽒ 名

都 道 府 県

電 話 番 号

⾞ 両 識 別 番 号  (V.I.N.)

⾞ 両 識 別 番 号

住 所 の 変 更

以 前 の 住 所
ま た は 以 前 の オ ー ナ ー ：

新 し い 住 所
ま た は 新 し い オ ー ナ ー ：

所 有 権 の 変 更

モ デ ル 番 号

番 地

市 /郡

国

Ｅ メ ー ル ア ド レ ス

ア パ ー ト

郵 便 番 号

町 村

⽒ 名

都 道 府 県

電 話 番 号

番 地

市 /郡

国

ア パ ー ト

郵 便 番 号

町 村

⽒ 名

都 道 府 県

電 話 番 号

住所と所有権の変更
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\\ の ペ ー ジ は
意 図 的 に 空 ⽩ で す

住所と所有権の変更
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⾞ 両 識 別 番 号  (V.I.N.)

⾞ 両 識 別 番 号

住 所 の 変 更

以 前 の 住 所
ま た は 以 前 の オ ー ナ ー ：

新 し い 住 所
ま た は 新 し い オ ー ナ ー ：

所 有 権 の 変 更

モ デ ル 番 号

番 地

市 /郡

国

Ｅ メ ー ル ア ド レ ス

ア パ ー ト

郵 便 番 号

町 村

⽒ 名

都 道 府 県

電 話 番 号

番 地

市 /郡

国

ア パ ー ト

郵 便 番 号

町 村

⽒ 名

都 道 府 県

電 話 番 号

⾞ 両 識 別 番 号  (V.I.N.)

⾞ 両 識 別 番 号

住 所 の 変 更

以 前 の 住 所
ま た は 以 前 の オ ー ナ ー ：

新 し い 住 所
ま た は 新 し い オ ー ナ ー ：

所 有 権 の 変 更

モ デ ル 番 号

番 地

市 /郡

国

Ｅ メ ー ル ア ド レ ス

ア パ ー ト

郵 便 番 号

町 村

⽒ 名

都 道 府 県

電 話 番 号

番 地

市 /郡

国

ア パ ー ト

郵 便 番 号

町 村

⽒ 名

都 道 府 県

電 話 番 号

住所と所有権の変更
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\\ の ペ ー ジ は
意 図 的 に 空 ⽩ で す

住所と所有権の変更
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注 記 ：  

住所と所有権の変更
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注 記 ：  

住所と所有権の変更
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注 記 ：  

住所と所有権の変更
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注 記 ：  

住所と所有権の変更
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注 記 ：  

住所と所有権の変更
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注 記 ：  

住所と所有権の変更
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注 記 ：  

住所と所有権の変更
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注 記 ：  

住所と所有権の変更
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注 記 ：  

住所と所有権の変更
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注 記 ：  

住所と所有権の変更





モ デ ル 番 号

オ ー ナ ー :

購 ⼊ ⽇

保 証 有 効 期 限

⽒ 名

都 道 府 県 市 /郡

番 地 ア パ ー ト

郵 便 番 号

町 村

年 ⽉ ⽇

年

販 売 時 に デ ィ ー ラ ー が 記 ⼊ す る こ と 。

デ ィ ー ラ ー 押 印 箇 所

⽉ ⽇

⾞ 両
識 別 番 号  (V.I.N.)
エ ン ジ ン
識 別 番 号  (E.I.N.)
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®、TMおよびBRPのロゴはBombardier Recreational Products Inc.ま
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